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は じ め に

　関東平野の北西部に群馬県は位置し、前橋市はその中央、上毛三山のひとつ名峰赤城を背にし、
利根川や広瀬川が市街地を貫流する、四季折々の風情に溢れる県都です。豊かな自然環境にも恵
まれ、２万年前から人々が生活を始め、縄文時代の遺跡も、市内の随所に存在します。
　古代において前橋台地は、広大な穀倉地帯を控え、前橋天神山古墳などの初期古墳をはじめ王
山古墳・天川二子山古墳といった首長墓が連綿と築かれ、上毛野国の中心地として栄えました。
また、律令時代になってからは総社・元総社地区に山王廃寺、国分僧寺、国分尼寺、国府など上
野国の中枢をなす施設が次々に造られました。
　中世になると、戦国武将の長尾氏、上杉氏、武田氏、北条氏が鎬をけずった地として知られ、
近世においては、譜代大名の酒井氏、松平氏が居城した関東三名城の一つに数えられ、「関東の
華」とも呼ばれた厩橋城が築かれました。
　やがて近代になると、生糸の一大生産地であったことから、横浜に至る街道は「日本のシルク
ロード」とも呼ばれ、横浜港からは前橋シルクの名で海外に輸出され、近代日本の発展の一翼を
担いました。
　今回、報告書を上梓する「元総社蒼海遺跡群（62）（63）（64）」は、古代において上野の中枢地
域として上野国府の推定地域に近接するところから、その成果に期待がもたれていました。今回
の調査でも、古代の住居跡をはじめ多くの貴重な遺構の検出がありました。特に、箱形の製鉄炉
の検出は、上野の中枢地域における鉄生産に係る歴史を知る上で重要な発見となりました。残念
ながら、現状のままでの保存が困難なため、記録保存という形になりましたが、今後、地域の歴
史・前橋の歴史を解明する上で、貴重な資料を得ることができました。
　最後になりましたが、関係機関や各方面の多大なるご配慮・ご尽力により調査事業を円滑に進
められましたことに感謝いたします。また、発掘調査にあたられた担当者・作業員のみなさんの
ご尽力にも、厚くお礼申しあげます。
　本報告書が斯学の発展に少しでも寄与できれば幸いに存じます。

　　　　平成 28 年９月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 前橋市教育委員会

教育長　　佐　藤　博　之
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例　　言

１　本報告書は前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴う元総社蒼海遺跡群（62）（63）（64）埋蔵　

　文化財発掘報告書である。

２　発掘調査の要項は次のとおりである。

　　　遺跡名　　　　　　　　　　元総社蒼海遺跡群（62）（63）（64）

　　　調査場所　　　　　　　　　前橋市総社町総社 3600-1、3598-4、前橋市元総社町 2019

　　　遺跡コード　　　　　　　　（62）：25 Ａ 161、（63）：25 Ａ 162、（64）：25 Ａ 163

　　　発掘担当者　　　　　　　　宇佐美義春（技研コンサル株式会社）

　　　整理担当者　　　　　　　　岡野　茂（技研コンサル株式会社）

　　　調査員　　　　　　　　　　丸山和浩（技研コンサル株式会社）

　　　発掘調査期間　　　　　　　平成 26 年 1 月 14 日～平成 26 年３月 26 日

　　　整理・報告書作成期間　　　平成 28 年 1 月８日～平成 28 年９月 30 日

３　本書の原稿執筆はⅠを藤坂和延（前橋市教育委員会）、その他を岡野が担当した。

４　発掘調査および整理作業参加者は次のとおりである。

　　　大川明子（技研コンサル株式会社）

　　　新井　寛　飯島冬子　石田てい子　稲数美枝子　内島勝義　宇貫美代子　楳原義久　遠藤好則

　　　大塚とし子　小笠原邦樹　奥沢千恵子　小田切勝巳　加賀美紀子　金古　操　鴨田榮作　川野京子

　　　木暮朱美　木暮孝一　木暮知二　小島京子　小林克宏　佐藤和彦　塩野　浩　杉田友香　諏訪尤子

　　　高野フミ子　竹澤賢司　田島君代　田部井美砂子　中嶋千恵子　西潟　登　萩原　誠　平澤小夜子

　　　福島禄子　間仁田章治　水野さかゑ　武藤　光　矢内朝夫　山田　修

５　本書における図面・写真・遺物は、前橋市教育委員会文化財保護課で保管している。

６　製鉄関連遺物については、公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団の笹澤泰史氏に実見して頂き、御教

　　示を受けた。

７　下記の機関にご指導・ご協力を賜りました。記して謝意を表します。

　　　公益財団法人　群馬県埋蔵文化財調査事業団　山下工業株式会社　日鉄住金テクノロジー（株）

凡　　例

１　挿図中に使用した北は座標北である。

２　挿図に国土地理院発行 1/200,000『宇都宮』『長野』、1/25,000『前橋』、前橋市発行 1/2,500 都市計画図を

　　使用した。

３　遺構名称は、住居跡：Ｈ、溝：Ｗ、井戸：Ｉ、土坑墓：ＤＢ、土坑：Ｄ、ピット：Ｐである。

４　遺構・遺物実測図の縮尺は原則的に次のとおりである。その他各図スケールを参照されたい。

　　　遺構　住居跡・竪穴状遺構・井戸・土坑・ピット・その他・・・1/60　全体図・・・1/200

　　　遺物　土器・石製品・・・1/3　鉄製品・・・1/2　古銭・・・1/1、製鉄関連遺物・・・1/3

５　本文および表中の計測値については（　）は現存値を、〔　〕は復元値を表す。
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６　遺構・遺物実測図のトーン表現は以下の通りである。

　　　遺構　焼土範囲：　　　　炭化物範囲：　　　　灰範囲：　　　　粘土範囲：　　　　　

　　　　　　硬化面範囲：　　　　鉄滓範囲：

　　　遺物　須恵器（還元焰）：　　　　石製品（磨面）：　　　　

　　　製鉄関連遺物　砂鉄焼結範囲：　　　　ガラス質範囲：　　　　酸化範囲：

７　主な火山降下物等の略称と年代は次の通りである。

　　　As-B（浅間 B 軽石：1108）、Hr-FP（榛名二ッ岳伊香保テフラ：６世紀中葉）、

　　　Hr-FA（榛名二ッ岳渋川テフラ：６世紀初頭）、As-C（浅間 C 軽石：３世紀後葉～４世紀前半）
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Fig.１　遺跡の位置

０ 10km１：200,000

群　馬　県

前橋市

元 総 社 蒼 海 遺 跡 群元 総 社 蒼 海 遺 跡 群

－ 1 －

Ⅰ　調査に至る経緯
　平成 25 年 12 月 19 日付けで前橋市長　山　本　　龍（区画整理第二課）より元総社蒼海土地区画整理事業に

伴う埋蔵文化財発掘調査業務に係る依頼が前橋市教育委員会（以下「市教委」という。）に提出された。市教委

では既に発掘調査を実施中であり、市教委直営による発掘調査実施が困難であると判断し、民間調査組織へ発掘

調査業務委託することで依頼者である前橋市と合意に至った。業務実施にあたっては市教委の作成する調査仕様

書に則り、市教委による監理・指導のもと発掘調査を実施することとなった。平成 26 年１月 14 日付けで前橋市

と民間調査組織である技研コンサル株式会社との間で業務委託契約が締結され発掘調査に着手し、平成 26 年３

月 26 日に終了した。当該発掘調査に係る整理業務については、平成 27 年 10 月 16 日に区画整理課より依頼があ

り、発掘調査と同様に民間調査組織へ整理業務を委託するに至った。

　なお、遺跡名称「元総社蒼海遺跡群（62）（63）（64）」（遺跡コード：25A161、25A162、25A163）の「元総社蒼海」

は土地区画整理事業名を採用し、（62）（63）（64）は過年度に実施した調査と区別するために付したものである。
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Ⅱ　遺跡の位置と環境

遺跡の位置（Fig. １）

　本調査地は、前橋市街地から利根川を隔て、西へ約３km の地点、前橋市元総社町総社地内に所在し、西には

関越自動車道が南北に、南には県道足門・前橋線が東西に、また東には市道大友・石倉線が南北にそれぞれ走っ

ている。本調査区の地形は、榛名山山麓の相馬ヶ原扇状地扇端部と前橋台地との移行地帯にあたり、榛名山麓に

水源をもつ牛池川、染谷川が開析・形成した細長い微高地上に立地する。台地上は主として畑地として利用され

ているが、本遺跡地の所在する位置は現在住宅地が立ち並ぶ中心地にあたる。

歴史的環境（Fig. ２、Tab. １）

　縄文時代の遺跡は八幡川右岸の微高地上に産業道路東［15］・産業道路西［16］・総社閑泉明神北Ⅲ遺跡［61］、

本遺跡の立地する牛池川右岸台地上に上野国分僧寺・尼寺中間地域［22］・元総社小見Ⅲ遺跡［59］・元総社蒼

海遺跡群（24）などが挙げられ、住居跡が確認されている。

　弥生時代の遺跡としては日高遺跡［18］・［19］、上野国分僧寺・尼寺中間地域［22］、正観寺遺跡［21］な

どがあるが分布は散漫である。日高遺跡では浅間Ｃ軽石下の水田跡が確認されている。

　古墳時代になると本遺跡周辺は県内でも中心的な地域であったことが窺われる。元総社蒼海遺跡群（38・61・

81・100）が位置する北東部では古墳時代前期の周溝墓が確認されている。王山古墳［７］、二子山古墳［12］、

愛宕山古墳［10］、宝塔山古墳［13］、蛇穴山古墳［８］などの首長墓が古墳時代後期から終末期かけて築造さ

れた。これらの古墳群は総社古墳群として知られている。該期の集落は牛池川と染谷川に挟まれた台地上に展開

するが後期の集落が多い。

　奈良・平安時代に至ると、本遺跡周辺は上野国府、国分寺［２］、国分尼寺［３］、山王廃寺［４］の造営に

示されるように古代の政治・経済・文化の中心地として再編成される。上野国府は本遺跡付近に推定される。元

総社小学校校庭遺跡では大規模な掘立柱建物跡が検出され、元総社寺田遺跡では「國厨」・「曹司」・「国」・「邑

厨」などの墨書土器や人形が出土している。また元総社明神遺跡［24］、閑泉樋遺跡［25］、元総社蒼海遺跡群

（７・９・10）では区画溝が確認され、国府域の東北外郭線が想定される。国分僧寺では、築垣と、区画溝や道

路状遺構などが確認されている。関連遺跡として鳥羽遺跡［20］で神社遺構や工房跡が確認され、上野国分僧寺・

尼寺中間地域［22］では大規模な集落・掘立柱建物跡群が検出されている。山王廃寺は、「山ノ上碑」「上野国

交替実録帳」にみられる「放光寺」であることが有力視されており、回廊や基壇建物などが確認されている。な

お、この寺の塔心礎や石製鴟尾、根巻石などの石造物群は宝塔山古墳の石棺や蛇穴山古墳の石室と同系統の石造

技術によるものと考えられており、仏教文化と古墳文化とが併存しながら機能していた様子が窺える。また本遺

跡の南約 1.5km には東山道（国府ルート）が、日高遺跡［19］では幅約 4.5 ｍの推定日高道が国府方向へ延びる

と推定されている。該期の集落は、古墳時代と同様に牛池川と染谷川に挟まれた台地上に立地するが、国府推定

域の中心部での分布は少なく、国府域と居住域の区分けが窺える。近年の調査による元総社蒼海遺跡群（41）で

は鍛冶工房が検出され、金の付着した灰釉陶器や奈良三彩といった貴重な遺物が出土している。

　室町時代になると上野国守護上杉氏から守護代に任命された長尾氏が蒼海城を本拠地としこの地を治めた。元

総社蒼海遺跡群では蒼海城の堀跡や、南宋～元時代の青白磁梅瓶が出土している。また本遺跡周辺には屋敷に堀

を巡らした城館跡が数多く認められる。天正年間以降は諏訪・秋元氏が蒼海城に入り当地の領主となるが、秋元

氏が総社城に移ると同時に蒼海城は廃城となった。また、当該期の周辺遺跡では大渡道場遺跡［71］の貨幣埋納

遺構から 572 枚に及ぶ銭貨が撚紐を通した「緡
さし

」の状態で六緡出土している。
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Fig.２　周辺遺跡図
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Fig.３　元総社蒼海遺跡群位置図とグリッド設定図
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Tab. １　周辺遺跡一覧表
番号 遺跡名 調査年度 時代：主な遺構、主な遺物

1
元総社蒼海遺跡群（62）

2014
古墳：溝跡

元総社蒼海遺跡群（63） 古墳：住居跡、平安：住居跡、中世：溝跡
元総社蒼海遺跡群（64） 奈良：製鉄炉跡、中世：竪穴状遺構・土坑墓、時期不明：住居跡

2 上野国分寺跡（県教委） 1980 ～ 88 奈良：金堂基壇・塔基壇
3 上野国分尼寺跡 （1999） 奈良：西南隅・東南隅築垣
4 山王廃寺跡 （1974） 奈良：塔心礎・根巻石・金堂基壇・講堂版築・回廊礎石
5 東山道（推定） －
6 日高道（推定） －
7 王山古墳 1972 古墳：前方後円墳（６ｃ中）
8 蛇穴山古墳 1975 古墳：方墳（７ｃ末）
9 稲荷山古墳 1988 古墳：円墳（６ｃ後半）
10 愛宕山古墳 1996 古墳：円墳（７ｃ前半）
11 遠見山古墳 未調査 古墳：前方後円墳（５ｃ後半）
12 総社二子山古墳 未調査 古墳：前方後円墳（６ｃ末）
13 宝塔山古墳 未調査 古墳：方墳（７ｃ後半）
14 元総社小学校校庭遺跡 1962 平安：掘立柱建物跡・柱穴群・周濠跡
15 産業道路東遺跡 1966 縄文：住居跡
16 産業道路西遺跡 － 縄文：住居跡
17 中尾遺跡（事業団） 1976 奈良・平安：住居跡
18 日高遺跡（事業団） 1977 弥生：水田跡・方形周溝墓・住居跡・木製農具、平安：水田跡
19 日高遺跡（高崎市） （1978） 弥生：水田跡
20 鳥羽遺跡（事業団） 1978 ～ 83 古墳：住居跡・鍛冶場跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡
21 正観寺遺跡Ⅰ～Ⅳ（高崎市） 1979 ～ 81 弥生：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：溝跡

22 上野国分僧寺･尼寺中間地域（事業団） 1980 ～ 83 縄文：住居跡・配石遺構、弥生：住居跡・方形周溝墓、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・掘立
柱建物跡、中世：掘立柱建物跡・溝状遺構・道路状遺構

23 北原遺跡（群馬町） 1982 縄文：土坑・集石遺構、古墳：水田跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡
24 元総社明神遺跡Ⅰ～ⅩⅢ 1982 ～ 96 古墳：住居跡・水田跡・堀跡、奈良・平安：住居跡・溝跡、中世：住居跡・溝跡
25 閑泉樋遺跡 1983 奈良・平安：溝跡
26 柿木遺跡 ･ Ⅱ遺跡 1983、88 奈良・平安：住居跡・溝跡
27 草作遺跡 1984 古墳：住居跡、平安：住居跡、中世：井戸跡
28 閑泉樋南遺跡 1985 古墳：住居跡、奈良・平安：溝跡
29 塚田村東遺跡（群馬町） 1985 平安：住居跡
30 後疋間遺跡Ⅰ～Ⅲ（群馬町） 1985 ～ 87 古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：道路状遺構
31 寺田遺跡 1986 平安：溝跡
32 天神遺跡 ･ Ⅱ遺跡 1986、88 奈良・平安：住居跡
33 屋敷遺跡 ･ Ⅱ遺跡 1986、95 古墳：住居跡、平安：住居跡、中世：堀跡・石敷遺構
34 堰越遺跡 1987 奈良・平安：住居跡・溝跡
35 大友屋敷Ⅱ・Ⅲ遺跡 1987 古墳：住居跡、平安：住居跡・溝跡・地下式土坑
36 勝呂遺跡 1987 平安：水田跡
37 村前遺跡 1987 平安：溝状遺構・水田跡
38 五反田遺跡 1987 平安：水田跡

39 熊野谷遺跡
熊野谷Ⅱ ･ Ⅲ遺跡

1988
1989

縄文：住居跡、平安：住居跡・溝跡
平安：住居跡

40 村東遺跡 1988 古墳：住居跡・溝跡、奈良・平安：住居跡、中世：堀跡
41 昌楽寺廻向遺跡 ･ Ⅱ遺跡 1988 奈良・平安：住居跡
42 堰越Ⅱ遺跡 1988 平安：住居跡
43 元総社寺田遺跡Ⅰ～Ⅲ（事業団） 1988 ～ 91 古墳：水田跡・溝跡、奈良・平安：住居跡、中世：溝跡
44 弥勒遺跡 ･ Ⅱ遺跡 1989、95 古墳：住居跡、平安：住居跡

45
国分境遺跡（事業団）
国分境Ⅱ遺跡
国分境Ⅲ遺跡（群馬町）

1990
1991
1991

古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡
古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡
古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・畠跡、中世：土坑墓

46 大屋敷遺跡Ⅰ～Ⅵ 1992 ～ 2000 縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：掘立柱建物跡・地下式土坑・溝跡
47 元総社稲葉遺跡 1993 縄文：土坑、平安：住居跡・製鉄炉跡・瓦塔
48 五反田Ⅱ遺跡 1995 平安：水田跡
49 上野国分寺参道遺跡 1996 古墳：住居跡、平安：住居跡
50 大友宅地添遺跡 1998 平安：水田跡

51 総社閑泉明神北遺跡
総社閑泉明神北Ⅱ遺跡

1999
2001

古墳：畠跡・水田跡・溝跡、中世：溝跡
古墳：住居跡・溝跡、平安：住居跡・溝跡

52 箱田川西遺跡 1999 古墳：溝状遺構、平安：水田跡
53 元総社西川遺跡（事業団） 2000 古墳：住居跡・畠跡、奈良・平安：住居跡・溝跡
54 元総社小見遺跡 2000 縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡・溝跡・道路状遺構

55 元総社宅地遺跡１～ 23 トレンチ 2000 古墳：住居跡、平安：住居跡・掘立柱建物跡・鍛冶場跡・溝跡・道路状遺構、中世：溝跡、近世：
住居跡

56 元総社小見内Ⅲ遺跡 2001 古墳：住居跡・溝跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡・溝跡、中世：掘立柱建物跡・溝跡

57 総社甲稲荷塚大道西遺跡
総社甲稲荷塚大道西Ⅱ遺跡 2001 奈良・平安：住居跡・溝跡、中世：畠跡、近世：溝跡

古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・溝跡、近世：溝跡
58 元総社小見Ⅱ遺跡 2002 縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡、中世：溝跡・道路状遺構

59 元総社小見Ⅲ遺跡
元総社草作Ⅴ遺跡 2002 縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・溝跡、中世：溝跡・道路状遺構

古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：溝跡

60 元総社小見内Ⅳ遺跡
元総社小見Ⅳ遺跡

2002
2003

奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡・溝跡、中世：土坑墓
縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：溝跡

61
総社甲稲荷塚大道西Ⅲ遺跡
総社閑泉明神北Ⅲ遺跡
総社甲稲荷塚大道西Ⅳ遺跡

2002
2002
2003

古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・畠跡・溝跡
縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡
古墳：畠跡、中世：畠跡

62 元総社北川遺跡（事業団） 2002 ～ 04 古墳：水田跡、奈良・平安：住居跡・畠跡、中近世：掘立柱建物跡・水田跡・火葬墓
63 稲荷塚道東遺跡（事業団） 2003 古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・溝跡・竃構築材採掘坑・井戸跡
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番号 遺跡名 調査年度 時代：主な遺構、主な遺物
64 元総社小見内Ⅳ遺跡

元総社小見内Ⅵ遺跡
2002
2003

奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡・溝跡、中世：土坑墓
奈良・平安：住居跡・溝跡、中世：井戸跡

65 元総社小見Ⅴ遺跡 2003 縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：掘立柱建物跡
66 元総社小見内Ⅶ遺跡 2003 縄文：住居跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡、中世：畠跡・溝跡
67 元総社小見内Ⅷ遺跡 2003 奈良・平安：住居跡・溝跡、中世：竪穴状遺構

68 元総社小見Ⅸ遺跡
元総社小見内Ⅸ遺跡 2004 奈良・平安：住居跡、中世：溝跡

奈良・平安：住居跡、中世：溝跡
69 元総社小見内Ⅹ遺跡 2004 古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・工房跡・粘土採掘坑、中世：溝跡・土坑墓
70 総社閑泉明神北Ⅴ遺跡 2004 古墳：水田跡、奈良・平安：住居跡

71 大渡道場遺跡 2011 古墳：水田跡、平安：住居跡、中世：貨幣埋納遺構・掘立柱建物跡・地下式坑・土坑墓・火葬墓・火葬跡・
溝跡・竪穴状遺構

－ 元総社蒼海遺跡群（17 街区） 2015 古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・道路状遺構・土坑、中世：土坑墓・火葬跡
－ 元総社蒼海遺跡群（１） 2005 奈良・平安：住居跡・溝跡、中世：溝跡・土坑墓
－ 元総社蒼海遺跡群（２） 2005 奈良・平安：住居跡・溝跡、中世：溝跡・土坑墓

－ 元総社蒼海遺跡群（３）
元総社小見Ⅶ遺跡 2005 縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡

－ 元総社蒼海遺跡群（４） 2005 縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡
－ 元総社蒼海遺跡群（５） 2005 古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・溝跡、中世：周溝状遺構・土坑墓
－ 元総社蒼海遺跡群（６） 2005 奈良・平安：住居跡・溝跡、中世：溝跡・土坑墓
－ 元総社蒼海遺跡群（７） 2005 奈良・平安：住居跡・溝跡
－ 元総社蒼海遺跡群（８） 2006 奈良・平安：住居跡
－ 元総社蒼海遺跡群（９）､（10） 2006 縄文：住居跡、古墳：竪穴住居跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡・溝跡・土坑、中世：溝跡
－ 元総社蒼海遺跡群（11） 2006 古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：溝跡
－ 元総社蒼海遺跡群（12） 2006 古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：井戸跡
－ 元総社蒼海遺跡群（13） 2008 縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・工房跡・溝跡、中世：溝跡・土坑墓
－ 元総社蒼海遺跡群（14） 2008 古墳：住居跡・水田跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡、中世：溝跡・竪穴状遺構・井戸跡
－ 元総社蒼海遺跡群（15） 2008 奈良・平安：住居跡・溝跡、中世：溝跡
－ 元総社蒼海遺跡群（16） 2008 奈良・平安：住居跡・畠跡、中世：溝跡

－ 元総社蒼海遺跡群（17） 2008 古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・竪穴状遺構、中世以降：土坑墓・井戸跡、時期不明：住居跡、
溝跡

－ 元総社蒼海遺跡群（18） 2008 平安：住居跡
－ 元総社蒼海遺跡群（19） 2008 古墳：水田跡、中世：井戸跡
－ 元総社蒼海遺跡群（20） 2008 古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・竪穴状遺構・溝跡、中世：土坑墓・溝跡
－ 元総社蒼海遺跡群（21） 2009 中世：堀跡・盛土状遺構
－ 元総社蒼海遺跡群（22） 2009 古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡
－ 元総社蒼海遺跡群（23） 2009 古墳：住居跡、平安：土坑、中世：堀跡
－ 元総社蒼海遺跡群（24） 2009 縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・竪穴状遺構、中世：竪穴状遺構・井戸跡
－ 元総社蒼海遺跡群（25） 2009 古墳：住居跡、平安：住居跡、中世：青白磁梅瓶
－ 元総社蒼海遺跡群（26） 2010 古墳：住居跡、古代：住居跡・竪穴状遺構・溝跡・土坑、中世：溝跡・土坑墓
－ 元総社蒼海遺跡群（28） 2009 古墳：住居跡・焼土遺構、古代：住居跡・掘立柱建物跡・竪穴状遺構、中世：堀跡・竪穴状遺構
－ 元総社蒼海遺跡群（27） 2009 古墳：住居跡・溝跡、古代：住居跡・竪穴状遺構、中世：堀跡
－ 元総社蒼海遺跡群（29） 2009 古墳～平安：住居跡、中・近世：掘立柱建物跡・土坑墓・火葬跡・地下式坑・堀跡
－ 元総社蒼海遺跡群（30） 2009 古墳：住居跡、平安：住居跡、中世：道路状遺構・土坑墓・火葬跡・堀跡
－ 元総社蒼海遺跡群（31） 2009 古墳：住居跡、中世：道路状遺構、堀跡
－ 元総社蒼海遺跡群（32） 2010 古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中近世：竪穴状遺構
－ 元総社蒼海遺跡群（33） 2010 古墳：住居跡・粘土採掘坑、奈良・平安：住居跡
－ 元総社蒼海遺跡群（34） 2010 奈良・平安：住居跡、中近世：堀跡・竪穴状遺構

－ 元総社蒼海遺跡群（35） 2010 縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡・畿内産土師器、中世：土坑墓・
堀跡

－ 元総社蒼海遺跡群（36） 2010 古墳：畠跡、平安：住居跡・水田跡・竃構築材採掘坑、中世：堀跡
－ 元総社蒼海遺跡群（37） 2011 古墳：住居跡、平安：住居跡・溝跡、中世：堀跡
－ 元総社蒼海遺跡群（38） 2012 古墳：住居跡・前方後方形周溝墓、奈良・平安：住居跡・土坑、中世：溝跡
－ 元総社蒼海遺跡群（39） 2012 古墳：住居跡、奈良：溝跡、平安：土坑、中世：ピット・井戸跡
－ 元総社蒼海遺跡群（40） 2013 縄文：住居跡、古墳～奈良・平安：住居跡・鍛冶遺構、中世以降：井戸跡

－ 元総社蒼海遺跡群（41） 2013 縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・鍛冶工房跡、中世：掘立柱建物跡・道路状遺
構

－ 元総社蒼海遺跡群（42） 2013 遺構なし
－ 元総社蒼海遺跡群（43） 2013 奈良・平安：住居跡
－ 元総社蒼海遺跡群（44） 2013 平安：住居跡、中世：堀跡
－ 元総社蒼海遺跡群（45） 2013 古墳：住居跡、平安：住居跡、中世：堀跡・地下式坑
－ 元総社蒼海遺跡群（46） 2013 平安：住居跡、中世：井戸跡
－ 元総社蒼海遺跡群（47） 2013 中世：溝跡・柱列跡・井戸跡
－ 元総社蒼海遺跡群（48） 2013 縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡
－ 元総社蒼海遺跡群（49） 2013 平安：住居跡、中世：井戸跡
－ 元総社蒼海遺跡群（50） 2013 平安：住居跡、中世：井戸跡
－ 元総社蒼海遺跡群（51） 2013 奈良・平安：住居跡
－ 元総社蒼海遺跡群（52） 2013 遺構なし
－ 元総社蒼海遺跡群（53） 2013 奈良・平安：住居跡
－ 元総社蒼海遺跡群（54） 2013 遺構なし
－ 元総社蒼海遺跡群（55） 2013 奈良・平安：住居跡
－ 元総社蒼海遺跡群（56） 2013 古墳：住居跡
－ 元総社蒼海遺跡群（57） 2014 中世：堀跡
－ 元総社蒼海遺跡群（58） 2014 平安：溝跡、中世：堀跡
－ 元総社蒼海遺跡群（59） 2014 平安：住居跡、中世：堀跡・竪穴状遺構
－ 元総社蒼海遺跡群（60） 2014 古墳：住居跡・溝跡、奈良・平安：住居跡・溝跡、中世：堀跡
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番号 遺跡名 調査年度 時代：主な遺構、主な遺物
－ 元総社蒼海遺跡群（61） 2013 古墳：方形周溝墓・住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：土坑墓
－ 元総社蒼海遺跡群（65） 2013 古墳：住居跡、平安：住居跡、中世：堀跡
－ 元総社蒼海遺跡群（66） 2013 奈良・平安：住居跡
－ 元総社蒼海遺跡群（67） 2013 奈良・平安：住居跡
－ 元総社蒼海遺跡群（68） 2013 奈良・平安：住居跡
－ 元総社蒼海遺跡群（72） 2013 奈良・平安：住居跡
－ 元総社蒼海遺跡群（73） 2013 時期不明：道路状遺構
－ 元総社蒼海遺跡群（81） 2014 古墳：住居跡・方形周溝墓、平安：住居跡
－ 元総社蒼海遺跡群（82） 2014 古墳：住居跡、平安：住居跡
－ 元総社蒼海遺跡群（83） 2014 平安：土坑、中世：溝跡
－ 元総社蒼海遺跡群（84） 2014 奈良・平安：住居跡
－ 元総社蒼海遺跡群（85） 2014 平安：住居跡
－ 元総社蒼海遺跡群（88） 2014 時期不明：畠跡
－ 元総社蒼海遺跡群（89） 2014 中世：溝跡・竪穴状遺構
－ 元総社蒼海遺跡群（90） 2014 中世：竪穴状遺構
－ 元総社蒼海遺跡群（91） 2014 古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：井戸跡
－ 元総社蒼海遺跡群（95） 2014 古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡
－ 元総社蒼海遺跡群（96） 2014 遺構なし
－ 元総社蒼海遺跡群（97） 2014 奈良・平安：住居跡
－ 元総社蒼海遺跡群（98） 2014 中世：掘立柱建物跡・井戸跡

－ 元総社蒼海遺跡群（100） 2015 縄文：石器、古墳：方形周溝墓、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡、中世：掘立柱建物跡・道路状遺構・
溝跡

－ 元総社蒼海遺跡群（101） 2015 縄文：土坑・竪穴状遺構、古墳：住居跡、中世：掘立柱建物跡・溝跡
－ 元総社蒼海遺跡群（102） 2015 中世：堀跡
－ 元総社蒼海遺跡群（103） 2015 縄文：住居跡、古墳：住居跡、平安：住居跡

－ 7 －

Ⅲ　調査の方針と経過
１　調査範囲と基本方針　

　調査箇所は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業の道路予定地であり、調査面積は（62）110 ㎡、

（63）230 ㎡、（64）500 ㎡である。グリッド座標については国家座標（日本測地系第Ⅸ系）Ｘ＝ 44000.000 ｍ、

Ｙ＝－ 72200.000 ｍを基点とする４ｍピッチのものを使用し、経線をＸ、緯線をＹとして北西隅を基点に番号を

付して呼称とした。各調査区の公共座標は次のとおりである。

　　　　　測点　　　　　　　　　日本測地系（第Ⅸ系）　　　　　　　　　　世界測地系（第Ⅸ系）

（62）Ｘ 288、Ｙ 115　　 Ｘ＝ 43,540.000 ｍ、Ｙ＝－ 71,048.000 ｍ　　Ｘ＝ 43,894.902 ｍ、Ｙ＝－ 71,339.765 ｍ

（63）Ｘ 288、Ｙ 140　　 Ｘ＝ 43,440.000 ｍ、Ｙ＝－ 71,048.000 ｍ　　Ｘ＝ 43,794.904 ｍ、Ｙ＝－ 71,339.765 ｍ

（64）Ｘ 227、Ｙ 150　　 Ｘ＝ 43,400.000 ｍ、Ｙ＝－ 71,292.000 ｍ　　Ｘ＝ 43,756.906 ｍ、Ｙ＝－ 71,583.763 ｍ

　発掘調査は遺構確認面まで重機（0.1 及び 0.25 ㎥級バックホウ）にて表土掘削を行ない、遺構確認、遺構掘り

下げ、遺構精査、測量・写真撮影の手順で実施した。遺構調査については土層の堆積状況を確認するため、土層

ベルトを適宜設定した。なお、出土遺物に関しては、床面直上や遺構に伴うと判断したものは位置を記録し、他

の覆土中の破片等については一括遺物として取り上げた。

　遺構の記録には、図面作成はトータルステーション・電子平板を用いての測量・編集を行ない、断面図につい

ては一部オルソーフォトに変換して編集を行なった。記録写真は 35mm モノクロ・リバーサル、デジタルカメ

ラの３種類を用いて撮影した。（64）の調査区全景撮影についてはラジコンヘリでの撮影を実施した。

２　調査経過
　発掘調査は（62）（63）の表土掘削を平成 26 年１月 27 日から１月 29 日まで、（64）を２月３日から 2 月５日

まで実施した。表土掘削以降、順次調査を進め、２月６日に（62）、３月 17 日に（64）、３月 24 日に（63）の

全景撮影を実施した。その後、３月 26 日までに埋め戻しおよび撤収作業を完了し、現地での発掘調査を終了し

た。平成 28 年１月８日より、出土遺物・図面・写真等の整理作業および報告書作成を実施した。
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Ⅳ　基本層序
　

　基本層序は、各調査区に確認用トレンチを設定し、セクション図をもとに模式図を作成した。以下に土層説明

を掲載する。また、各調査区の概要に補足を記した。

　

Fig.４　基本層序
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元総社蒼海遺跡群（62）

元総社蒼海遺跡群（63）

元総社蒼海遺跡群（64）

元総社蒼海遺跡群（62）　基本層序Ⅰ・Ⅱ
Ⅰ　暗褐色土（10YR3/4）締まり有り、粘性やや弱い、白色軽石小粒を微量に含む砂質土。
Ⅱ　灰黄褐色土（10YR4/2）締まりやや強い、粘性やや強い、Hr-FAをブロック状に含む砂質土。
Ⅲ　黒色土（10YR2/1）締まりやや強い、粘性やや強い、As-C 混土。
Ⅳ　黒褐色土（10YR2/3）締まりやや強い、粘性やや弱い、As-C を中量含む砂質土。
Ⅴ　灰黄褐色土（10YR4/2）締まりやや弱い、粘性やや弱い、Ⅳ層土にⅥ層土の砂粒やブロックを中量
　　含む砂質土。
Ⅵ　灰黄色土（2.5Y6/2）締まり有り、粘性やや弱い、砂粒と粘質土ブロックを含む砂質土。
Ⅶ　黄褐色土（10YR5/8）締まりやや強い、粘性やや強い、鉄分を含む砂質土。
Ⅷ　にぶい黄褐色土（10YR6/3）締まりやや強い、粘性やや弱い、砂粒と黄橙色粘質土の互層。
Ⅸ　にぶい黄褐色土（10YR6/3）締まり強い、粘性やや強い、砂粒を含む粘質土。

元総社蒼海遺跡群（63）　基本層序
Ⅰａ　灰オリーブ色土（5Y4/2）締まりやや強い、粘性やや弱い、白色粒微量に含む砂質土。
Ⅰｂ　灰褐色土（5YR4/2）締まり強い、粘性やや弱い、Ⅰ層土に鉄分含む、水田の床土のような土層。
Ⅱ　オリーブ黒色土（5Y2/2）締まりやや強い、粘性やや弱い、As-Ｂ混土層。
Ⅲ　暗オリーブ褐色土（2.5Y3/3）Hr-FP 軽石小粒、黄褐色ブロック小～中粒少量、締まり、粘性やや   
　　強い砂質土。
Ⅳ　暗オリーブ褐色土（2.5Y3/3）As-C 微量、黄褐色ブロック中～極大粒少量、締まりやや弱い、粘
　　性やや強い砂質土。
Ⅴ　オリーブ褐色土（2.5Y4/6）締まり強い、粘性弱い、粒子のやや粗い砂質土。
Ⅵ　オリーブ褐色土（2.5Y4/4）締まりやや弱い、粘性弱い、Ⅵ層に黄褐色ブロック大粒を含む砂質土。

元総社蒼海遺跡群（64）基本層序Ⅰ・Ⅱ
Ⅰ　にぶい黄褐色土（10YR4/3）現表土。
Ⅱ　にぶい黄褐色土（10YR5/3）締まり有り、粘性弱い、As-B を少量含む砂質土。
Ⅲ　灰黄褐色土（10YR5/2）締まり有り、粘性弱い、As-B 中量、白色粒微量に含む砂質土。
Ⅳ　暗褐色土（10YR3/4）締まり有り、粘性弱い、白色軽石粒を含む。
Ⅴ　暗褐色土（10YR3/3）締まり有り、粘性弱い、Hr-FA小ブロックを少量含む。
Ⅵ　黒褐色土（10YR3/2）締まり有り、粘性弱い、Hr-FA中ブロックを少量含む。
Ⅶ　黒褐色土（10YR3/3）締まり有り、粘性弱い、軽石を含む
Ⅷ　暗褐色土（10YR2/1）締まり有り、粘性弱い、As-C 混土。
Ⅸ　黄褐色土（10YR5/6）締まり有り、粘性弱い、砂質土。漸移層。
Ⅹ　黄褐色土（10YR5/6）締まり有り、粘性弱い、砂層。
Ⅺ　褐色土（10YR4/6）締まり有り、粘性弱い、砂層。
Ⅻ　灰黄褐色土（10YR5/2）締まり有り、粘性弱い、砂層。

　Ｌ＝116.000ｍ

　Ｌ＝118.000ｍ

　Ｌ＝117.000ｍ

　Ｌ＝115.000ｍ

　S=1/60

　S=1/60

　S=1/60
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０ ２m1：100

Fig.５　元総社蒼海遺跡群（62）全体図
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Ⅴ　遺構と遺物
１　元総社蒼海遺跡群（62）
　本調査区は牛池川左岸に位置し、標高 117.8 ｍ、南からやや北東へ向かって緩やかな傾斜となっている。北壁

面から南に約 3 ｍ幅の黒褐色土が、南半に拡がる灰色砂質土をＬ字状に囲うような溝跡が検出された。また、灰

色砂質土の下層を確認するため、遺構が検出されなかった南壁面沿いにトレンチを設定し掘削を行なった。トレ

ンチからは黄褐色粘質土層（基本層序Ⅶ層）を検出したため、灰色砂質土層は泥流起源の堆積層と考えられる。

（１）溝跡
Ｗ－１号溝跡（Fig. ５～７、PL. １・12）

位置　Ｘ 287 ～ 290、Ｙ 115 ～ 117　主軸方向　Ｎ－ 22°－ W　規模　長さ（18.64 ｍ）　最大上幅（3.76）ｍ　

最大下幅（3.52）ｍ　深さ 0.57 ｍ　形状等　Ｘ 290、Ｙ 115 付近で西へ向かってほぼ直角に曲がる、断面は（台

形状）を呈する。　重複　Ｉ－１、Ｄ－１、Ｐ－３～７と重複している。新旧関係は、Ｄ－１→本遺構→Ｉ－１、

Ｐ－３～７である。　出土遺物　須恵器、土師器、石製品が出土している。土師器壺（１）、土師器甕（２）土

師器坏（３）を各１点ずつ図示した。覆土から（１・３）、確認面から（２）が出土している。　時期　底面に

As-C 混土が堆積している状況から古墳時代前期と考えられる。　備考　調査区北東では Hr-FA がまとまって堆

積しており、Hr-FA 洪水層が一部存在していたと考えられる。

（２）井戸跡、土坑、ピット（Fig. ５～７、PL. １）

　井戸跡１基、土坑１基、ピット７基を確認している。各計測値については「Tab. ２　元総社蒼海遺跡群（62）

井戸跡・土坑・ピット計測表」を参照のこと。
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Fig.６　Ｗ－１号溝跡、D－１号土坑
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Fig.７　（62）Ｉ－１号井戸跡、Ｐ－１～７号ピット、出土遺物
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　　（As-B か）を含む砂質土。
２　灰黄褐色土（10YR4/2）締まりやや弱い、粘性やや強い、泥流層の砂粒を少量・泥流ブロック中粒を中量・As-C を微量含む。

Ｉ－１号井戸跡　　　　　　　　　　　　　　
１　黒褐色土（10YR3/2）締まりやや強い、
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　　（As-B か）を少量含む。
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Tab. ３　元総社蒼海遺跡群（62）出土遺物観察表
Ｗ－１
No 出土位置 種別、器種 口径 底径 高さ 胎土 焼成 色調 器形、成・整形、文様等の特徴 残存状況・備考
１ 覆土

下層
土師器

壺 〔13.0〕 － （8.0） 雲母 良好 黄橙色 外面ハケナデ後ミカギ。頸部に刻み目がある突帯をもつ。
内面ハケナデ後、ミガキ、ナデ。 口縁下部～胴上部残存。

２ 確認面 土師器
甕 〔19.0〕 － （14.5） 茶・白色粒・小石 良好 にぶい黄橙色 外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

内面口縁部ヨコナデ、以下ナデ。 口縁～胴上部 1/6 残存。

３ 覆土 土師器
坏 〔12.1〕 丸底 （4.0） 茶色粒 良好 赤褐色　　　 外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。

内面口縁部ヨコナデ、以下ミガキ。 1/8 残存。

遺構外
No 出土位置 種別、器種 長さ 幅 厚さ 胎土 焼成 色調 器形、成・整形、文様等の特徴 残存状況・備考
１ 確認面 縄文土器

深鉢か 9.5 9.3 1.3 白・黒・赤粗粒 良好 にぶい橙色
にぶい橙色

外面平行沈線内に無節あるいは短節の撚糸（Ｒ）縄文が充填され、沈線外は磨消
し縄文が認められる。内面ヨコナデ。

胴部片。                                           
加曽利Ｅか。

No 出土位置 種別、器種 長さ 幅 厚さ 石質 焼成 色調 重量 器形、成、整形、文様等の特徴 残存状況・備考

２ 覆土
石器 

凹基無茎鏃
1.9 1.4 0.3 黒色安山岩 － － 0.5 ｇ

表面左半部と表面中央付近に素材薄片段階の剥離面を残して、周
縁に調整剥離を施し鋸歯状の側縁を作出している。基部の先端は
緩やかに丸みを持たせて作出している。

基部一部欠損。

Tab. ２　元総社蒼海遺跡群（62）井戸跡・土坑・ピット計測表
 遺構名    位　置 長軸 短軸 深さ 平面形状  遺構名    位　置 長軸 短軸 深さ 平面形状  遺構名    位　置 長軸 短軸 深さ 平面形状

Ｉ－１ X288、Y115・116 0.82 0.81 （0.98） 円形 Ｐ－２ X289・290、Y116 （0.44） 0.31 0.44 楕円形 Ｐ－５ X290、Y115 0.33 （0.17） 0.24 （楕円形）

Ｄ－１ X290、Y116 2.06 （1.30） 0.23 長方形 Ｐ－３ X290、Y115 0.47 0.31 0.26 楕円形 P －６ X290、Y115・116 （0.70） 0.43 0.20 楕円形

Ｐ－１ X289、Y116 0.50 0.37 0.29 楕円形 Ｐ－４ X290、Y115 （0.41） 0.36 0.41 （楕円形） P －７ X290、Y115 0.32 （0.25） 0.40 （楕円形）

－ 12 －

２　元総社蒼海遺跡群（63）
　本調査区は牛池川左岸に位置し、標高 116.5 ｍ、北から南へ緩やかな傾斜となっている。調査区のほぼ全面に

遺構が分布しており、住居跡 20 軒、溝跡１条、土坑２基、ピット２基を検出した。

（１）住居跡
Ｈ－１号住居跡（Fig. ９・23、PL. ２・12）

位置　Ｘ 287 ～ 289、Ｙ 140　主軸方向　Ｎ－ 63°－Ｅ　規模　東西軸 5.25 ｍ、南北軸（3.64）ｍ、壁現高 0.39 ｍ。

調査区北部において南半のみの検出であり、北半は調査区外となる。面積（11.66）㎡。　床面　地山硬化床。

重複　なし。　カマド　検出されず。　壁周溝　調査範囲内では全周。床面からの深さは約 0.03 ｍである。 貯

蔵穴　南東隅で検出された。長軸（0.95）ｍ、短軸 0.81 ｍ、深さ 0.56 ｍ、上段に浅い段が見られる。　柱穴 柱

穴と想定されるＰ１と北壁面で部分的に P ２が検出された。が長軸 0.34 ｍ、短軸 0.32 ｍ、深さ 0.29 ｍ、Ｐ２が

長軸（0.24）ｍ、短軸（0.12）ｍ、深さ 0.29 ｍである。東西間の柱間は（2.40）ｍである。　出土遺物　土師器

坏（１～８、その内２～７は模倣坏）、土師器甕（９）が出土している。１～４・６・８が床面直上、５・７・

９が貯蔵穴内、５が覆土からの出土である。　時期　出土遺物の傾向から５世紀末から６世紀初頭と想定され

る。　備考　元総社蒼海遺跡群（38）１区Ｈ－４号住居跡と同一遺構。

Ｈ－２号住居跡（Fig. ９・23、PL. ２・12）

位置　Ｘ 289 ～ 291、Ｙ 140　主軸方向　Ｎ－ 65°－Ｅ　規模　東西軸（3.77）ｍ、南北軸（3.31）ｍ、壁現高 0.35

ｍ。調査区北東部において南西部のみの検出であり、それ以外は調査区外となる。面積（9.22）㎡。　床面　地

山硬化床。　重複　なし。　カマド　検出されず。　壁周溝　調査範囲内では全周。床面からの深さは約 0.03

ｍである。　貯蔵穴　検出されず。　柱穴　Ｐ１・２が検出された。Ｐ１が長軸 0.35 ｍ、短軸 0.32 ｍ、深さ 0.55

ｍ、Ｐ２が長軸 0.32 ｍ、短軸 0.29 ｍ、深さ 0.46 ｍ、東西方向で対となり柱間は 2.28 ｍである。　住居内施設　

床面からの深さ 0.10 ｍの間仕切り溝を３条確認している。　出土遺物　土師器坏（１～２）、土師器甕（３）、

臼玉（４）が出土している。３・４が床面直上、１・２が覆土からの出土である。　時期　出土遺物の傾向から

５世紀末から６世紀初頭と想定される。　備考　元総社蒼海遺跡群（38）１区Ｈ－７号住居跡と同一遺構。

Ｈ－３号住居跡（Fig.10・11・23、PL. ２・12）

位置　Ｘ 288・289、Ｙ 141・141　主軸方向　Ｎ－ 70°－Ｅ　規模　東西軸 4.71 ｍ、南北軸 4.14 ｍ、壁現高 0.35 ｍ。
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－ 13 －

面積 19.27 ㎡。　床面　地山硬化床。　重複　Ｈ－４、Ｄ－１と重複する。新旧関係は本遺構→Ｈ－４→Ｄ－１

である。　カマド　東壁やや南寄りに位置する。残存状況は全体的に悪く、構造は不明である。カマド確認範囲

ではマウンド状に約 0.04 ｍ起伏しており、燃焼範囲に袖や支脚石を据えたと考えられる掘り込みを確認してい

る。　壁周溝　全周で確認。床面からの深さは 0.03 ｍである。　貯蔵穴　南東隅で検出された。長軸 0.60 ｍ、

短軸0.48ｍ、深さ0.68ｍである。　柱穴　Ｐ１～４が検出された。Ｐ１が長軸0.39ｍ、短軸0.38ｍ、深さ0.54ｍ、

Ｐ２が長軸 0.46 ｍ、短軸 0.35 ｍ、深さ 0.60 ｍ、Ｐ３が長軸 0.46 ｍ、短軸 0.36 ｍ、深さ 0.48 ｍ、Ｐ４が長軸 0.38

ｍ、短軸 0.35 ｍ、深さ 0.61 ｍである。柱間は東西間 2.00 ～ 2.05 ｍ、南北間 2.00 ～ 2.11 ｍである。　住居内施

設　床面からの深さ 0.09 ～ 0.13 ｍの間仕切り溝を９条確認している。　出土遺物　土師器坏（１～２、その内

２は模倣坏）、土師器高坏（３、脚部のみ）が出土している。１～３が覆土からの出土である。　時期　出土遺

物の傾向やＨ－４との新旧関係から６世紀前半と想定される。

Ｈ－４号住居跡（Fig.12・13・23、PL. ３・12）

位置　Ｘ 288 ～ 290、Ｙ 141 ～ 143　主軸方向　Ｎ－ 13°－Ｗ　規模　東西軸 4.71 ｍ、南北軸 4.80 ｍ、壁現高 0.33

ｍ。面積 22.61 ㎡。　床面　地山硬化床だがＨ－３との重複部分では黄褐色土の貼床である。　重複　Ｈ－３・

16 と重複する。新旧関係はＨ－ 16 →Ｈ－３→本遺構である。　カマド　北壁中央に位置する。確認長 0.87 ｍ、

燃焼幅（0.57）ｍ、燃焼部は壁面を 0.35 ｍ掘り込んでいる。左袖は残存しており、構築材に灰黄褐色粘土が用い

られ、袖端部には焚口脇補強として凝灰質砂岩の切石が残存する。右袖は確認されなかった。支脚には凝灰質砂

岩ブロックが用いられている。焚口前面には灰が分布する。天井部材や右袖部材の一部と考えられる凝灰質砂岩

が出土している。掘り方においてＨ－３の壁周溝と間仕切り溝を確認している。　壁周溝　全周で確認。床面か

らの深さは 0.05 ～ 0.08 ｍである。　貯蔵穴　南東隅で検出された。長軸 0.74 ｍ、短軸 0.67 ｍ、深さ 0.60 ｍであ

る。上面に浅い段が見られる。　柱穴　Ｐ１～４が検出された。Ｐ１が長軸 0.40 ｍ、短軸 0.27 ｍ、深さ 0.64 ｍ、

Ｐ２が長軸 0.39 ｍ、短軸 0.33 ｍ、深さ 0.60 ｍ、Ｐ３が長軸 0.31 ｍ、短軸 0.30 ｍ、深さ 0.67 ｍ、Ｐ４が長軸 0.31

ｍ、短軸 0.30 ｍ、深さ 0.55 ｍである。柱間は東西間 2.10 ～ 2.40 ｍ、南北間 2.35 ～ 2.40 ｍである。　住居内施

設　床面からの深さ0.06～0.12ｍの間仕切り溝を４条確認している。　出土遺物　土師器坏（１～５、その内４・

５は模倣坏）、土師器高坏（６）が出土している。１・２・４～６が床面直上、３が貯蔵穴底面からの出土であ

る。　時期　出土遺物の傾向やＨ－３・16 との新旧関係から６世紀前半と想定される。

Ｈ－５号住居跡（Fig.13・24、PL. ３・13）

位置　Ｘ 288・289、Ｙ 142・143　主軸方向　Ｎ－ 86°－Ｅ　規模　東西軸 3.57 ｍ、南北軸 4.08 ｍ、壁現高 0.21 ｍ。

面積 17.77 ㎡。　床面　地山硬化床。　重複　Ｈ－８・17 と重複する。新旧関係はＨ－８→本遺構→Ｈ－ 17 で

ある。　カマド　検出されず。南東隅は撹乱によって削平されているが、その周辺では灰が分布し、土師器甕や

羽釜の破片が出土しており、カマドの位置を想定できる。　壁周溝　南壁際以外で確認。床面からの深さは 0.03

～ 0.07 ｍである。　貯蔵穴　南西隅で検出された。長軸 0.50 ｍ、短軸 0.43 ｍ、深さ 0.20 ～ 0.29 ｍである。東側

に中段が設けられている。　柱穴　検出されず。　住居内施設　土坑が２基検出された。Ｄ１が長軸 1.07 ｍ、

短軸 0.74 ｍ、深さ 0.37 ｍ、Ｄ２が長軸 1.28 ｍ、短軸 0.82 ｍ、深さ 0.32 ｍである。　出土遺物　須恵器坏（１）、

土師質坏（２）、かわらけ状（３～６）、羽釜（７）が出土している。４・６が床面直上、１～３・５・７が覆

土からの出土である。　時期　出土遺物の傾向から 11 世紀と想定される。

Ｈ－６号住居跡（Fig.14、PL. ３）

位置　Ｘ288・289、Ｙ142・143　主軸方向　Ｎ－72°－Ｅ　規模　東西軸（3.37）ｍ、南北軸（1.02）ｍ、壁現高0.31

ｍ。調査区西部において南東の一部のみ検出であり、その他は調査区外となる。面積（1.72）㎡。　床面　地山

硬化床。　重複　Ｈ－ 12・16 と重複する。新旧関係はＨ－ 16 →本遺構→Ｈ－ 12 である。　カマド　検出され

ず。　壁周溝　調査範囲内ではほぼ全周で確認。床面からの深さは 0.04 ～ 0.07 ｍである。北側の一部は、撹乱
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によって削平されている。　貯蔵穴　検出されず。　柱穴　検出されず。　住居内施設　検出されず。　出土遺

物　土師器の小片が少量出土しているが、図示には至らず。　時期　新旧関係より５世紀後半から６世紀前半と

考えられる。

Ｈ－７号住居跡（Fig.14・24、PL. ３・13）

位置　Ｘ288・289、Ｙ143・144　主軸方向　Ｎ－56°－Ｅ　規模　東西軸（3.37）ｍ、南北軸（1.02）ｍ、壁現高0.31

ｍ。面積（1.72）㎡。　床面　地山硬化床だがＨ－ 15 との重複部分では黄褐色土の貼床である。　重複　Ｈ－９・

12・13・15・16・18・20 と重複する。新旧関係は（Ｈ－ 18・20）→Ｈ－ 16 →（Ｈ－ 13 →）Ｈ－ 15 →本遺構→

Ｈ－ 12 →Ｈ－９である。　カマド　東壁南寄りに位置する。確認長（0.67）ｍ、燃焼幅（0.62）ｍ、燃焼部は壁

面を0.58ｍ掘り込んでいる。残存状況は全体的に悪く、床面に灰の分布や燃焼部の焼土化は認められない。また、

左袖付近には使用されたと思われる構築材（凝灰質砂岩）が崩れた状態で出土している。　壁周溝　検出されず。

貯蔵穴　検出されず。　柱穴　検出されず。　住居内施設　検出されず。　出土遺物　須恵器高坏（１）、土師

器坏（２～５、その内５は模倣坏）、管玉（６）が出土している。いずれも覆土からの出土である。　時期　出

土遺物と新旧関係から５世紀末から６世紀初頭に想定される。

Ｈ－８号住居跡（Fig.15・24・25、PL. ３・13・14）

位置　Ｘ289・290、Ｙ143・144　主軸方向　Ｎ－56°－Ｅ　規模　東西軸（3.75）ｍ、南北軸（5.88）ｍ、壁現高0.25

ｍ。調査区東部において西半のみの検出であり、東半は調査区外となる。面積（11.03）㎡。　床面　地山硬化

床だが、Ｈ－ 10 との重複部分では黒褐色土が貼床である。　重複　Ｈ－５・９・10 と重複する。新旧関係はＨ

－ 10 →本遺構→Ｈ－９→Ｈ－５である。　カマド　検出されず。　壁周溝　検出されず。　貯蔵穴　検出され

ず。　柱穴　検出されず。　住居内施設　検出されず。　出土遺物　土師器坏（１～３、いずれも模倣坏）、土

師器高坏（４・５）、土師器小型壺（６）、土師器甕（７～ 11）、土師器甑（12）が出土している。１・５～８、

10 ～ 12 が床面直上、２～４・９が覆土からの出土である。　時期　出土遺物と新旧関係から６世紀前半と想定

される。

Ｈ－９号住居跡（Fig.15・16・25、PL. ３・４・14）

位置　Ｘ 289・290、Ｙ 144・145　主軸方向　Ｎ－ 92°－Ｗ　規模　東西軸 3.10 ｍ、南北軸 4.30 ｍ、壁現高 0.40 ｍ。

面積13.33㎡。　床面　地山硬化床だがＨ－８・10との重複部分では黄褐色土の貼床である。　重複　Ｈ－７・８・

10・14・19、Ｗ－１と重複する。新旧関係はＨ－ 10 →Ｈ－７→ H －８・14・19 →本遺構→Ｗ－１である。カマ

ド　西壁南寄りに位置する。確認長 1.70 ｍ、燃焼幅 0.49 ｍ、煙道は壁面を 1.03 ｍ掘り込んでいる。燃焼部は平

坦で、両袖は黒褐色土混じりの灰黄褐色粘土が構築材に用いられ、袖端部には焚口脇補強として凝灰質砂岩の切

石が残存する。燃焼部には支脚に用いられたと考えられる安山岩が出土し、焚口では凝灰質砂岩の切石の右側に

被さるように土師器甕が出土している。　壁周溝　検出されず。　貯蔵穴　南西隅で検出された。長軸 0.52 ｍ、

短軸 0.49 ｍ、深さ 0.32 ｍである。　柱穴　検出されず。　住居内施設　検出されず。　出土遺物　土師器坏（１

～３、いずれも模倣坏）、土師器鉢（４）、土師器甕（５・６）が出土している。２・３・６が床面直上、１・

５が貯蔵穴内、４が覆土からの出土である。　時期　出土遺物と新旧関係から６世紀後半と想定される。

Ｈ－10号住居跡（Fig.16・17・26、PL. ４・14）

位置　Ｘ289・290、Ｙ143～145　主軸方向　Ｎ－77°－Ｗ　規模　東西軸（4.33）ｍ、南北軸（7.07）ｍ、壁現高0.56

ｍ。調査区南東部において西半のみの検出であり、東半は調査区外となる。面積（19.44）㎡。　床面　地山硬

化床。　重複　Ｈ－８・９・14、Ｗ－１と重複する。新旧関係は本遺構→Ｈ－８・14 →Ｈ－９→Ｗ－１である。

カマド　検出されていないが、西壁南寄りに灰が分布し、焼土化した浅い掘り込みが確認できるため、カマドの

位置として想定される。　壁周溝　調査範囲内で確認。床面からの深さは約 0.03 ｍである。　貯蔵穴　南西隅

で検出された。長軸 0.80 ｍ、短軸 0.73 ｍ、深さ 0.32 ｍである。　柱穴　柱穴と想定されるＰ１・２が検出された。
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Ｐ１が長軸 0.48 ｍ、短軸 0.40 ｍ、深さ 0.73 ｍ、Ｐ２が長軸 0.28 ｍ、短軸 0.24 ｍ、深さ 0.43 ｍ、南北方向で対

となり柱間は 3.95 ｍである。　住居内施設　検出されず。　出土遺物　土師器坏（１～３、その内３が模倣坏）、

土師器高坏（４）が出土している。１が床面直上、３・４が貯蔵穴底面、２が覆土からの出土である。　時期　

出土遺物と新旧関係から５世紀後半と想定される。

Ｈ－11号住居跡（Fig.17・26、PL. ４・14）

位置　Ｘ 288・289、Ｙ 143　主軸方向　Ｎ－ 85°－Ｅ　規模　調査区西部においてカマド燃焼部のみの検出であ

り、大半は調査区外である。　重複　Ｈ－ 12・15 と重複する。新旧関係はＨ－ 15 →Ｈ－ 12 →本遺構である。

カマド　東壁北寄りに位置すると想定される。確認長（0.49）ｍ、燃焼幅 0.38 ｍ、燃焼部は壁面を 0.42 ｍ掘り

込んでいる。残存状況は悪い。煙出し部で煙道の補強に用いられたと思われる凝灰質砂岩ブロックが２点出土し

ている。　出土遺物　カマド使用面から羽釜の小片、覆土から須恵器甕・高台付坏（１）、土師質坏を少数出土

している。　時期　出土遺物の傾向と新旧関係から 11 世紀と想定される。

Ｈ－12号住居跡（Fig.17・26、PL. ４・14・15）

位置　Ｘ288・289、Ｙ143・144　主軸方向　Ｎ－84°－Ｗ　規模　東西軸（3.69）ｍ、南北軸3.09ｍ、壁現高0.13ｍ。

面積（11.40）㎡。　床面　直床だが、覆土中に構築されたためか、いくらか沈んだ状態である。　重複　Ｈ－６・

７・11・15・16 と重複する。新旧関係はＨ－ 16 →Ｈ－ 15 →Ｈ－７→（Ｈ－６→）本遺構→Ｈ－ 11 である。　

カマド　検出されず。　壁周溝　検出されず。　貯蔵穴　検出されず。　柱穴　検出されず。　住居内施設　検

出されず。　出土遺物　須恵器蓋（１）、土師器坏（２、模倣坏）、土師器甕（３・４）が出土している。１・

３が床面直上、２・４が覆土からの出土である。　時期　出土遺物と新旧関係から６世紀前半と想定される。

Ｈ－13号住居跡（Fig.18、PL. ４・５）

位置　Ｘ288・289、Ｙ144　主軸方向　Ｎ－107°－Ｗ　規模　東西軸（2.38）ｍ、南北軸（1.70）ｍ、壁現高0.07ｍ。

重複により南西部のみの残存である。大半はＨ－７・15 によって切られている。面積（6.46）㎡。　床面　黒褐

色土に灰黄褐色粘土ブロックが混入した貼床である。　重複　Ｈ－７・15・18・20 と重複する。新旧関係は（Ｈ

－ 18・20）→（本遺構→）Ｈ－ 15 →Ｈ－７と推定される。　カマド　西壁南寄りに位置する。確認長 0.90 ｍ、

燃焼幅 0.49 ｍ、燃焼部は壁面で立ち上がる。残存状況は悪い。両袖は灰色粘土で構築され、燃焼部に焼土化が

認められる。　貯蔵穴　検出されず。　柱穴　検出されず。　住居内施設　検出されず。　出土遺物　土師器の

小片がわずかに出土しているが、図示には至らず。　時期　新旧関係から５世紀末以前と想定される。

Ｈ－14号住居跡（Fig.18、PL. ５）

位置　Ｘ 289・290、Ｙ 144・145　主軸方向　Ｎ－ 75°－Ｗ　規模　東西軸 2.28 ｍ、南北軸 1.80 ｍ、壁現高 0.19 ｍ。

調査区南東部において北西部のみ検出であり、大半は調査区外である。面積（3.00）㎡。　床面　地山硬化床だ

がＨ－ 10 との重複部分では黄褐色土の貼床である。　重複　Ｈ－９・10、Ｗ－１と重複する。新旧関係はＨ－

10 →本遺構→Ｈ－９→Ｗ－１である。　カマド　検出されず。　貯蔵穴　検出されず。　柱穴　検出されず。

住居内施設　検出されず。　出土遺物　土師器の小片が少数出土しているが、図示には至らず。　時期　新旧関

係から６世紀前半と想定される。　備考　北壁には焼土がまだらに分布し、床面直上に炭化材を出土しているた

め、焼失家屋の可能性が考えられる。

Ｈ－15号住居跡（Fig.19・20・26、PL. ５・15）

位置　Ｘ288・289、Ｙ143・144　主軸方向　Ｎ－57°－Ｗ　規模　東西軸（3.32）ｍ、南北軸（4.30）ｍ、壁現高0.34

ｍ。調査区西部において東半のみの検出であり、西半は調査区外である。面積（6.46）㎡。　床面　地山硬化床。

重複　Ｈ－７・11・12・13・16 と重複する。新旧関係はＨ－ 16 →（Ｈ－ 13 →）本遺構→Ｈ－７→Ｈ－ 12 であ

る。　カマド　西壁南寄りに位置する。確認長 1.80 ｍ、燃焼幅 0.49 ｍ、燃焼部は壁面を 0.24 ｍ掘り込んでいる。

上面はＨ－ 12 によって削平されている。両袖は灰黄褐色粘土で構築される。左袖先端には、焚口の補強のため
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に用いられたと考えられる凝灰質砂岩の切石が残存する。支脚にも凝灰質砂岩の切石が用いられている。　貯蔵

穴　南東隅に検出された。長軸 0.62 ｍ、短軸 0.59 ｍ、深さ 0.63 ｍである。　柱穴　柱検出されず。　住居内

施設　床面からの深さ 0.15 ｍの間仕切り溝１条が確認されている。　出土遺物　土師器坏（１）、土師器高坏

（２）、土師器甕（３）が出土している。２が床面直上、３がカマド、１が覆土からの出土である。　時期　出

土遺物の傾向や新旧関係から５世紀末から６世紀初頭と想定される。

Ｈ－16号住居跡（Fig.19・20・26、PL. ５・15）

位置　Ｘ 288・289、Ｙ 142 ～ 144　主軸方向　Ｎ－ 57°－Ｗ　規模　東西軸（3.02）ｍ、南北軸 5.91 ｍ、壁現高 0.32

ｍ。調査区西部において東半のみ検出であり、西半は調査区外である。面積（17.85）㎡。　床面　地山硬化床。

重複　Ｈ－４・６・７・12・15 と重複する。新旧関係は本遺構→Ｈ－ 15 →Ｈ－７・６→Ｈ－４→Ｈ－ 12 である。

カマド　東壁やや南寄りに位置する。確認長（0.97）ｍ、燃焼幅 0.50 ｍ、燃焼部は壁面を 0.08 ｍ掘り込んでいる。

残存状況は悪い。両袖は灰黄褐色粘土で構築されている。燃焼部には焼土化が認められない。左袖先端には焚口

の補強のために用いられたと考えられる凝灰質砂岩の切石が残存する。右袖はＨ－７による削平を受けている。

貯蔵穴　南東隅に検出された。長軸 0.84 ｍ、短軸 0.71 ｍ、深さ 0.73 ｍである。上端はＨ－７による削平を受け

ている。　柱穴　Ｐ１～３が検出された。Ｐ１が長軸 0.37 ｍ、短軸 0.32 ｍ、深さ 0.40 ｍ、Ｐ２が長軸 0.37 ｍ、

短軸 0.30 ｍ、深さ 0.54 ｍ、Ｐ３が長軸 0.36 ｍ、短軸 0.34 ｍ、深さ 0.67 ｍである。柱間は東西間 2.36 ｍ、南北間 3.15

ｍである。　住居内施設　検出されず。　出土遺物　須恵器蓋（１）、土師器坏（２）、土師器甕（３）、土師

器甑（４）が出土している。１・２が床面直上、３・４が覆土からの出土である。また、３・４については出土

位置から H － 12 に帰属する可能性がある。　時期　出土遺物の傾向や新旧関係から５世紀後半と想定される。

Ｈ－17号住居跡（Fig.18、PL. ５）

位置　Ｘ 290、Ｙ 143　主軸方向　Ｎ－ 43°－Ｅ　規模　東西軸（0.14）ｍ、南北軸（0.47）ｍ、壁現高 0.15 ｍ。

調査区東部においてカマド燃焼部のみの検出であり、大半は調査区外である。　重複　Ｈ－５と重複する。新旧

関係は不明である。　カマド　西壁北寄りに位置すると想定される。確認長（0.35）ｍ、燃焼幅（0.38）ｍ、燃

焼部は壁面を（0.35）ｍ掘り込んでいる。南側は撹乱によって壊されている。　出土遺物　なし。　時期　詳細

な時期は不明。

Ｈ－18号住居跡（Fig.21・26、PL. ５・15）

位置　Ｘ 288・289、Ｙ 144　主軸方向　Ｎ－ 60°－Ｗ　規模　東西軸（4.01）ｍ、南北軸（3.09）ｍ、壁現高 0.04

ｍ。調査区西部において東半のみ検出であり、西半は調査区外である。面積（10.31）㎡。　床面　地山硬化床。

重複　Ｈ－７・13・15・20、Ｗ－１と重複する。新旧関係は（本遺構→Ｈ－ 13 →）Ｈ－ 15 →Ｈ－７である。Ｈ

－ 20 とは不明。　カマド　検出されず。　壁周溝　検出されず。　貯蔵穴　検出されず。　柱穴　Ｐ１～２が

検出された。Ｐ１が長軸 0.40 ｍ、短軸 0.38 ｍ、深さ 0.73 ｍ、Ｐ２が長軸 0.46 ｍ、短軸（0.35）ｍ、深さ 0.53 ｍ

である。柱間は東西間 2.40 ｍである。　住居内施設　検出されず。　出土遺物　覆土から土師器坏、土師器甕

の小片を少数、土師器鉢（１）を出土している。　時期　出土遺物と新旧関係から５世紀末以前と想定される。

備考　H － 13 の貼床直下に床面を確認した。

Ｈ－19号住居跡（Fig.21、PL. ６）

位置　Ｘ 289、Ｙ 144・145　主軸方向　Ｎ－ 57°－Ｗ　規模　東西軸（1.80）ｍ、南北軸（1.84）ｍ、壁現高 0.33 ｍ。

面積（1.82）㎡。大半はＷ－１に切られる。　床面　地山硬化床。　重複　Ｈ－９、Ｗ－１と重複する。新旧関

係は本遺構→Ｈ－９→Ｗ－１である。　カマド　検出されず。　壁周溝　調査範囲内で確認。床面からの深さは

約0.05ｍである。　貯蔵穴　検出されず。　柱穴　柱穴と想定されるＰ１がＷ－１底面から検出された。長軸0.36

ｍ、短軸 0.35 ｍ、深さ 0.36 ｍ、床面からの深さは 0.47 ｍである。　住居内施設　検出されず。　出土遺物　なし。

時期　新旧関係から６世紀前半以前と想定される。
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Tab. ４　元総社蒼海遺跡群（63）土坑・ピット計測表
 遺構名    位　置 長軸 短軸 深さ 平面形状  遺構名    位　置 長軸 短軸 深さ 平面形状

Ｄ－１ X288、Y141 1.87 1.13 0.45 楕円形 Ｐ－１ X289、Y143 0.41 0.38 0.26 円形

Ｄ－２ X287・288、Y142 2.06 （0.38） 0.23 楕円形 Ｐ－２ X288、Y140 0.50 0.30 0.20 楕円形

－ 17 －

Ｈ－20号住居跡（Fig.21、PL. ５）

位置　Ｘ 288、Ｙ 144・145　主軸方向　不明　規模　東西軸（2.09）ｍ、南北軸（1.67）ｍ、壁現高　不明。　

面積（2.34）㎡。重複する遺構に切られ、島状に残されている。　床面　地山硬化床。　重複　Ｈ－７・13・

18、Ｗ－１と重複する。新旧関係はＨ－ 18 とは不明、（本遺構→Ｈ－ 13 →）Ｈ－ 15 →Ｈ－７である。　カマ

ド　検出されず。　壁周溝　検出されず。　貯蔵穴　検出されず。　柱穴　Ｐ１～２が検出された。Ｐ１が長軸

0.44 ｍ、短軸 0.41 ｍ、深さ 0.42 ｍ、Ｐ２が長軸 0.44 ｍ、短軸 0.41 ｍ、深さ 0.43 ｍである。柱間は南北間 2.98 ｍ

である。　住居内施設　検出されず。　出土遺物　なし。　時期　新旧関係から５世紀末以前と想定される。

Fig.８　元総社蒼海遺跡群（63）全体図
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（２）溝跡
Ｗ－１号溝跡（Fig.22、PL. ６）

位置　Ｘ 288 ～ 290、Ｙ 144・145　主軸方向 

Ｎ－ 97°－ W　規模　長さ（10.30 ｍ）、最大

上幅（1.83）ｍ、最大下幅（1.52）ｍ、深さ 0.54

ｍ、調査区南部において北半のみの検出であ

り、南半は調査区外である。　形状等　西から

東へ走向する、断面は台形状を呈する。　重複

Ｈ－９・10・14・18 ～ 20 と重複している。新

旧関係は、（Ｈ－ 18・20 →）Ｈ－ 10 →Ｈ－

14・19 →Ｈ－９→本遺構である。　出土遺物

緑釉陶器、須恵器、土師器の破片が少量出土し

ている。小片のため図示には至らず。 時期　

新旧関係と覆土状況から中世以降と考えられ

る。　備考　元総社蒼海遺跡群（７）で検出さ

れているＷ－２と同一の遺構と考えられる。

（３）土坑、ピット（Fig.22・26、PL. ６・15）

　土坑２基、ピット２基を検出した。各計測値

については「Tab. ４　元総社蒼海遺跡群（63）

土坑・ピット計測表」を参照のこと。

　D －１では底面から砥石（１）が出土してい

る。
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Fig.９　（63）H－１・２号住居跡

Ｈ－１

Ｈ－２

Ｈ－１号住居跡　A・B
１　暗褐色土（10YR3/4）締まりやや強い、粘性やや弱い、
　　凝灰岩質ブロック中粒・As-C を微量含む砂質土。
２　褐色土（10YR4/6）締まりやや強い、粘性やや弱い、
　　凝灰岩質ブロック中～大粒を中量、As-C を微量含む
　　砂質土。
３　黄褐色土（10YR5/8）締まりやや強い、粘性やや弱い、
　　凝灰岩質ブロック小～中粒を少量、As-C を微量含む、
　　粒子がやや粗い砂質土。
４　褐色土（10YR4/6）締まりやや強い、粘性やや弱い、
　　凝灰岩質ブロック大粒を中量、黒色土ブロック中粒・
　　As-C を微量含む砂質土。
５　褐色土（10YR4/6）締まりやや強い、粘性やや弱い、
　　凝灰岩質ブロック中～大粒を少量、As-C を微量含む
　　砂質土。
６　褐色土（10YR4/6）締まりやや強い、粘性やや弱い、
　　凝灰岩質ブロック中粒・As-C を微量含む砂質土。
７　赤黒色土（2.5YR2/2）締まりやや弱い、粘性やや弱い、
　　焼土粒・木炭粒を中量、As-C を微量含む、粒子がや
　　や粗い砂質土。
８　褐色土（10YR4/6）締まりやや強い、粘性やや弱い、
　　凝灰岩質ブロック小粒・As-C を微量含む砂質土。
９　黄褐色土（10YR5/8）締まりやや弱い、粘性弱い、　
　　凝灰岩質ブロック小粒を少量含む砂質土。
10　暗褐色土（10YR3/4）締まり・粘性弱い、凝灰岩質ブ
　　ロック小粒・As-C を微量含む、粒子がやや粗い砂質土。
11　暗褐色土（10YR3/4）締まりやや強い、粘性やや弱い、
　　凝灰岩質ブロック中粒を少量、As-C を微量含む砂質
　　土。

Ｈ－１号住居跡　C　（貯蔵穴）
１　暗褐色土（10YR3/4）締まり・粘性やや強い、凝灰岩質ブロック中粒・灰色粘質土ブロック中粒を微量含む、粒子がやや粗い砂質土。
２　暗褐色土（10YR3/4）締まり・粘性やや強い、凝灰岩質ブロック小～中粒を中量、灰色粘質土ブロックを微量含む、粒子がやや粗い砂質土。
３　暗褐色土（10YR3/4）締まり・粘性やや強い、凝灰岩質ブロック中～大粒を微量含む、粒子がやや粗い砂質土。
４　黒褐色土（10YR2/3）締まり強い、粘性やや強い、凝灰岩質ブロック小粒を微量含む砂質土。
５　黒褐色土（10YR2/3）締まり・粘性やや弱い、凝灰岩質ブロック小粒・灰色粘質土ブロック小粒を微量含む、粒子やや粗い砂質土。

Ｈ－１号住居跡　D　（Ｐ１）
１　黒褐色土（10YR2/2）締まりやや弱い、粘性やや強い、凝灰岩質ブロック中～大粒を少量、黒色土ブロック大粒を中量含む砂質土。
２　黒褐色土（10YR2/2）締まり・粘性やや弱い、凝灰岩質ブロック小粒を中量、黒色土ブロック中粒を少量含む砂質土。
３　にぶい黄褐色土（10YR4/3）締まり弱い、粘性やや弱い、凝灰岩質ブロック中粒を少量含む、粒子がやや粗い砂質土。
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Ｈ－２号住居跡　A・B
１　灰黄色土（10YR5/2）締まりやや強い、粘性やや弱い、Hr-FA粒を主体とする砂質土。
２　灰黄色土（10YR5/2）締まりやや強い、粘性やや弱い、Hr-FA粒を中量含む砂質土。
３　にぶい黄褐色土（10YR5/3）締まり・粘性やや強い、住居内に堆積したHr-FA層。
４　灰黄褐色土（10YR4/2）締まりやや強い、粘性やや弱い、黒色土ブロック中粒を微量、Hr-FA粒を
　　少量、As-C を微量含む砂質土。
５　暗褐色土（10YR3/3）締まりやや強い、粘性やや弱い、Hr-FAブロック中粒・木炭片を微量含む砂質土。
６　暗褐色土（10YR3/3）締まり・粘性やや弱い、黒色土ブロック中粒・焼土粒を微量含む砂質土。
７　黒褐色土（10YR3/2）締まり・粘性やや強い、Hr-FAブロック中粒を少量、焼土ブロック中～大粒・
　　木炭片・As-C を微量含む砂質土。
８　暗褐色土（10YR3/3）締まり・やや強い、Hr-FAブロック中粒を少量、木炭片・As-C を微量含む砂質土。
９　黒褐色土（10YR2/3）締まり・粘性やや弱い、地山の凝灰岩質ブロック中粒を少量、As-C を微量含
　　む砂質土。
10　暗褐色土（10YR3/4）締まり強い、粘性やや弱い、床面直上の硬質土、凝灰岩質ブロック小～中粒
　　を中量、木炭・As-C を微量含む砂質土。

Ｈ－２号住居跡　C～ E　（P１・２）
１　灰黄褐色土（10YR4/2）締まり強い、粘性有り、黒色土ブロック・木炭片を少量含む。
２　黒褐色土（10YR2/3）締まり強い、粘性やや有り、黒色土ブロック大粒をやや多量、木炭粒・焼土
　　粒を少量含む砂質土。

－ 18 －
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－ 19 －

Fig.10　（63）H－３号住居跡
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Ｈ－３号住居跡　E　 （貯蔵穴）
１　暗オリーブ褐色土（2.5Y3/3）締まり・粘性やや強い、灰オリーブ色粘土粒を中量、黄褐ブロック中～大粒を中量含む砂質土。
２　オリーブ黒色土（5Y3/2）締まり・粘性やや強い、灰オリーブ色粘質土ブロック中～大粒を中量、黄褐ブロック中粒を微量含む砂質土。
３　黒褐色土（2.5Y3/2）締まり弱い、粘性やや弱い、灰オリーブ色粘質土ブロック中粒・黄褐ブロック中粒を微量含む砂質土。
４　黒褐色土（2.5Y3/2）締まり弱い、粘性やや弱い、黄褐ブロック小～中粒を少量含む砂質土。
５　黒褐色土（2.5Y3/2）締まり弱い、粘性やや弱い、灰オリーブ色粘質土ブロック中粒・黄褐ブロック中粒を少量含む砂質土。
６　黒褐色土（2.5Y3/2）締まり弱い、粘性やや弱い、黄褐ブロック小粒を少量含む砂質土。

Ｈ－３号住居跡　A・B
１　暗褐色土（10YR3/3）締まりやや強い、粘性やや弱い、As-C を中量、黄褐ブロック小～中粒を少量含む、粒子がやや粗い砂質土。
２　黒褐色土（10YR2/3）締まり・粘性やや強い、As-C を微量、被熱した灰オリーブ色粘質土ブロック大粒を微量、木炭片を中量含む砂質土。
３　暗オリーブ褐色土（2.5Y3/3）締まり・粘性やや弱い、As-C を微量、被熱した灰オリーブ色粘質土ブロック中粒を少量、粒子がやや粗い砂質土。
４　にぶい黄橙色土（10YR6/4）締まり・粘性やや弱い、灰オリーブ色粘質土ブロック大粒を多量、灰オリーブ色粘質土のやや焼土化したブロック大粒を中量、木炭片を中量を含む砂質土。
５　黄褐色土（10YR5/6）締まり強い、粘性やや弱い、凝灰岩質ブロック大粒を主体とし、As-C を微量含む砂質土。
６　黒褐色土（10YR2/3）締まり・粘性やや強い、黒色土ブロック大粒を主体とし、As-C を少量、黄褐ブロック小～中粒を小量含む砂質土。
７　灰黄褐色土（10YR5/2）締まりやや強い、粘性やや弱い、灰オリーブ色粘質土ブロック中粒・黄褐ブロック中粒を中量、黒色土ブロック小～中粒を少量含む砂質土。
８　暗褐色土（10YR3/4）締まり・粘性やや強い、As-C を少量、黄褐ブロック小～中粒・黒色土ブロック中～大粒を微量含む砂質土。
９　暗褐色土（10YR3/4）締まり・粘性やや弱い、As-C・黄褐ブロック小～中粒を微量含む砂質土。
10　暗褐色土（10YR3/4）締まり・粘性やや弱い、As-C・黄褐ブロック小粒を少量含む、粒子がやや粗い砂質土。
11　灰黄褐色土（10YR4/2）締まり・粘性やや弱い、As-C を微量、黄褐ブロック小～中粒を中量を含む砂質土。
12　暗灰黄色土（2.5Y4/2）締まり・粘性やや強い、灰オリーブ色粘質土ブロック・黄褐ブロック中粒を少量含む砂質土。
13　暗褐色土（10YR3/4）締まり・粘性やや弱い、As-C を微量、黄褐ブロック小粒を微量含む砂質土。
14　にぶい黄褐色土（10YR5/4）締まり・粘性やや強い、被熱した灰オリーブ色粘質土ブロック大粒主体とし、木炭片を少量含む砂質土。
15　黒褐色土（2.5Y3/2）締まり・粘性やや強い、床直上の強質土、灰オリーブ色粘質土ブロック中粒を少量、木炭片を微量含む砂質土。
16　灰黄褐色土（10YR4/2）締まり・粘性やや弱い、黄褐ブロック小粒を少量含む砂質土。
17　黒褐色土（10YR2/3）締まり・粘性弱い、黄褐ブロック小～中粒を中量含む砂質土。
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Fig.11　（63）H－３号住居跡Ｐ１～６・カマド

３

６

３
２

１

４
５

６

Ｆ Ｆ’
L=116.30m

１ ２
６

４

６
５７８

1010
９

８
1010
９11

３
Ｇ Ｇ’

L=116.60m

１

５

２３

４５ ５

Ｈ Ｈ’
L=116.30m １

３２２ ４

５

Ｉ Ｉ’
L=116.30m

１ １
P６ P５

Ｊ Ｊ’
L=116.60m

Ｈ－３号住居跡　F　（Ｐ１）
１　黒褐色土（10YR3/2）締まり・粘性やや強い、暗赤灰色粘質土ブロック大粒を中量、As-C を微量含む、粒子がやや粗い砂質土。
２　黒褐色土（10YR2/3）締まりやや強い、粘性やや弱い、黒褐色粘質土ブロック大粒・黄褐ブロック大粒を少量含む砂質土。
３　黄褐色土（10YR5/6）締まりやや弱い、粘性弱い、灰黄褐色砂質土を主体とし、黄褐ブロック小～中粒を少量含む、粒子が粗い砂質土。
４　暗褐色土（10YR3/4）締まり・粘性やや弱い、黄褐ブロック中～大粒を中量含む、粒子がやや粗い砂質土。
５　灰黄褐色土（10YR4/2）締まり・粘性やや弱い、灰黄褐色砂質土を主体とし、同ブロック中～大粒を中量含む、粒子が粗い砂質土。
６　褐色土（10YR4/6）締まりやや弱い、粘性弱い、灰黄褐色砂質土の単一層、粒子が粗い砂質土。
Ｈ－３号住居跡　G　（Ｐ２）
１　黒褐色土（10YR2/3）締まり・粘性やや強い、As-C を微量、暗赤灰色粘質土ブロック中～大粒を微量含む砂質土。
２　黒褐色土（10YR2/3）締まり・粘性やや強い、暗赤灰色粘質土ブロック小粒を少量、黄褐ブロック小粒を微量含む砂質土。
３　黒色土（10YR2/1）木炭主体の薄い層。
４　黒褐色土（10YR3/2）締まり・粘性やや弱い、黄褐ブロック中粒・暗赤灰色粘質土ブロック中粒を微量含む、粒子がやや粗い砂質土。
５　橙色土（5YR6/6）締まりやや弱い、粘性やや強い、赤化した粘質土ブロックを主体とし、灰を少量含む、粒子がやや粗い砂質土。
６　黒褐色土（10YR2/3）締まりやや強い、粘性やや弱い、黄褐ブロック小粒・黒色土ブロック中粒・灰色粘質土ブロック小粒を微量含む、粒子がやや粗い砂質土。（以上、H－４）
７　黒褐色土（10YR2/3）締まりやや強い、粘性やや弱い、黒褐色粘質土ブロック大粒・黄褐ブロック大粒を少量含む砂質土。（以下、H－３P２）
８　黒褐色土（10YR2/3）締まり・粘性やや強い、黒褐色粘質土ブロック大粒・黄褐ブロック中粒を少量含む、粒子が粗い砂質土。
９　黒褐色土（10YR2/2）黒色粘質土ブロックの大粒。
10　褐色土（10YR4/6）締まりやや弱い、粘性弱い、灰黄褐色砂質土の単一層、粒子が粗い砂質土。
11　灰黄褐色土（10YR4/2）締まり・粘性やや弱い、灰黄褐色砂質土を主体とし、同ブロック中～大粒を中量含む、粒子が粗い砂質土。
Ｈ－３号住居跡　H～ J　（Ｐ３～６）
１　黒褐色土（10YR2/3）締まりやや強い、粘性やや弱い、黒褐色粘質土ブロック大粒・黄褐ブロック大粒を少量含む砂質土。
２　黄褐色土（10YR5/6）締まりやや弱い、粘性弱い、灰黄褐色砂質土を主体とし、黄褐ブロック小～中粒を少量含む、粒子が粗い砂質土。
３　黒褐色土（10YR2/3）締まり・粘性やや強い、黒褐色粘質土ブロック大粒・黄褐ブロック中粒を少量含む、粒子が粗い砂質土。
４　灰黄褐色土（10YR4/2）締まり・粘性やや弱い、灰黄褐色砂質土を主体とし、同ブロック中～大粒を中量含む、粒子が粗い砂質土。
５　褐色土（10YR4/6）締まりやや弱い、粘性弱い、灰黄褐色砂質土の単一層、粒子が粗い砂質土。

Ｈ－３号住居跡　C・D　（カマド）　
１　オリーブ黒色土（5Y3/2）締まり・粘性やや強い、灰オリーブ色粘土ブロック中粒を多量、黄褐
　　ブロック小粒を微量含む砂質土。
２　オリーブ黒色土（5Y3/2）締まり・粘性やや強い、灰オリーブ色粘土ブロック小粒を中量、黒色
　　土ブロック大粒を微量含む砂質土。
３　灰オリーブ色土（5Y4/2）締まり・粘性やや強い、灰オリーブ色粘土ブロック大粒を多量、黄褐
　　ブロック小粒・黒色土ブロック中粒を微量含む砂質土。
４　オリーブ黒色土（5Y3/2）締まり・粘性やや弱い、灰オリーブ色粘土ブロック小～中粒を少量含
　　む、粒子がやや粗い砂質土。
５　灰オリーブ色土（5Y4/2）締まり・粘性強い、灰オリーブ色粘土ブロック・同粘土粒を主体とし、
　　黄褐ブロック中～大粒を少量、下方に灰を少量含む砂質土。
６　オリーブ黒色土（5Y3/2）締まり・粘性やや弱い、灰オリーブ色粘土ブロック大粒・黄褐ブロッ
　　ク中粒を中量含む砂質土。
７　黄褐色土（2.5Y5/6）黄褐ブロック大粒を主体。
８　オリーブ黒色土（5Y3/2）締まり・粘性やや弱い、灰オリーブ色粘土ブロック中粒・同ブロック
　　の焼土ブロック中粒を少量、木炭を微量含む砂質土。
９　オリーブ黒色土（5Y3/2）締まり弱い、粘性やや弱い、灰オリーブ色粘土粒が中量、黄褐ブロッ
　　ク小粒を少量含む砂質土。
10　オリーブ黒色土（5Y3/2）締まりやや弱い、粘性やや強い、灰オリーブ色粘土ブロック小～大粒
　　が中量、黄褐ブロック中粒を微量含む砂質土。
11　オリーブ黒色土（5Y3/2）締まり・粘性やや強い、灰オリーブ色粘土ブロック小粒・黄褐ブロッ
　　ク小粒を微量含む、粒子がやや粗い砂質土。
12　灰オリーブ色土（5Y4/2）締まり・粘性やや強い、灰オリーブ色粘土ブロック大粒を主体とする
　　砂質土。
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Fig.12　（63）H－４号住居跡
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Ｈ－４号住居跡　A・B
１　暗褐色土（10YR3/3）締まり有り、粘性やや弱い、黄褐ブロック大粒を少量、Hr-FAブロック中～大粒を少量、As-C を微量含む砂質土。
２　灰黄褐色土（10YR4/2）締まり有り、粘性やや弱い、黄褐ブロック小～中粒を中量、Hr-FAブロック大粒を少量、As-C を少量含む砂質土。
３　暗褐色土（10YR3/3）締まりやや有り、粘性弱い、黄褐ブロック大粒を微量、Hr-FAブロック小粒を少量、As-C を少量含む砂質土。
４　褐灰色土（10YR4/1）２層に木炭片を含む層。
５　暗褐色土（10YR3/3）締まり有り、粘性やや弱い、黄褐ブロック中粒を少量、木炭を少量含む砂質土。
６　暗褐色土（10YR3/4）黄褐ブロック小粒を中量、木炭片を含む砂質土。
７　暗褐色土（10YR3/4）締まり・粘性無し、黄褐ブロック小粒・木炭を少量含む砂質土。
８　暗褐色土（10YR3/3）締まり・粘性無し、黄褐ブロック小～中粒を中量含む砂質土。
９　暗褐色土（10YR3/3）締まり・粘性やや弱い、黄褐ブロック小粒を少量含む砂質土。
10　にぶい黄褐色土（10YR5/3）Hr-FAブロック純層。
11　黒褐色土（10YR3/2）締まりやや弱い・粘性有、Hr-FA粒を多く含む砂質土。
12　黒褐色土（10YR2/3）締まりやや弱い・粘性有、Hr-FA粒・As-C・黒色土ブロック中粒を少量含む砂質土。
13　黒褐色土（10YR3/2）締まり・粘性やや弱い、Hr-FA粒・黄褐ブロック中粒を少量含む砂質土。
14　灰黄褐色土（10YR4/2）締まりやや弱い、粘性有り、Hr-FA粒を中量、Hr-FAブロック中粒を少量含む砂質土。
15　暗褐色土（10YR3/4）締まり弱い、粘性やや弱い、Hr-FA粒を少量、黄褐ブロック小粒を少量含む砂質土。
16　暗褐色土（10YR3/3）締まり有り、粘性やや弱い、Hr-FA粒を中量、Hr-FAブロック中粒を少量、黄褐ブロック小粒を中量含む砂質土。

Ｈ－４号住居跡　C～G　（貯蔵穴、Ｐ１～４）
１　黒褐色土（10YR2/2）締まり・粘性やや弱い、黄褐ブロック小粒を少量、Hr-FAブロック中粒を少量含む砂質土。
２　褐色土（10YR4/6）締まり・粘性無し、黄褐ブロック小粒を多量含む砂質土。
３　褐色土（10YR4/6）締まり・粘性無し、黄褐ブロック中粒を多量含む砂質土。
４　暗褐色土（10YR3/4）締まり・粘性無し、黄褐ブロック中～大粒を中量含む砂質土。
５　褐色土（10YR4/6）締まり・粘性無し、黄褐ブロック大粒を多量含む砂質土。
６　暗褐色土（10YR3/4）締まり・粘性無し、黄褐ブロック中～大粒を多量含む砂質土。
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Fig.13　（64）H－４号住居跡カマド、H－５号住居跡
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Ｈ－５号住居跡　A・B
１　暗褐色土（10YR3/4）締まりやや弱い、粘性弱い、黄褐ブロック
　　中粒を少量、As-C を中量含む砂質土。
２　にぶい黄褐色土（10YR4/3）締まりやや弱い、粘性弱い、黄褐ブ
　　ロック大粒を中量、As-C を少量含む砂質土。
３　暗褐色土（10YR3/4）締まり有り、粘性弱い、黄褐ブロック小粒
　　を中量、As-C を中量含む砂質土。
４　暗褐色土（10YR3/4）締まり・粘性弱い、黄褐ブロック小粒を少
　　量、As-C を微量含む砂質土。
５　にぶい黄褐色土（10YR4/3）締まり強い、粘性弱い、黄褐ブロッ
　　ク小～中粒・木炭片を微量含む砂質土。
６　暗褐色土（10YR3/4）締まり・粘性やや弱い、凝灰岩質（地山）
　　ブロック大粒を微量含む砂質土。（以下貯蔵穴覆土）
７　暗褐色土（10YR3/3）締まりやや弱い、粘性弱い、凝灰岩質ブロッ
　　ク小粒を微量含む砂質土。
８　暗褐色土（10YR3/4）締まり・粘性弱い、凝灰岩質ブロック小粒
　　を微量含む、粒子がやや粗い砂質土。

Ｈ－５号住居跡　C・D　（貯蔵穴・D２）
１　褐色土（10YR4/4）締まりやや強い、粘性やや弱い、黄褐ブロッ
　　ク小粒を主体。
２　黒色土（10YR2/1）締まり・粘性やや弱い、黄褐ブロック中粒を
　　微量含む砂質土。
３　黄褐色土（10YR5/8）締まり・粘性やや弱い、黄褐色をした、粒
　　子がやや粗い砂質土。

Ｈ－４号住居跡　H～ K 　（カマド）　
１　にぶい黄色土（2.5Y6/4）締まり・粘性やや強い、にぶい黄色の粘土ブロック大粒を主体。
２　にぶい黄色土（2.5Y6/4）、にぶい黄色の粘質土ブロックを主体とする砂質土、天井崩落土。
３　黒褐色土（10YR2/3）締まり弱い、粘性やや強い、灰を少量含む砂質土。
４　にぶい黄色土（2.5Y6/4）締まり弱い、粘性やや弱い、にぶい黄色の粘土ブロック中粒を少量、赤化ブロック小～中粒を少量
　　含む砂質土。
５　暗赤褐色土（10YR3/3）締まりやや強い・粘性やや弱い、焼土化したブロック小～中粒を主体とする砂質土。
６　黒褐色土（2.5Y3/2）締まり・粘性やや強い、にぶい黄色の粘土粒を中量、同ブロック大粒を少量含む砂質土。
７　黒褐色土（2.5Y3/2）６層の軟弱化した層。
８　黒褐色土（10YR2/2）締まり弱い、粘性やや強い、灰を中量、粘質土ブロック中粒を少量含む、粒子がやや粗い砂質土。
９　暗灰黄色土（2.5Y4/2）締まり弱い、粘性やや弱い、黄褐色ブロック小～大粒を中量含む砂質土。
10　暗灰黄色土（2.5Y4/2）締まり・粘性やや弱い、にぶい黄色の粘土ブロック小粒を少量含む、粒子がやや粗い砂質土。
11　黒褐色土（10YR2/3）締まり弱い・粘性やや弱い、木炭片・灰を少量含む、粒子がやや粗い砂質土。
12　暗褐色土（10YR3/4）締まり・粘性やや強い、黄褐ブロック小粒・灰・木炭片・粘土ブロック小粒を微量含む砂質土。
13　暗褐色土（10YR3/4）締まり・粘性やや弱い、黄褐ブロック小～中粒・灰・焼土粒を微量含む砂質土。
14　暗褐色土（10YR3/4）締まり・粘性やや弱い、黄褐ブロック小粒・灰を微量含む砂質土。
15　暗褐色土（10YR3/4）締まり・粘性やや弱い、周溝フク土、黄褐ブロック小～中粒・木炭片・粘土粒を微量含む砂質土。
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Fig.14　（63）H－６・７号住居跡
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Ｈ－16 Ｈ－９

Ｈ－６号住居跡　A
１　暗褐色土（10YR3/3）締まり有り、粘性やや弱い、黄褐ブ
　　ロック小粒・As-C を少量含む砂質土。
２　暗褐色土（10YR3/3）締まり有り、粘性やや弱い、黄褐ブ
　　ロック小～中粒を中量、As-C をやや多量含む砂質土。
３　暗褐色土（10YR3/3）締まり・粘性やや弱い、黄褐ブロッ
　　ク小粒・As-C を少量含む砂質土。
４　暗褐色土（10YR3/3）締まり・粘性やや弱い、黄褐ブロッ
　　ク小粒・As-C を微量含む砂質土。
５　暗褐色土（10YR3/4）締まり・粘性やや弱い、黄褐ブロッ
　　ク小粒・As-C・黒色土ブロック中粒を微量含む砂質土。
６　暗褐色土（10YR3/4）締まり・粘性無し、黄褐ブロック中
　　粒をやや多量、As-C を微量含む砂質土。
７　暗褐色土（10YR3/4）締まり・粘性無し、黄褐ブロック小
　　～中粒を中量含む砂質土。
８　暗褐色土（10YR3/4）締まりやや弱い、粘性無、黄褐ブロッ
　　ク中粒を少量、As-C を微量含む砂質土。

Ｈ－７号住居跡　A・B （カマド）
１　灰黄褐色土（10YR4/2）締まり・粘性やや強い、As-C・灰色粘土
　　ブロック小粒・焼土化した粘土ブロック小粒を微量含む砂質土。
２　灰黄褐色土（10YR5/2）締まりやや弱い、粘性やや強い、灰色粘土粒・
　　同ブロック小～中粒・焼土化した粘土ブロック小～中粒を中量含
　　む、粒子がやや粗い砂質土。
３　灰黄褐色土（10YR4/2）締まり・粘性やや強い、As-C・灰色粘土
　　ブロック中粒・黄褐ブロック小粒を微量含む砂質土。
４　灰黄褐色土（10YR4/2）締まりやや弱い、粘性やや強い、As-C を
　　微量、焼土化した粘土ブロック中粒を中量含む砂質土。
５　暗褐色土（10YR3/4）締まり・粘性やや強い、As-C を微量、黄褐
　　ブロック中粒を少量含む、粒子がやや粗い砂質土。
６　褐色土（10YR4/6）締まり・粘性やや強い、黄褐ブロック小～中
　　粒を主体とし、粒子がやや粗い砂質土。
７　灰黄褐色土（10YR5/2）締まり・粘性やや強い、灰色粘土ブロッ
　　ク中粒・焼土化した粘土ブロック中粒を少量含む、粒子がやや粗
　　い砂質土。
８　灰黄褐色土（10YR4/2）締まりやや弱い、粘性やや強い、灰色粘
　　土ブロック小粒・焼土ブロック小粒を微量含む砂質土。
９　褐色土（10YR4/6）灰色粘土ブロック・焼土化した粘土ブロック
　　を主体とする砂質土。
10　褐灰色土（10YR4/1）締まり・粘性強い、灰色粘土粒・同ブロッ
　　ク小～中粒を主体とし、粒子がやや粗い砂質土。
11　暗褐色土（10YR3/3）締まりやや弱い、粘性やや強い、黄褐ブロッ
　　ク中粒を少量含む、粒子がやや粗い砂質土。
12　赤褐色土（2.5YR4/6）締まり弱い、粘性やや弱い、焼土粒・同ブロッ
　　ク小粒を主体とし、粒子がやや粗い砂質土。
13　灰黄褐色土（10YR5/2）締まりやや強い、粘性弱い、灰色粘土粒
　　を少量、焼土粒を微量含む砂質土。
　　

Ｈ－７号住居跡　C
１　暗オリーブ褐色土（2.5Y3/3）締まりやや強い、粘性やや弱い、As-C・白色粗粒（Hr-FP か）・黄褐ブロック中粒を少量含む砂質土。
２　暗オリーブ褐色土（2.5Y3/3）締まりやや強い、粘性やや弱い、As-C を微量、灰色粘土ブロック中粒を中量、黄褐ブロック中粒
　　を少量含む砂質土。
３　暗オリーブ褐色土（2.5Y3/3）締まり・粘性やや強い、As-C・Hr-FP かを少量、黄褐ブロック中～大粒を微量含む砂質土。
４　暗灰黄色土（2.5Y4/2）締まり・粘性やや弱い、As-C・黄褐ブロック中粒を微量含む砂質土。
５　黒褐色土（2.5Y3/2）締まり・粘性やや強い、黄褐ブロック中粒・灰色粘土ブロック中粒・焼土化したブロックを微量含む、粒
　　子がやや粗い砂質土。
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Fig.15　（63）H－８・９号住居跡
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Ｈ－８号住居跡　A・B
１　黒褐色土（2.5Y3/2）締まり・粘性やや強い、黄褐ブロック小粒・As-C を微量含む砂質土。
２　黒褐色土（2.5Y3/2）締まり・粘性やや強い、黄褐ブロック中粒・As-C・灰黄色粘質土ブロッ
　　ク（Hr-FAか）中粒を少量を含む砂質土。
３　黒褐色土（2.5Y3/2）締まり・粘性やや強い、木炭粒・As-C を微量を含む砂質土。
４　黒褐色土（2.5Y3/2）締まりやや強い、粘性やや弱い、黄褐ブロック中～大粒を中量、As-C
　　を少量含む、粒子がやや粗い砂質土。
５　黒褐色土（10YR2/2）締まり・粘性やや弱い、黄褐ブロック大粒・As-C を微量、木炭片を
　　少量含む、粒子がやや粗い砂質土。
６　黒褐色土（10YR2/2）締まり・粘性やや弱い、黄褐ブロック大粒、木炭片を少量、As-C を
　　微量含む、粒子がやや粗い砂質土。
７　黒褐色土（10YR2/2）木炭片・木炭粒を主体。

８　黒褐色土（2.5Y3/2）締まり・粘性やや弱い、木炭粒・As-C を微量含む、粒子がやや粗い砂質土。
９　暗オリーブ褐色土（2.5Y3/3）締まりやや弱い、粘性やや強い、灰白色粘質土ブロック大粒・
　　同粒子を中量、As-C を少量含む、粒子がやや粗い砂質土。
10　黒褐色土（2.5Y3/2）締まり・粘性やや弱い、黄褐ブロック中粒を少量、As-C を微量含む、
　　粒子がやや粗い砂質土。
11　黒褐色土（2.5Y3/2）締まり・粘性やや弱い、黄褐ブロック大粒・灰白色粘質土ブロック中
　　粒を少量、As-C を微量含む砂質土。
12　黒褐色土（2.5Y3/2）締まり・粘性やや強い、黄褐ブロック中～大粒・灰白色粘質土ブロッ
　　ク小～大粒・As-C を少量含む砂質土。
13　黒褐色土（2.5Y3/2）締まり・粘性やや強い、焼土化した粘質土ブロック中～大粒・木炭片
　　を少量、As-C を微量を含む砂質土。
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Ｈ－９号住居跡　A・B
１　黒褐色土（10YR2/3）締まり・粘性やや強い、黄
　　褐ブロック中粒・As-C を少量含む砂質土。
２　黒褐色土（10YR2/3）締まり・粘性やや強い、黄
　　褐ブロック中～大粒を微量、As-C を少量含む砂
　　質土。
３　黒褐色土（10YR3/2）締まり・粘性やや強い、黄
　　褐ブロック小粒・As-C を微量、赤灰色の粘質土
　　ブロック大粒を中量含む砂質土。
４　黒褐色土（10YR3/2）締まり・粘性やや強い、黄
　　褐ブロック大粒・As-C を微量、赤灰色の粘質土
　　ブロック中粒を少量含む砂質土。
５　黒褐色土（10YR2/3）締まりやや弱い、粘性やや
　　強い、黄褐ブロック中～大粒・As-C を少量含む
　　砂質土。
６　黒褐色土（10YR2/3）締まり・粘性やや強い、黄
　　褐ブロック大粒を中量、As-C を少量含む砂質土。
７　暗褐色土（10YR3/3）締まりやや弱い、粘性やや
　　強い、黄褐ブロック小～中粒・As-C を微量含む
　　砂質土。
８　黒褐色土（10YR2/3）締まりやや強い、粘性やや
　　弱い、黄褐ブロック小～中粒を微量、木炭片を少
　　量含む砂質土。
９　明黄褐色土（10YR6/6）黄褐ブロック層（Ｈ-９の
　　床材）。
10　黒褐色土（10YR2/3）締まり・粘性弱い、黄褐ブ
　　ロック小粒を少量含む砂質土。
11　黒褐色土（10YR2/3）締まり・粘性弱い、黄褐ブ
　　ロック小～中粒を微量含む砂質土。
12　明黄褐色土（10YR6/6）締まり・粘性弱い、黄褐
　　ブロック・同粒子を主体。
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Fig.16　（63）H－９号住居跡カマド、Ｈ－10 号住居跡
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Ｈ－９号住居跡　C・D　（カマド）
１　黒褐色土（10YR2/3）締まり・粘性やや強い、黄褐ブロック小～中粒・　
　　As-C を微量含む砂質土。
２　黒褐色土（10YR2/3）締まり・粘性やや強い、As-C を微量含む砂質土。
３　黒褐色土（10YR2/3）締まり・粘性やや強い、暗赤灰色粘質土ブロック中
　　量含む砂質土。
４　暗褐色土（10YR3/4）締まりやや弱い、粘性やや強い、黄褐ブロック小粒
　　を微量、暗赤灰色粘質土ブロック中粒を少量含む砂質土。
５　極暗赤褐色土（2.5YR2/2）締まりやや弱い、粘性やや強い、焼土ブロック
　　大粒を中量含む、砂質土。
６　黒褐色土（2.5Y3/2）締まり弱い、粘性やや強い、灰を少量含む砂質土。
７　暗赤灰色土（5Y3/1）石材を被覆するカマド構築材の粘質土。
８　暗赤褐色土（2.5YR3/6）焼土ブロック。
９　褐色土（10YR4/4）砂質の地山層・焼土粒を少量含む砂質土。
10　橙色土（５YR6/8）締まり弱い、粘性やや強い、焼土化した粘質土。
11　暗褐色土（10YR3/4）締まりやや強い、粘性弱い、As-C を中量、焼土粒を
　　少量含む砂質土。
12　暗褐色土（10YR3/4）締まり・粘性弱い、As-C を少量含む砂質土。
13　赤褐色土（2.5YR4/8）締まり弱い、粘性やや強い、焼土粒を主体。
14　にぶい黄褐色土（10YR4/3）地山崩落土。

Ｈ－10号住居跡　A・F
１　にぶい黄褐色土（10YR4/3）締まりやや強い、粘性やや弱い、黄褐ブロック小粒を中量含む、粒子が粗い砂質土。
２　にぶい黄褐色土（10YR4/3）締まりやや強い、粘性やや弱い、黄褐ブロック中～大粒を少量含む、粒子が粗い砂質土。
３　黒褐色土（10YR3/2）締まり・粘性やや強い、Fr-FP を少量、黄褐ブロック小粒を微量含む、粒子がやや粗い砂質土。
４　黒色土（10YR2/1）木炭層。
５　暗褐色土（10YR3/4）締まり・粘性やや強い、黄褐ブロック小粒・粘土小粒を少量含む、粒子がやや粗い砂質土。
６　灰黄褐色土（10YR4/2）締まり・粘性やや強い、灰色粘土ブロック中～大粒を中量、木炭片を少量含む砂質土。
７　灰黄褐色土（10YR4/2）灰色粘質土ブロックを主体。
８　暗褐色土（10YR3/3）締まり・粘性やや弱い、黄褐ブロック中～大粒を少量含む、粒子がやや粗い砂質土。
９　黒色土（10YR2/1）締まりやや弱い、粘性やや強い、黄褐ブロック小粒を微量含む砂質土。
10　明黄褐色土（10YR6/6）締まりやや弱い、粘性やや強い、にぶい黄褐ブロック大粒を少量含む、粒子がやや粗い砂質土。
11　黄褐色土（10YR5/8）締まりやや弱い、粘性やや強い、にぶい黄褐ブロック大粒を少量含む、粒子がやや粗い砂質土。
12　褐色土（10YR4/6）締まりやや強い、粘性やや弱い、黄褐ブロック小～中粒・木炭片を微量含む、粒子がやや粗い砂質土。
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Fig.17　H－10 号住居跡貯蔵穴・P１、H－11 号住居跡カマド、H－12 号住居跡
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Ｈ－10貯蔵穴・P１ Ｈ－11カマド

Ｈ－12

Ｈ－10号住居跡　Ｂ　（貯蔵穴）
１　褐色土（10YR4/4）締まり・粘性やや強い、黄褐ブロック小～大粒を中量、黒色土ブロッ
　　ク大粒を微量含む砂質土。
２　暗褐色土（10YR3/3）締まり・粘性やや強い、黄褐ブロック中～大粒を微量含む砂質土。
３　黒褐色土（10YR2/3）締まり強い（硬質）、粘性やや強い、灰色粘土ブロック中粒・黄
　　褐ブロック中～大粒を微量含む砂質土。
４　黒褐色土（10YR2/2）締まり・粘性やや強い、黄褐ブロック中粒を少量含む砂質土。
５　黒褐色土（10YR2/2）締まりやや弱い、粘性やや強い、黄褐ブロック中粒を微量含む砂
　　質土。
６　にぶい黄褐色土（10YR5/3）締まり・粘性やや強い、灰色粘土ブロック大粒を主体とし、
　　粒子がやや粗い砂質土。
７　褐色土（10YR4/2）締まり弱い、粘性やや強い、灰色粘土ブロック中粒を少量含む砂質土。
８　黒色土（10YR2/1）締まり弱い、粘性やや強い、砂質土。

Ｈ－10号住居跡　Ｃ　（Ｐ１）
１　黒褐色土（10YR2/2）締まり・粘性やや弱い、黄褐ブロック中粒を微量含む砂質土。
２　黒褐色土（10YR2/3）締まり・粘性やや弱い、にぶい黄褐ブロック大粒を少量含む、粒       
　　子がやや粗い砂質土。
３　褐色土（10YR4/4）締まり・粘性やや弱い、混合物がほとんどない、粒子がやや粗い砂質土。
４　褐色土（10YR4/6）締まり・粘性やや弱い、混合物がほとんどない、粒子がやや粗い砂質土。

Ｈ－11号住居跡　A・B　（カマド）
１　明赤褐色土（2.5YR5/8）焼土化した粘土ブロックを主体。
２　黒褐色土（10YR3/1）締まり・粘性やや強い、焼土化した粘土ブロック小粒を少量含む、粒子がや
　　や粗い砂質土。
３　暗褐色土（10YR3/3）締まり強い、粘性やや強い、灰色粘土ブロック小粒・焼土ブロック小粒を微
　　量含む砂質土。
４　黒褐色土（10YR3/1）締まり強い、粘性やや強い、黄褐ブロック小～中粒・焼土ブロック小粒を微量、
　　灰を少量含む砂質土。
５　暗褐色土（10YR3/4）締まり・粘性やや強い、黄褐ブロック小粒を微量含む砂質土。
６　暗褐色土（10YR3/4）締まり・粘性やや強い、As-C・焼土ブロック小粒・木炭片を微量含む砂質土。

Ｈ－12号住居跡　A・B
１　黒褐色土（10YR2/2）締まりやや強い、粘性やや弱い、As-C を中量、灰白色粘土ブ
　　ロック・木炭片を微量、黄褐ブロック中粒を少量含む、粒子がやや粗い砂質土。
２　暗褐色土（10YR3/3）締まり・粘性やや弱い、黄褐ブロック中～大粒を中量、As-C
　　を少量含む、粒子がやや粗い砂質土。
３　黒褐色土（10YR3/2）締まり・粘性やや弱い、木炭片・黄褐ブロック小～中粒・　
　　As-C・焼土ブロックを少量含む、粒子がやや粗い砂質土。
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Fig.18　Ｈ－13・14・17 号住居跡
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Ｈ－17

Ｈ－13号住居跡　Ａ
１　黄褐色土（10YR5/8）締まり・粘性やや強い , 黄褐ブロック混入土。（Ｈ－13 の貼床）

Ｈ－13号住居跡　Ｂ・Ｃ　（カマド）
１　黒褐色土（10YR3/1）締まり・粘性やや弱い、灰色粘土粒を中量、焼土粒を微量含む砂質土。
２　褐灰色土（10YR4/1）締まり・粘性やや強い、灰色粘土粒・ブロックを主体とし、焼土粒・ブロックを少量含む砂質土。
３　暗赤褐色土（2.5YR3/4）締まり・粘性やや強い、焼土化した粘土ブロックを主体。
４　褐灰色土（10YR4/1）締まり・粘性やや強い、黄褐ブロック小粒・灰色粘土ブロック中粒を含む砂質土。
５　黒褐色土（10YR3/1）締まり・粘性やや弱い、灰色粘土ブロック中粒を少量、焼土粒・灰を少量含む砂質土。
６　黒褐色土（10YR2/2）締まり・粘性やや弱い、黄褐ブロック小粒・灰色粘土ブロック小粒を少量、焼土粒・灰を微量含む、粒子が　
　やや粗い砂質土。
７　褐灰色土（10YR4/1）締まり・粘性弱い、灰層。
８　暗赤褐色土（2.5YR3/6）締まり強い、粘性やや強い、焼土粒・黄褐ブロック小粒・灰・木炭片を微量含む、粒子がやや粗い砂質土。

Ｈ－14号住居跡　Ａ・Ｂ
１　暗褐色土（10YR3/3）締まりやや強い、粘性やや弱い、As-C を少量、木炭片を微量含
　　む砂質土。
２　暗褐色土（10YR3/3）締まり・粘性やや弱い、As-C を微量、木炭片を中量含む砂質土。
３　赤色土（7.5Y4/8）焼土化した粘土ブロックを主体。
４　暗褐色土（10YR3/3）締まり・粘性やや弱い、As-C を微量、木炭片を中量、黄褐ブロッ
　　ク小粒を少量含む砂質土。
５　暗褐色土（10YR3/3）締まりやや強い、粘性やや弱い、As-C を少量、黄褐ブロック小粒・
　　木炭片を微量含む砂質土。
６　暗褐色土（10YR3/3）締まり・粘性やや弱い、黄褐ブロック小～中粒を中量含む、粒子
　　がやや粗い砂質土。
７　暗褐色土（10YR3/3）締まりやや強い、粘性やや弱い、黄褐ブロック小粒を少量含む、
　　粒子がやや粗い砂質土。
８　暗褐色土（10YR3/4）締まり・粘性弱い、黄褐ブロック大粒を中量含む、粒子がやや粗
　　い砂質土。
９　黒褐色土（10YR2/3）締まり・粘性弱い、黄褐ブロック小粒を微量含む、粒子がやや粗
　　い砂質土。
10　明黄褐色土（10YR6/6）締まり・粘性やや強い黄褐ブロック混入土。　

Ｈ－17号住居跡　A・B　（カマド）
２　黒褐色土（2.5Y3/2）締まり強い、粘性やや弱い、　
　　As-C・Hr-FP・木炭・黄褐ブロック小粒を少量含む
　　砂質土。
３　黒褐色土（2.5Y3/2）締まり・粘性やや強い、　　　
　　As-C・Hr-FP・黄褐ブロック大粒を微量含む砂質土。
４　黒褐色土（2.5Y3/2）締まり強い、粘性やや弱い、　
　　灰黄褐ブロック大粒を少量含む砂質土。
５　黒褐色土（2.5Y3/2）締まり・粘性やや強い、黄褐
　　ブロック小粒・焼土ブロック小粒を微量含む砂質土。
６　黒褐色土（2.5Y3/2）締まり・粘性やや強い、黄褐
　　ブロック小～中粒・焼土ブロック小～中粒を少量含
　　む砂質土。
７　暗赤褐色土（2.5YR3/6）締まりやや弱い、粘性やや
　　強い、焼土粒・焼土ブロック小～大粒を中量含む砂
　　質土。
８　暗赤褐色土（2.5YR3/6）締まりやや弱い、粘性やや
　　強い、焼土粒・焼土ブロック中粒を微量含む砂質土。
９　暗赤褐色土（2.5YR3/6）締まり弱い、粘性やや強い、
　　焼土粒を中量、焼土ブロック大粒を微量含む砂質土。
10　黒色土（10YR2/1）締まり弱い、粘性やや弱い、黄
　　褐ブロック中～大粒・焼土粒・灰を微量含む砂質土。

Ｈ－13 Ｈ－13カマド

０ 1：30 １m
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Fig.19　（63）Ｈ－15・16 号住居跡

２

１

４

２

３

H－15 P１

H－15 P２

H－15 P３

H－16 P１

H－16 P２

H－16 P３

Ｃ

Ｃ’

D

D’

Ａ

Ａ
’

Ｋ

Ｋ
’

Ｂ

Ｂ’

Ｌ

Ｌ’
Ｍ

Ｍ
’

Ｅ

Ｅ
’

Ｃ

Ｃ’

D

D’

Ａ

Ａ
’

Ｋ

Ｋ
’

Ｂ

Ｂ’

Ｌ

Ｌ’
Ｍ

Ｍ
’

Ｅ

Ｅ
’

Ｈ－13

Ｈ－18 Ｈ－20

Ｈ－７

Ｗ－１

Ｈ－６
Ｈ－４

Ｈ－15

Ｈ－16

Ｈ－20
 P1

Ｐ２ Ｐ１

Ｈ－15　
Ｈ－７　

Ｈ－16
Ｌ Ｌ’

L=116.60m

Ｈ
－
７
　

Ｈ
－
４
　

Ｈ
－
16
　

Ｐ
３

Ｐ
１

Ｍ
Ｍ
’

L=
11
6.6
0m

７
９

４

２

５
３

６
10

８
１

12

11
６

Ｈ
－
７

Ｈ
－
20

13

P
Ｈ
－
12

Ｗ
－
１

Ａ
Ａ
’

L=
11
6.7
0m

Ｈ
－
15

12
7

11
９

12
10

８
９

カクラン

３
Ｈ－12

H-16
カマド

１ ２
４
５ ６

7

H-15 カマド

Ｂ Ｂ’
L=116.70m

Ｋ Ｋ’
L=116.20m

Ｈ－16 貯蔵穴

Ｈ－15・16号住居跡　Ａ
１　暗オリーブ褐色土（2.5Y3/3）締まりやや強い、粘性やや弱い、As-C・黄褐ブロック中～大粒を
　　少量含む、粒子がやや粗い砂質土。
２　暗オリーブ褐色土（2.5Y3/3）締まり・粘性やや強い、As-C・黄褐ブロック中粒・灰色粘土ブロッ
　　ク小～中粒を少量含む、粒子がやや粗い砂質土。
３　オリーブ褐色土（2.5Y4/4）締まり・粘性やや弱い、黄褐ブロック小～大粒中量含む、粒子がや
　　や粗い砂質土。
４　暗オリーブ褐色土（2.5Y3/3）締まりやや強い、粘性やや弱い、As-C を中量、黄褐ブロック小粒
　　を微量を含む、粒子がやや粗い砂質土。
５　オリーブ褐色土（2.5Y4/4）締まりやや強い、粘性やや弱い、黄褐ブロック小～中粒を中量、灰
　　色粘土ブロック中粒を少量、As-C を少量含む、粒子がやや粗い砂質土。
６　黒褐色土（2.5Y3/2）締まりやや強い、粘性やや弱い、As-C・黄褐ブロック中粒・灰色粘土ブロッ
　　ク小粒を少量含む、粒子がやや粗い砂質土。
７　黒褐色土（2.5Y3/2）締まりやや強い、粘性やや弱い、灰色粘土ブロック小粒・黄褐ブロック中粒・
　　木炭片を少量含む、粒子がやや粗い砂質土。
８　暗オリーブ褐色土（2.5Y3/3）締まり弱い、粘性やや弱い、As-C・黄褐ブロック小粒を少量を含む、
　　粒子がやや粗い砂質土。
９　黄色土（2.5Y7/8）締まりやや強い、粘性やや弱い、黄褐ブロック中～大粒を少量を含む、粒子
　　がやや粗い砂質土。
10　明黄褐色土（2.5Y6/8）締まり・粘性やや弱い、黄褐ブロック小～中粒を少量を含む、粒子がや
　　や粗い砂質土。
11　黄褐色土（2.5Y5/6）締まり・粘性やや強い、黄褐ブロック小～大粒を中量を含む、粒子がやや
　　粗い砂質土。
12　黄褐色土（2.5Y5/6）締まり・粘性やや弱い、黄褐ブロック小粒を微量を含む砂質土。
13　黒褐色土（10YR2/3）締まり・粘性やや強い、灰色粘土ブロック中～大粒・黄褐ブロック小～中
　　粒を少量含む、粒子がやや粗い砂質土。

Ｈ－15・16号住居跡　Ｂ
１　黒褐色土（10YR2/3）締まり・粘性やや強い、As-C・黄褐ブロック小粒を少量含む砂質土。
２　黒褐色土（10YR2/2）締まりやや弱い、粘性やや強い、黄褐ブロック小粒を微量、木炭片を少量含
　　む砂質土。
３　黒褐色土（10YR2/3）締まり・粘性やや強い、灰色粘土ブロック中～大粒・黄褐ブロック小～中粒
　　を少量含む、粒子がやや粗い砂質土。
４　暗灰黄色土（2.5Y4/2）締まり・粘性やや強い、灰色粘土ブロック小～中粒・同粒子を中量含む、　
　　粒子がやや粗い砂質土。
５　黒褐色土（2.5Y3/2）締まりやや弱い、粘性やや強い、灰色粘土粒・黄褐ブロックを少量含む、　　
　　粒子がやや粗い砂質土。
６　黒褐色土（10YR2/2）締まりやや弱い、粘性やや強い、灰を主体とし、灰色粘土粒を少量含む砂質土。
７　オリーブ灰色土（10YR4/2）灰を主体。
８　黒褐色土（2.5Y3/2）締まり・粘性やや強い、As-C・黄褐ブロック中粒・灰色粘土ブロック小粒を
　　少量含む、粒子がやや粗い砂質土。
９　黒褐色土（2.5Y3/2）締まり・粘性やや強い、黄褐ブロック中～大粒を少量、木炭片・As-C を微量
　　含む、粒子がやや粗い砂質土。
10　黒褐色土（2.5Y3/2）締まり・粘性やや強い、灰色粘土ブロック大粒を主体とし、黄褐ブロック小
　　粒を少量含む、粒子がやや粗い砂質土。
11　黒色土（10YR2/1）締まり弱い、粘性やや弱い、黄褐ブロック小粒を微量含む砂質土。
12　黒褐色土（10YR2/2）締まりやや強い、粘性やや弱い、黄褐ブロック中粒・灰色粘土ブロック小粒
　　を微量、木炭片を少量含む砂質土。
13　オリーブ褐色土（2.5Y4/4）締まり・粘性やや弱い、黄褐ブロック小～大粒中量含む、粒子がやや
　　粗い砂質土。
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Fig.20　（63）Ｈ－15 号住居跡カマド・貯蔵穴、Ｈ－16 号住居跡カマド
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Ｈ－15号住居跡　Ｃ　（貯蔵穴）
１　黒褐色土（10YR3/2）締まり・粘性やや強い、黄褐ブロック大粒を
　　少量含む砂質土。
２　暗褐色土（10YR3/4）締まり・粘性やや強い、黄褐ブロック大粒・
　　焼土化した粘土ブロック大粒・灰色粘土ブロック中粒を中量含む、　
　　粒子がやや粗い砂質土。
３　黒褐色土（10YR3/2）締まりやや弱い、粘性やや強い、焼土化した
　　ブロック中粒・黄褐ブロック小～中粒を少量含む砂質土。
４　黒褐色土（10YR3/2）焼土化したブロック極大粒・黄褐ブロック極
　　大粒を主体。
５　黒褐色土（10YR2/3）締まり弱い、粘性やや強い、黄褐ブロック小
　　粒を微量含む砂質土。

Ｏ Ｏ’
L=116.60m

１

４
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Ｎ
Ｎ
’

Ｏ
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Ｈ－16号住居跡　N・O（カマド）　
１　黒褐色土（2.5Y3/2）締まり・粘性やや弱い、灰色粘土ブロック小粒・As-C を少量含む砂質土。
２　黒褐色土（2.5Y3/2）締まりやや弱い、粘性やや強い、焼土化した粘土ブロック中粒を中量、黄褐ブロック小～中粒・
　　As-C を少量含む砂質土。
３　橙色土（5YR6/8）締まりやや弱い、粘性強い、焼土化した粘土ブロック中粒を主体。
４　灰オリーブ色土（5Y4/2）締まり弱い、粘性やや強い、焼土化した粘質土ブロック小粒を微量、灰を中量含む、粒子が
　　やや粗い砂質土。
５　にぶい赤褐色土（5YR4/4）締まり弱い、粘性やや強い、焼土化した粘土ブロック小粒・灰を少量含む、粒子がやや粗
　　砂質土。
６　明赤褐色土（5YR5/8）地山の焼土化した部分。
７　赤褐色土（5YR4/8）締まりやや弱い、粘性強い、焼土化した粘土ブロック極大粒を主体とし、灰を少量含む砂質土。
８　黒褐色土（2.5Y3/2）締まり・粘性やや弱い、焼土化した粘土ブロック小～中粒を少量含む砂質土。
９　黒褐色土（2.5Y3/2）締まり・粘性やや強い、焼土化した粘土ブロック小粒を微量含む砂質土。
10　黒褐色土（2.5Y3/2）締まり弱い、粘性やや弱い、黄褐ブロック小粒・灰を微量含む砂質土。
11　明赤褐色土（5YR5/8）地山の焼土化した部分。

Ｈ－15号住居跡　Ｇ・Ｆ　（カマド）
１　暗褐色土（10YR3/3）締まり・粘性やや強い、焼土化した粘土ブロック小粒・黄褐ブロック小粒・灰を少量含む、
　　粒子がやや粗い砂質土。
２　黒褐色土（10YR2/2）締まり・粘性やや強い、As-C・灰色粘土ブロック小粒を少量含む砂質土。
３　黒褐色土（10YR3/1）締まり・粘性やや強い、灰色粘土ブロック中～大粒を少量含む、粒子がやや粗い砂質土。
４　灰黄褐色土（10YR4/2）締まり・粘性やや強い、灰・灰色粘土ブロック・焼土化した粘土ブロック・焼土ブロッ
　　ク小粒混合層含む、粒子がやや粗い砂質土。
５　明赤褐色土（5YR5/8）締まり・粘性強い、焼土化した粘土ブロックを主体とし、粒子が粗い砂質土。　
６　褐灰色土（10YR4/1）灰を主体。
７　暗褐色土（10YR3/4）締まり・粘性強い、焼土化した粘土ブロック小粒・焼土ブロック小粒・灰を少量含む砂質土。
８　黒褐色土（10YR2/2）締まりやや弱い、粘性やや強い、灰を主体とし、灰色粘土粒を少量含む砂質土。
９　黒色土（10YR2/1）締まり弱い、粘性やや強い、灰を少量を含む砂質土。
10　暗青灰色土（10BG3/1）灰層。
11　オリーブ灰色土（10Y4/2）灰を主体。
12　明赤褐色土（5YR5/8）締まり・粘性弱い、焼けた壁面。
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Fig.21　（63）Ｈ－18 ～ 20 号住居跡
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Ｈ－18号住居跡　A
１　暗オリーブ褐色土（2.5Y3/3）締まりやや強い、粘性やや弱い、As-C・木炭片・黄褐ブロック
　　中～大粒を少量含む砂質土。
２　オリーブ褐色土（2.5Y4/4）締まりやや強い、粘性やや弱い、As-C を少量、黄褐ブロック中～
　　大粒を中量、灰色粘土粒を少量含む砂質土。
３　暗オリーブ褐色土（2.5Y3/3）締まり・粘性やや強い、As-C を微量、黄褐ブロック中粒・木炭
　　片を少量含む砂質土。
４　暗オリーブ褐色土（2.5Y3/3）締まり・粘性やや強い、As-C を少量、黄褐ブロック小粒を少量
　　含む砂質土。
５　黒褐色土（2.5Y3/2）締まり・粘性やや強い、黄褐ブロック・木炭片を少量含む砂質土。
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Fig.22　（63）Ｗ－１号溝跡、Ｄ－１・２号土坑、Ｐ－１・２号ピット
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Ｗ－１号溝跡
１　黒褐色土（10YR3/2）整地層、砂利を含む。
２　オリーブ黒色土（7.5Y3/2）締まりや強い、粘性やや強い、わずかに灰色味がある密な砂質土。
３　灰オリーブ色土（7.5Y4/2）締まりやや強い、粘性やや強い、わずかに青灰色味がある密な砂質土。
４　黒褐色土（10YR2/3）締まりやや強い、粘性やや強い、白色微粒子（As-C か）を少量含む密な砂質土。
５　黒褐色土（10YR2/3）締まりやや強い、粘性やや弱い、白色微粒子を少量含む密な砂質土。
６　黒褐色土（10YR2/3）締まり強い、粘性やや弱い、白色微粒子を少量含む密な砂質土。
７　黒褐色土（10YR2/3）締まりやや強い、粘性やや弱い、白色微粒子を微量含む密な砂質土。
８　黒褐色土（10YR2/3）締まりやや強い、粘性やや弱い、白色微粒子・焼土ブロック小粒を微量含む密な砂質土。
９　黒褐色土（10YR2/3）締まりやや強い、粘性やや弱い、白色微粒子・凝灰岩質ブロック小粒を微量、木炭片を少量含む密な砂質土。

D－１号土坑
１　暗褐色土（10YR3/4）締りやや強い、粘性弱い、凝灰岩質ブロック中粒を微量含む砂質土。
２　褐色土（10YR4/4）締まりやや強い、粘性やや弱い、凝灰岩質ブロック中粒を少量含むやや粗
　　い砂質土。
３　暗褐色土（10YR3/4）締りやや強い、粘性やや弱い、凝灰岩質ブロック小粒を微量含む砂質土。
４　暗褐色土（10YR3/4）締りやや強い、粘性やや弱い、凝灰岩質ブロック小粒を少量含む砂質土。
　　木根址。
５　暗褐色土（10YR3/4）締まりやや弱い、粘性やや弱い、凝灰岩質ブロック小粒を微量含む砂質土。
６　オリーブ褐色土（2.5Y4/3）締まり弱い、粘性弱い、灰黄褐色の凝灰岩質の砂質土。上層は黄
　　褐色土。壁崩落土。
７　褐色土（10YR4/4）締まりやや強い、粘性やや弱い、凝灰岩質ブロック中～大粒を中量含むや
　　や粗い砂質土。
８　暗褐色土（10YR3/4）締まりやや弱い、粘性やや弱い、凝灰岩質ブロック小粒を少量含むやや
　　粗い砂質土。
９　褐色土（10YR4/4）締まり弱い、粘性弱い、凝灰岩質ブロック大粒を中量含む砂質土。

D－２号土坑
１　オリーブ黒色土（7.5Y3/2）締まりやや弱い、粘性やや弱い、灰色粘土ブロックの小粒・黄褐
　　色ブロック小～中粒を微量含むやや粗い砂質土。
２　オリーブ黒色土（7.5Y3/2）締まりやや弱い、粘性やや強い、灰色粘土ブロック中～大粒・黄
　　褐ブロック中粒を小量含むやや粗い砂質土。
３　暗オリーブ色土（7.5Y4/3）締まり弱い、粘性弱い、灰色粘土粒・黄褐ブロック中～大粒を少
　　量含む粗い砂質土。
４　灰色土（10Y4/1）締まり弱い、粘性やや強い、灰色粘土ブロック大粒を主体とするやや粗い
　　砂質土。
５　オリーブ黒色土（7.5Y3/2）締まり弱い、粘性やや強い、焼土化した粘土ブロック中粒を少量、
　　灰色粘土ブロック小粒を中量含むやや粗い砂質土。
６　オリーブ黒色土（7.5Y3/2）締まり弱い、粘性やや弱い、灰色粘土粒・黄褐ブロック小～中粒
　　を少量含む砂質土。

Ｐ－1・2号ピット
１　黒褐色土（10YR2/3）締まりやや強い、粘質やや弱い、As-C を微量・黄褐ブロック小粒～
　　中粒を少量含む砂質土。
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０ 10㎝1：3

０ 10㎝1：4

０ ２㎝1：1

Fig.23　（63）Ｈ－１～４号住居跡出土遺物
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Fig.24　（63）　Ｈ－５・７・８号住居跡出土遺物
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０ 10㎝1：3

０ 10㎝1：4

Fig.25　（63）Ｈ－８・９号住居跡出土遺物
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Fig.26　（63）　Ｈ－10 ～ 12・15・16・18 号住居跡、Ｄ－１号土坑、遺構外出土遺物
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Tab. ５　元総社蒼海遺跡群（63）出土遺物観察表
Ｈ－１
No 出土位置 種別、器種 口径 底径 高さ 胎土 焼成 色調 器形、成・整形、文様等の特徴 残存状況・備考
１ 床面直上 土師器

坏 14.0 丸底 5.2 白・黒・赤色粗粒、
石英 良好 橙

橙
外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ヨコナデ後ミガキ。底部ヘラナデ。 口縁部一部欠損。

２ 床面直上 土師器
坏 12.3 丸底 5.5 白・黒・赤色粗粒 良好 橙

橙
外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ヘラナデ及びユビナデ。 口縁部一部欠損。

３ 床面直上 土師器
坏 11.8 丸底 5.4 白・黒・赤色粗粒 良好 橙

橙
外面口縁部ヨコナデ、肩部ナデ、以下縦位ヘラケズリ、下位横位ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ヘラナデ及びユビナデ。 完存。

４ 床面直上 土師器
坏 12.6 丸底 5.95 白・黒・赤色粒及

び粗粒、雲母 良好 にぶい赤褐
明赤褐

外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。体部中位に稜を有し、口縁部は直立する。
内面口縁部ヨコナデ、以下ヘラナデ及びユビナデ。 5/6 残存。

５ 覆土 土師器
坏 12.9 丸底 6.3 白・黒・赤色粗粒 良好 明赤褐

明赤褐・橙
外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。体部中位に稜を有し、口縁部は直立する。
内面口縁部ヨコナデ、以下ヘラナデ及びユビナデ。 底部一部欠損。

６ 床面直上 土師器
坏 13.0 丸底 5.6 白・黒・赤色粒 良好 明赤褐

明赤褐
外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。体部中位に稜を有し、口縁部は直立する。
内面口縁部ヨコナデ、以下ヘラナデ及びユビナデ。

口縁部一部欠損。
内面付着物あり、漆か？

７ 覆土 土師器
坏 12.8 丸底 5.3 白・黒・赤色粒及

び粗粒、雲母 良好 明赤褐
明赤褐

外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。体部中位に稜を有し、口縁部は直立する。
内面口縁部ヨコナデ、以下ヘラナデ及びユビナデ。 4/5 残存。

８ 床面直上 土師器
坏 11.0 丸底 6.4 白・黒・赤色粒 良好 橙

明赤褐
外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ヘラナデ及びユビナデ。口唇部内部に有段。

口縁部一部欠損。
外面煤付着。

９ 覆土 土師器
甕 欠損 8.9 （17.7） 白・黒色粗粒、

雲母 やや軟質 にぶい黄橙・黒褐
にぶい黄橙

外面胴部中位ハケナデ、以下横位・斜位ヘラケズリ。谷部横位ヘラケズリ
内面ヘラナデ及びユビナデ。

胴中位～底部 1/2 残存。
外面煤付着。

Ｈ－２
No 出土位置 種別、器種 口径 底径 高さ 胎土 焼成 色調 器形、成・整形、文様等の特徴 残存状況・備考
１ 覆土 土師器

坏 〔13.0〕 丸底 4.7 黒粗粒 良好 明赤褐
明赤褐

外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ヘラナデ及びユビナデ後、体上部ミガキ。 3/5 残存。

２ 覆土 土師器
坏 〔13.4〕 丸底 （4.8） 雲母 良好 明赤褐

明赤褐
外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ヘラナデ及びユビナデ後、体上部ミガキ。 1/3 残存。

３ 床面直上 土師器
甕 〔19.8〕 － （26.0） 白・茶色粒、雲母 良好 橙

橙
外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ナデ。 口縁～胴部 1/3 残存。

No 出土位置 種別 長さ 直径 穿孔径 材質 重量 成・整形、文様等の特徴 残存状況・備考
４ 床面直上 石製品

臼玉 0.55 0.7 0.3 滑石 0.4g 上面の傾斜は下面の欠損によるとこも推定できるが、側面の研磨状況から製作工程の分割段階の形
状とみられる。 ほぼ完存。

Ｈ－３
No 出土位置 種別、器種 口径 底径 高さ 胎土 焼成 色調 器形、成・整形、文様等の特徴 残存状況・備考
１ 覆土 土師器

坏 13.0 丸底 4.5 白色粒、雲母 良好 明赤褐
明赤褐

外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ナデ後ミガキ。 ほぼ完存。

２ 覆土 土師器
坏 〔12.7〕 丸底 4.6 白色粒 良好 赤褐

赤褐
外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ユビナデ。 口縁部 1/4 残存。

３ 覆土 土師器
高坏 － 8.8 （3.5） 雲母 良好 赤褐

赤褐
外面ナデ。
内面ナデ。 台部のみ残存。

Ｈ－４
No 出土位置 種別、器種 口径 底径 高さ 胎土 焼成 色調 器形、成・整形、文様等の特徴 残存状況・備考
１ 床面直上 土師器

坏 13.7 丸底 4.4 白・茶色粒、雲母 良好 橙
橙

外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ミカギ。 ほぼ完存。

２ 床面直上 土師器
坏 〔12.3〕 丸底 5.6 雲母、小石 良好 明赤褐

明赤褐
外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ナデ後上部ミガキ。 口縁～底部 1/3 残存。

３ 貯蔵穴
底面

土師器
坏 11.4 丸底 5.0 白色粒、雲母、

小石 良好 明赤褐
明赤褐

外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。
内面口縁～体部ミガキ、底部ユビナデ。 3/4 残存。

４ 床面直上 土師器
坏 〔12.2〕 丸底 5.1 雲母 良好 明赤褐

明赤褐
外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ナデ。 口縁～底部 1/3 残存。

５ 床面直上 土師器
坏 13.7 丸底 5.3 白色粒、雲母 良好 明赤褐

明赤褐
外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。
内面口縁～底部ミガキ。 口縁 1/5 残存。

６ 床面直上 土師器
高坏 〔13.6〕 8.9 9.5 雲母 良好 明赤褐

明赤褐
外面口縁部ヨコナデ、体部マメツ、高台部ナデ。
内面口縁部ヨコナデ、体部ミガキ、高台部ナデ。 ほぼ完存。

Ｈ－５
No 出土位置 種別、器種 口径 底径 高さ 胎土 焼成 色調 器形、成・整形、文様等の特徴 残存状況・備考
１ 覆土 須恵器

坏 〔15.0〕 6.0 4.0 雲母 酸化焔 にぶい黄橙
にぶい黄橙

外面口縁部ヨコナデ、以下ロクロナデ。底部回転糸切り。
内面口縁部ヨコナデ、以下ロクロナデ。 口縁 1/8 ～底部 1/2 残存。

２ 覆土 土師質
坏 〔11.7〕 6.0 3.7 白・茶色粒、

雲母少量 酸化焔 浅黄橙
浅黄橙

外面口縁部ヨコナデ、以下ロクロナデ。底部回転糸切り。
内面口縁部ヨコナデ、以下ロクロナデ。 口縁 1/4 ～底部 3/4 残存。

３ 覆土 土師質
かわらけ状 〔8.5〕 5.2 2.3 白・茶色粒、

雲母少量 良好 明黄褐
明黄褐

外面口縁部ヨコナデ、以下ロクロナデ。底部回転糸切り。
内面口縁部ヨコナデ、以下ロクロナデ。 1/3 残存。

４ 床面直上 土師質
かわらけ状 9.0 5.0 1.7 白・茶色粒、

雲母 酸化焔 橙
橙

外面口縁部～体部ヨコナデ。底部回転糸切り。
内面口縁部～底部ヨコナデ。 完存。

５ 覆土 土師質
かわらけ状 8.1 4.4 2.1 雲母 良好 黄橙

黄橙
外面口縁部ヨコナデ、以下ロクロナデ。底部回転糸切り。
内面口縁部ヨコナデ、以下ロクロナデ。 口縁部 1/4 欠損。

６ 床面直上 土師質
かわらけ状 8.8 6.1 2.1 雲母 良好 橙

橙
外面口縁部～体部ヨコナデ。底部回転糸切り。
内面口縁部～底部ヨコナデ。 完存。

７ 覆土 羽釜 〔27.9〕 － （11.0） 雲母、小石 酸化焔 明赤褐
明赤褐

外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ナデ。 口縁～肩部 1/8 残存。

Ｈ－７
No 出土位置 種別、器種 口径 底径 高さ 胎土 焼成 色調 器形、成・整形、文様等の特徴 残存状況・備考

１ 覆土 須恵器
高坏 [15.6] 欠損 （4.3） 白色細粒、黒色粗

粒 堅緻
灰

灰

外面口縁部ヨコナデ、以下ロクロナデ。口縁部と体部の境に鋭い段を有し、体部
には 8 条 1 単位の櫛描き波状文が廻る。
内面口縁部ヨコナデ、以下ロクロナデ。

口縁～体部片。
外面口縁部下位に自然釉が付着。

２ 覆土 土師器
坏 12.9 丸底 5.5 雲母 良好 明赤褐

明赤褐
外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ後ミガキ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ナデ後ミガキ。 ほぼ完存。

３ 覆土 土師器
坏 13.6 丸底 5.4 雲母、小石 良好 明赤褐

明赤褐
外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ナデ後ミガキ。 口縁部 1/3 欠損。

４ 覆土 土師器
坏 〔13.9〕 丸底 （5.1） 白色粒、雲母少量 良好 明赤褐

明赤褐
外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ナデ後ミガキ。 1/3 残存。

５ 覆土 土師器
坏 〔13.3〕 丸底 （4.2） 茶色粒 良好 明赤褐

明赤褐
外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ナデ。 1/3 残存。

No 出土位置 種別 長さ 直径 穿孔径 材質 重量 成・整形、文様等の特徴 残存状況・備考
６ 覆土 石製品

管玉 2.35 0.7 0.3 蛇紋岩 2.1g 研磨（擦痕）痕が若干認められる。 完存。

Ｈ－８
No 出土位置 種別、器種 口径 底径 高さ 胎土 焼成 色調 器形、成・整形、文様等の特徴 残存状況・備考
１ 床面直上 土師器

坏 13.0 丸底 4.5 白・黒・茶色粒 良好 明赤褐
明赤褐

外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。体部中位に稜を有して口縁部は外反する。
内面口縁部ヨコナデ、以下ヘラナデ及びユビナデ。

完存。
内面口縁部に煤付着。
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No 出土位置 種別、器種 口径 底径 高さ 胎土 焼成 色調 器形、成・整形、文様等の特徴 残存状況・備考

２ 覆土 土師器
坏 〔12.9〕 丸底 （4.9） 白・黒色粒、

石英粗流 良好 橙
橙

外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。体部中位に稜を有し、口縁部は直立する。
内面口縁部ヨコナデ、以下ヘラナデ及びユビナデ。 1/4 残存。 

３ 覆土 土師器
坏 〔13.0〕 丸底 （4.5） 白・黒・茶色粒 良好 橙

橙
外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。体部中位に稜を有し、口縁部は直立する。
内面口縁部ヨコナデ、以下ヘラナデ及びユビナデ。 1/3 残存。

４ 覆土 土師器
高坏 16.6 欠損 （7.4） 白・黒・赤色粒、

黒雲母 良好 橙
黒褐

外面口縁部ヨコナデ、以下（ヘラケズリ後）ヨコナデ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ヘラナデ及びユビナデ

坏部ほぼ完存。
内面黒色処理か。

５ 床面直上 土師器
高坏 16.4 11.8 16.4 白・黒色粒、

チャート粗粒 良好

明赤褐

明赤褐

外面坏部口縁～体部ヨコナデ、底部ヘラケズリ、頚部ヨコナデ、脚部縦位ヘラケ
ズリ、裾部ヘラナデ後ユビナデ。
内面坏部口縁部ヨコナデ、以下ヘラナデ及びユビナデ、脚部ヘラナデ後ユビナデ
裾部ヨコナデ。上部に絞り痕が若干認められる。

坏部口縁 1/3 欠損。裾部一部欠損

６ 床面直上 土師器
小型壺 11.0 丸底 9.5 黒・赤色粒、

黒雲母、水晶 良好
明赤褐

黒褐

外面口縁部ヨコナデ、以下体部上位ヘラケズリ後ユビナデ、以下ヘラケズリ。口
縁部と体部の境に明確な稜を有する。
内面ヘラナデ及びユビナデ、以下同様。

口縁部一部欠損。

７ 床面直上 土師器
甕 16.3 6.0 19.1 白・黒・茶色粒、

チャート 良好
にぶい黄褐

にぶい黄褐

外面口縁部ヨコナデ、以下胴上半部縦位ヘラケズリ、下半部斜位ヘラケズリ、下
端部横位ヘラケズリ、底部ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ヘラナデ。

4/5 残存。
外面胴部中位に煤付着。

８ 床面直上 土師器
甕 16.3 60 19.5 白・黒色粒、

チャート粗粒 良好
にぶい黄褐

にぶい黄褐

外面口縁部ヨコナデ、以下胴上半部縦位ヘラケズリ、胴下半部斜位ヘラケズリ、
胴下端部横位ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ヘラナデ。

4/5 残存。
外面胴部中位に煤付着。

９ 覆土 土師器
甕 24.2 欠損 （19.4） 白・黒・茶色粒 良好 橙

にぶい黄褐、黒
外面口縁部ヨコナデ、以下胴上半部縦位ヘラケズリ、下部斜位ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ヘラナデ。 口縁～胴部中位 1/2 残存。

10 床面直上 土師器
甕 24.0 6.5 35.0 白・灰色粒 良好 にぶい黄褐、黒褐

にぶい黄褐
外面口縁部ヨコナデ、以下胴上半部縦位ヘラケズリ、胴下半部斜位ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ヘラナデ及びユビナデ。 4/5 残存。

11 床面直上 土師器
甕 〔24.9〕 欠損 （35.3） 白・黒・茶色粗粒、

チャート 良好 にぶい黄褐
にぶい黄褐

外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ヘラナデ。

口縁～胴部下位 2/3 残存。
内面胴部は剥落が顕著で、ヘラナデの
痕跡を確認できない。

12 床面直上 土師器
甑 18.6 欠損 （14.4） 白・黒色粒、

雲母 良好 にぶい黄褐
にぶい黄褐

外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ヘラナデ。

4/5 残存。
外面全体と内面口縁部に煤付着。

Ｈ－９
No 出土位置 種別、器種 口径 底径 高さ 胎土 焼成 色調 器形、成・整形、文様等の特徴 残存状況・備考
１ 貯蔵穴内 土師器

坏 12.3 丸底 4.6 雲母 良好 橙
橙

外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ナデ後ユビオサエ。 完存。

２ 床面直上 土師器
坏 〔12.4〕 丸底 4.4 雲母 良好 橙

橙
外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ナデ。 1/2 残存。

３ 床面直上 土師器
坏 13.2 丸底 4.6 雲母 良好 橙

橙
外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ナデ。 口縁部 1/4 欠損。

４ 覆土 土師器
鉢 〔21.4〕 欠損 （8.5） 白・黒・茶色粒、

小礫 良好 にぶい黄褐
にぶい黄褐

外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ後ミガキ。口縁部と体部の境に段を有する。
内面口縁部ヨコナデ、以下ヘラナデ後ミガキ。 口縁部～体部片。

５ 貯蔵穴内 土師器
甕 〔15.6〕 8.1 19.0 チャート粗粒 良好

橙

にぶい黄褐

外面口縁部ヨコナデ、以下胴部斜位ヘラケズリ、胴下端部横位ヘラケズリ。底部
ヘラケズリ
内面口縁部ヨコナデ、以下ヘラナデ及びユビナデ。

口縁部 1/2 欠損。

６ 床面直上 土師器
甕 18.3 5.5 37.6 白・黒・茶色粗粒、

チャート粗粒 良好 橙
橙

外面口縁部（ヘラケズリ後）ヨコナデ、以下縦位ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ヘラナデ及びユビナデ。

ほぼ完存。全体に歪みあり。
外面胴部下位に粘土及び煤付着。

Ｈ－ 10
No 出土位置 種別、器種 口径 底径 高さ 胎土 焼成 色調 器形、成・整形、文様等の特徴 残存状況・備考
１ 床面直上 土師器

坏 〔11.9〕 丸底 （5.0） 雲母 良好 橙
橙

外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ナデ後ミガキ。 1/4 残存。

２ 覆土 土師器
坏 11.2 丸底 5.5 雲母 良好 明赤褐

明赤褐
外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ナデ後ミガキ。 1/2 残存。

３ 貯蔵穴
底面

土師器
坏 11.0 丸底 5.2 白・黒色粒、茶色

粗粒、黒雲母 良好 明赤褐
明赤褐

外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ヘラナデ及びユビナデ。 口縁部一部欠損。

４ 貯蔵穴
底面

土師器
高坏 15.9 9.3 9.6 白・黒色粒、茶色

粗粒、雲母 良好

明赤褐
明赤褐
明赤褐
赤黒

外面坏部口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ、底部ヨコナデ。
脚部ハケナデ、裾部ヨコナデ。
内面坏部口縁部ヨコナデ、以下ハケナデ。
脚部ヘラナデ後ユビナデ、裾部ヨコナデ。

ほぼ完存。
坏部内、外面と脚部外面に黒色処理の
名残或は漆塗布か。
脚部内面は黒色処理。

Ｈ－ 11
No 出土位置 種別、器種 口径 底径 高さ 胎土 焼成 色調 器形、成・整形、文様等の特徴 残存状況・備考
１ カマド 須恵器

高台付坏 〔12.9〕 6.1 4.4 白色粒 良好 灰
灰

外面口縁部ヨコナデ、以下ロクロナデ。底部回転糸切り。
内面口縁部ヨコナデ、以下ロクロナデ。 口縁部 1/3 欠損。

Ｈ－ 12
No 出土位置 種別、器種 口径 底径 高さ 胎土 焼成 色調 器形、成・整形、文様等の特徴 残存状況・備考
１ 床面直上 須恵器

蓋 〔14.7〕 － （3.5） 白色粒、雲母 良好 灰
灰

外面天上部ヘラケズリ、以下ロクロナデ。
内面ロクロナデ。 破片

２ 覆土 土師器
坏 13.0 丸底 5.0 雲母 良好 橙

橙
外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ナデ。 ほぼ完存。

３ 床面直上 土師器
甕 〔12.6〕 欠損 （15.1） 白・灰・茶色粒、

チャート、石英 良好 黄褐・にぶい黄褐
にぶい黄褐

外面口縁部ヨコナデ、頸部ヘラナデ及びユビナデ、肩部横位ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ヘラナデ。口縁～頸部整形に歪みあり。 口縁～肩部。

４ 覆土 土師器
甕 25.0 欠損 （16.4） 白・黒・茶色粒、

黒雲母 良好
明黄褐

明黄褐

外面口縁部ヨコナデ、以下縦位ヘラケズリ。口縁の稜は鋭く、口唇部との間に僅
かな沈線が廻る。
内面口縁部ヨコナデ、以下ヘラナデ。

口縁～胴上部残存。

Ｈ－ 15
No 出土位置 種別、器種 口径 底径 高さ 胎土 焼成 色調 器形、成・整形、文様等の特徴 残存状況・備考
１ 覆土 土師器

坏 〔15.6〕 丸底 （7.5） 雲母 良好 明赤褐
明赤褐

外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ナデ後ミガキ。 1/2 残存。

２ 床面直上 土師器
高坏 〔14.6〕 10.0 11.4 白色粒、雲母 良好 橙

橙
外面口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ、台部ヨコナデ。
内面口縁部ヨコナデ、体部ミガキ、台部ナデ。 2/3 残存。

３ カマド 土師器
甕 〔17.7〕 欠損 11.5 白色粒、雲母 良好 明赤褐

明黄褐
外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ヘラナデ。 口縁～肩部 1/8 残存。

Ｈ－ 16
No 出土位置 種別、器種 口径 底径 高さ 胎土 焼成 色調 器形、成・整形、文様等の特徴 残存状況・備考

１ 床面直上 須恵器
蓋 〔13.1〕 天囲部径

〔5.3〕 4.9 白・黒色粗粒、
石英 堅緻 褐灰

褐灰

外面口縁部ヨコナデ、体部ロクロナデ後天囲部回転ヘラケズリ。口縁部と体部境
に水平に突出する段を有する。
内面口縁部ヨコナデ、体部ロクロナデ。口唇部内側に段を有する。

1/2 残存。

２ 床面直上 土師器
坏 13.8 丸底 4.9 白・黒・赤色粒 良好 明赤褐

明赤褐
外面口縁部ヨコナデ、体部ヨコナデ及びユビオサエ、底部ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ヨコナデ後ミガキ、底部ヘラナデ。

3/4 残存。
内・外面の一部に煤付着。

３ 覆土 土師器
甕 〔16.6〕 欠損 （15.2） 白・黒・茶色粒、

石英 やや軟質 橙
橙

外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ヘラナデ。 口縁～胴上部 1/3 残存。

４ 覆土 土師器
甑 23.8 8.9 32.3 白・黒色粗粒、

雲母 良好
明赤褐・橙
橙

外面口縁部ヨコナデ、以下縦位及び斜位ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ヘラナデ及びユビナデ。底部周縁は回転ヘラケズリに
より整えられている。

口縁～胴上部 1/5 残存。

－ 37 －
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Ｈ－ 18
No 出土位置 種別、器種 口径 底径 高さ 胎土 焼成 色調 器形、成・整形、文様等の特徴 残存状況・備考
１ 覆土 土師器

鉢 〔16.0〕 欠損 （7.4） 白・黒色粒、
チャート 良好 橙

明赤褐
外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。口縁部下位に稜を有する。
内面口縁部ヨコナデ、以下ヘラナデ後ユビナデ。 口縁～体部片。

D －１
No 出土位置 種別 長さ 幅 厚さ 材質 重量 成・整形、文様等の特徴 残存状況・備考
１ 底面 石製品

砥石 （9.6） 5.3 4.4 角閃石安山岩 204.7g 下面を残し全面を研磨面として使用し、断面形状は五角形を呈する。 上部欠損。

遺構外
No 出土位置 種別、器種 口径 底径 高さ 胎土 焼成 色調 器形、成・整形、文様等の特徴 残存状況・備考
１ H －５

覆土 ミニチュア土器 5.0 丸底 2.4 雲母 良好 橙
橙

外面口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。
内面口縁部ヨコナデ、以下ナデ。 口縁部 1/2 欠損。

No 出土位置 種別 直径 厚さ 穿孔径 材質 重量 成・整形、文様等の特徴 残存状況・備考

２ 調査区
一括

石製品
紡錘車 4.5 1.4 0.7 玄武岩 37.8g 上・下面ともに擦痕が顕著で光沢も若干みられる。下面には 1 ～ 1.5 ㎜幅の研磨痕（あるいは線刻）

が放射状に認められる。 ほぼ完存。

－ 38 －

３　元総社蒼海遺跡群（64）
　本調査区は標高 118.4 ｍ、牛池川右岸に立地し、現流路から 50 ｍ程離れた台地縁辺に位置する。住居跡１軒、

竪穴状遺構２基、製鉄炉跡１基、土坑墓１基、溝跡１条、土坑 13 基、ピット 43 基を検出した。調査区南西部で

は耕作機械による耕作痕が多く遺構の検出が困難であった。

（１）住居跡
Ｈ－１号住居跡（Fig.29、PL. ９）

位置　Ｘ 229、Ｙ 152・153　主軸方向　Ｎ－ 82°－Ｅ　規模　東西軸 2.81 ｍ、南北軸 2.95 ｍ、壁現高 0.14 ｍ、

面積 8.29 ㎡。　床面　地山硬化床。　重複　なし。　カマド　東壁やや南寄りに位置する。確認長（1.23）ｍ、

燃焼幅 0.90 ｍ、燃焼部の壁面側は撹乱によって削平されている。残存状況は悪い。両袖は白色粘土を主体とし

た混土で構築されている。　貯蔵穴　検出されず。　壁周溝　検出されず。　柱穴 検出されず。　出土遺物　

土師器や縄文土器の小片が少数出土しているが、図示には至らず。　時期　詳細な時期は不明。

（２）竪穴状遺構
Ｔ－１号竪穴状遺構（Fig.29、PL. ９）

位置　Ｘ 228・229、Ｙ 151・152　主軸方向　Ｎ－ 83°－Ｅ　規模　東西軸 3.27 ｍ　南北軸 2.32 ｍ　壁現高 0.50 ｍ、

面積 7.58 ㎡。　重複　なし。　出土遺物　土師器、須恵器、陶磁器、縄文土器の小片が出土しているが、図示

には至らず。　時期　As-B 混土により埋没しているため中世以降と考えられる。

Ｔ－２号竪穴状遺構（Fig.29、PL. ９）

位置　Ｘ 230・231、Ｙ 152・153　主軸方向　Ｎ－ 89°－Ｅ　規模　東西軸 3.42 ｍ　南北軸 2.22 ｍ　壁現高 0.34

ｍ　面積 7.59 ㎡　重複　１号製鉄炉跡、Ｄ－ 11 と重複し、新旧関係は１号製鉄炉跡→本遺構→Ｄ－ 11 である。

出土遺物　１号製鉄炉跡から流入した鉄滓が少数出土しているが、図示には至らず。　時期　As-B 混土により

埋没しているため中世以降と考えられる。

（3）溝跡
Ｗ－１号溝跡（Fig.29、PL. ７）

位置　Ｘ 228 ～ 231、Ｙ 151　主軸方向　Ｎ－ 83°－ W　規模　長さ 8.52 ｍ　上幅 0.64 ｍ　下幅 0.42 ｍ　深さ 0.23

ｍ　　形状等　西から東へ走向する。断面は半円形を呈する。　重複　なし。　出土遺物　灰釉陶器、土師器、

内耳鍋の破片が少量出土しているが、小片のため図示には至らず。 　時期　出土遺物や覆土により中世以降と

考えられる。　
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（４）土坑墓
ＤＢ－１号土坑墓（Fig.30、PL. 11）

位置　Ｘ 233、Ｙ 153　主軸方向　Ｎ－４°－Ｅ　規模　東西軸 0.77 ｍ、南北軸 1.31 ｍ、深さ 0.34 ｍ。　形状等

隅丸長方形。　上層には 6 ～ 30cm の石が敷詰めて置かれている。　人骨出土状況　ほぼ全体の骨格が残存する。

北頭位東向きの横臥屈葬である。　出土遺物　須恵器短頸壺や内耳鍋の小片が合わせて３点出土しているが、図

示には至らず。　時期　出土遺物や埋葬状況から中世以降と考えられる。　備考　人骨の所見は成人女性のもの

とみられる。

（５）土坑、ピット（Fig.30、PL. ７・10・11・15）

　土坑 14 基、ピット 43 基を検出した。各計測値については「Tab. ８　元総社蒼海遺跡群（64）土坑・ピット

計測表」を参照のこと。

　D －４は中位～底面にかけて炉壁（２）や鉄滓の大きい破片が出土しており、１号製鉄炉跡と同時期に存在し

ていた可能性がある。Ｄ－ 13 は 1 号製鉄炉跡の東排滓土坑の掘り方部分とし、欠番とした。P － 21 からは銭貨

（１・２）が出土しており、そのうちの元豊通宝（２）は孔の整形が粗いため、近世に入って私鋳されたものと

考えられる。P － 24 からは 10 世紀代の須恵器坏（１）が出土している。

（６）製鉄炉跡
１号製鉄炉跡（Fig.31 ～ 35、PL. ７～ 9・16・17）

調査方法・所見　表土掘削時に調査区の中央南から南西部にかけて鉄滓（主に流動滓）が広く採取できたため、

当初は製鉄関連遺構に付随する土坑と考えた。しかし、精査の結果、西南西方向に焼土・炭化物が多く検出され

たため、西南西に排滓溝が付随する大型の製錬炉と想定した。そこで、検出したプランを中心に２分するように

軸線を取り、南北方向は北から A ～ P、東西方向は東から１～ 16 を付与し 50 ㎝間隔のメッシュを組んだ。メッ

シュ毎に鉄滓を取り上げながら遺構の精査を行い、E ～ J・3 ～ 16 の範囲に絞り、掘り下げを開始した。

　炉本体と想定した土坑部分を掘り下げると、炉壁の破片や焼土が多量に含まれる灰黄褐色粘質土（４層）が厚

さ３～７cm で堆積しており、使用面である可能性が考えられたため、この層位の上面を基準として上層と下層

に２分し鉄滓の取り上げを行った。ところが、排滓溝と想定した焼土・炭化物範囲を掘り下げると、直下の土層

（３層）では砂鉄がブロック状に含まれているのを確認した。この層を約 13cm 掘り下げると底面に達し、焼土

面を確認したため、排滓溝と想定された部分が炉本体であることが分かった。炉本体の西側は、耕作痕のため正

確なプランを把握できなかったが、炉本体と同じ高さまで掘り下げると、詳細な判断のできる大きな鉄滓が出土

するようになり、確認範囲を広げて立ち上がりを確認した。これにより、最終的には両端に排滓土坑をもつ箱形

炉と判明した。その後は両排滓土坑の下層部分を掘り下げ、順次調査を進めた。

位置　Ｘ 230・231、Ｙ 153・154　主軸方向　Ｎ－ 60°－Ｅ　規模　全長 6.49 ｍ、両端に排滓土坑をもつ箱形炉。

炉本体部　長さ 1.48 ｍ、幅 0.63 ｍ、深さ 0.20 ｍを測る。平面は長方形を呈し、断面は船底形の浅い掘り込みで

ある。確認面の状況から後世の開発で上面が削平されている可能性がある。炉床は総社砂層を掘り込み、焼き

締まって非常に硬くなっている。　付属施設　製鉄炉の東西両端に排滓土坑を検出した。西排滓土坑は長さ 2.87

ｍ、幅 2.23 ｍ、深さ 0.35 ｍを測る。南西部は調査区外となるため全容は不明である。ほぼ地山が土坑の底面で、

直上では流動滓がまとまって出土している。出土する範囲は長軸 1.20 ｍ、短軸 0.91 ｍで、約６cm 窪んでいる。

流動滓の残存状況は悪く、亀裂が多いため 1 個体として取り上げることはできなかった。また、西排滓土坑内に

ピットを２基検出した。いずれも底面から検出され、覆土に鉄滓を含むことから、西排滓土坑内に付随するもの

と考える。Ｐ１が長軸 0.43 ｍ、短軸 0.35 ｍ、深さ 0.10 ｍ、Ｐ２が長軸 0.40 ｍ、短軸 0.38 ｍ、深さ 0.28 ｍである。
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Tab. ６　1 号製鉄炉跡出土製鉄関連遺物重量一覧表
西排滓土坑 本体部 東排滓土坑 合計

上層 下層 上層 下層
流動滓 6,108 35,177 1,992 17,972 27,913 89,162
流動滓（磁着） 262 6,808 136 98 8,568 15,872
炉壁 1,565 2,033 191 4,003 2,548 10,340

小片 1,565 650 191 4,003 882 ―
上段 0 152 0 0 132 ―
中段 0 524 0 0 397 ―

下段（送風孔付近） 0 0 0 0 410 ―
下段 0 707 0 0 727 ―

その他鉄滓 7,098 9,441 1,981 10,782 7,705 37,007
小片 6,896 0 1717 10,620 0 ―

単位流動滓 2 254 54 19 193 ―
流出孔滓 0 5,431 56 0 2,910 ―

炉内滓 146 558 5 32 227 ―
鉄塊系遺物 54 1,208 149 90 1,805 ―

炉底塊 0 1,990 0 21 2,570 ―
総重量 152,381

単位：ｇ

Fig27.　流動滓・炉壁出土分布図
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も細かく磨滅してるものがほとんどで、細分類をす

ることはできなかった。下層では鉄滓・炉壁ともに

破片が大きくなり、磨滅も少ないため、細かい分類

することができた。細分項目は、炉壁は上段・中

段・下段（送風孔付近）・下段、流動滓は磁着の有

無、その他鉄滓は単位流動滓・流出孔滓・炉内滓・

鉄塊系遺物・炉底塊・微細な不明滓は小片とし分別

した。流動滓が全体の約９割を占め、製品と考えら

れる鉄塊系遺物はごく僅かであった。各重量を計測

し集計したのが Tab. ６である。また、各グリット

の集計をもとに流動滓・炉壁の出土分布を図示した

のが Fig.27 である。

　 本 遺 構 で は 製 鉄 関 連 遺 物 を 構 成 す る 36 点

（Fig.32）を抽出し、そのうち６点を分析対象遺物

として選別、さらに４点に絞って分析を行なった。

分析対象遺物については、「第Ⅵ章　元総社蒼海遺

跡群（64）出土製鉄関連遺物の分析調査」に掲載し

た。

時期　出土遺物や覆土の堆積状況から８世紀前半に

は廃絶したと考えられる。

東排滓土坑は長さ 2.14 ｍ、幅 1.79 ｍ、深さ 0.43 ｍを測る。土坑底面には粘質土で締め固められた硬化面があり、

中央東寄りには長軸 0.47 ｍ、短軸、0.42 ｍ、高さ 0.27 ｍの敲打痕が認められる大きな石が硬化面から約 12cm

埋められた状態で設置されている。下層では手のひらサイズに砕かれた鉄滓が多く、大きな石を中心に散らばっ

た状態で検出されている。　出土遺物　製鉄関連遺物は別項に記す。それ以外では土師器・須恵器の小片を多数、

Ｐ１内から土師器坏（１）、Ｈ‐11 上層から臼玉（２）を出土している。　製鉄関連遺物　本遺構からは、メッ

シュ毎に取り上げた土を約 1,670kg 持ち帰った。メッシュの位置から西排滓土坑、本体部、東排滓土坑に別け、

洗浄作業を行った。抽出した鉄滓の総重量は約 152kg である。

　東排滓土坑は４層上面、西排滓土坑は５層上面を上層と下層の境界とした。上層では鉄滓は小片が多く、炉壁
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Fig.28　元総社蒼海遺跡群（64）全体図
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Fig.29　（64）H－１号住居跡、T－１・２号竪穴状遺構、W－１号溝跡
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Ｈ－１号住居跡　Ｃ・Ｄ　（カマド）
１　暗黒褐土（10YR3/3）締まりやや強い、粘性弱い、白色小粒・焼土を微量含む砂質土。
２　暗黒褐土（10YR3/3）締まり強い、粘性弱い、焼土を少量含む砂質土。
３　暗黒褐土（7.5YR3/3）締まり強い、粘性強い、砂質土。カマド崩落土。
４　黒褐色土（10YR3/2）締まり弱い、粘性弱い、灰を多量含む砂質土。
５　暗黒褐土（10YR3/3）締まりやや強い、粘性弱い、炭・黄褐色小粒を少量含む砂質土。
６　灰褐色土（7.5YR4/2）締まり強い、粘性強い、白色粘土を含む。袖構築土。
７　黒褐色土（10YR2/3）締まりやや強い、粘性弱い、炭化物・白色粒・黄褐色粒を少量、焼土粒を
　　微量、黄褐色砂質ブロックを多く、ところどころに灰・粘質土ブロックを含む砂質土。（掘り方）

Ｈ－１号住居跡　Ａ・Ｂ
１　暗黒褐土（10YR3/3）締まりやや強い、粘性弱い、白色小粒を微量含む砂質土。
２　にぶい黄褐色土（10YR5/3）締まりやや強い、粘性弱い、黄褐色土を主体とし、暗褐色土（１層）
　　をブロック状に含む砂質土。根による撹拌が顕著。
３　にぶい黄褐色土（10YR5/3）締まりやや強い、粘性弱い、砂質土。地山風化土か。
　

Ｔ－１号竪穴状遺構　Ａ・Ｂ
１　にぶい黄褐色土（10YR4/3）締まり有、粘性弱い、炭化物を少量、黄褐色砂質土ブロックを少量含む砂質土。
２　にぶい黄褐色土（10YR4/3）締まり弱い、粘性弱い、As-B 混土を主体とし、黄褐色砂質土ブロックを多
　　く含む砂質土。
３　暗褐色土（10YR3/2）締まり有、粘性弱い、炭化物を少量、As-B 混土を主体とし、黄褐色砂質土ブロッ
　　クを微量含む砂質土。
３　褐色土（10YR3/3）締まり有、粘性弱い、炭化物を少量、黄褐色砂質土ブロックを多量含む砂質土。

Ｔ－２号竪穴状遺構　Ａ・Ｂ
１　にぶい黄褐色土（10YR4/3）締まり弱い、粘性弱い、As-B 混土を主体とし、炭化物・白色粒を少量、
　　黄褐色砂質土ブロックをやや多く含む砂質土。　
２　暗褐色土（10YR3/3）締まり有、粘性弱い、As-B 混土を主体とし、炭化物を少量、黄褐色砂質
　　土ブロックを微量含む砂質土。

Ｗ－１号溝跡
１　暗褐色土（10YR3/4）締まり弱い、粘性弱い、炭化物・白色粒を微量含む砂質土。　
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Fig.30　（64）Ｄ－１～ 11・14・15 号土坑、ＤＢ－１号土坑墓
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Ｄ－１号土坑
１　明黄褐色土（10YR6/6）締まり弱い、粘性弱い、炭化物を微量、
　　中白色砂岩ブロックを多く含む砂質土。
２　にぶい黄褐色土（10YR5/4）締まり弱い、粘性弱い、炭化物を微
　　量、黄褐色粒・黄褐色砂質土ブロックを少量含む砂質土。
３　暗褐色土（10YR3/3）締まり弱い、粘性弱い、黄褐色砂質土ブロッ
　　クをやや多く、白色砂岩ブロックを少量含む砂質土。
４　明黄褐色土（10YR7/6）締まり弱い、粘性弱い、黄褐色砂質土を
　　主体とし、中白色砂岩ブロックを少量含む砂質土。

Ｄ－２号土坑
１　黄褐色土（10YR5/6）締まり弱い、粘性弱い、炭化物・黄
　　褐色砂質土ブロックを小量含む砂質土。
２　暗褐色土（10YR3/3）締まり弱い、粘性弱い、炭化物・白
　　色粒を少量含む砂質土。

Ｄ－3号土坑
１　暗褐色土（10YR3/3）締まり弱い、粘性弱い、炭化物・焼土粒
　　を少量、黄褐色砂質土ブロックを多く含む砂質土。
２　暗褐色土（10YR3/4）締まりなし、黄褐色砂質土ブロックを少
　　量含む砂質土。

Ｄ－4号土坑
１　暗褐色土（10YR3/3）締まり弱い、粘性弱い、炭化物・白色粒を
　　やや多く、黄褐色砂質土ブロックを少量、焼土粒を微量、鉄塊を
　　含む砂質土。
２　暗褐色土（10YR3/4）締まり弱い、粘性弱い、炭化物・白色粒を
　　やや多く、中白色砂岩ブロック・鉄滓・炉壁を少量、黄褐色砂質
　　土ブッロクを微量含む砂質土。
３　褐色土（10YR4/4）締まり弱い、粘性弱い、炭化物・白色粒を微
　　量、黄褐色砂質土ブロック・鉄滓・炉壁を少量を含む砂質土。

Ｄ－５号土坑
１　褐色土（10YR4/4）締まり弱い、粘性弱い、白色粒・黄褐
　　色砂質土ブロックをやや多く含む砂質土。

Ｄ－６号土坑
１　暗褐色土（10YR3/4）締まり弱い、粘性弱い、炭化物・白色粒
　　を微量、黄褐色砂質土ブロックを多く含む砂質土。
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　　色粒・黄褐色砂質土ブロックを少量含む砂質土。
２　褐色土（10YR4/4）締まり弱い、粘性弱い、炭化物・白色
　　粒・黄褐色砂質土ブロックを少量含む砂質土。
３　にぶい黄褐色土（10YR4/3）締まり弱い、粘性弱い、炭化
　　物・白色粒・黄褐色砂質土ブロックを少量含む砂質土。
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１　暗褐色土（10YR3/3）締まり弱い、粘性弱い、炭化物・白色粒
　　を少量、黄褐色砂質土ブロックをやや多く含む砂質土。

Ｄ－9号土坑
１　暗褐色土（10YR3/3）締まり弱い、粘性弱い、炭化物・白色粒
　　を微量、黄褐色砂質土ブロックを少量含む砂質土。
２　暗褐色土（10YR3/3）締まり弱い、粘性弱い、炭化物・白色粒・
　　黄褐色粒を微量、黄褐色砂質土ブロックをやや多く含む砂質土。
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　　クを少量含む砂質土。
Ｐ－37号ピット
１　褐色土（10YR4/3）締まり弱い、粘性弱い、白色粒
　　を少量、中ロームブロックをやや多く含む砂質土。
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　　鉄滓をやや多く、焼土粒を少量含む砂質土。
Ｄ－15号土坑
１　黒褐色土（10YR3/1）締まり弱い、粘性弱い、炭化物・炭化材を多量、中総社
　　砂層ブロック・鉄滓を少量、焼土粒を微量含む砂質土。
２　暗褐色土（10YR3/3）締まりやや強い、粘性なし、炭化物・鉄滓を少量・焼土
　　粒を微量、一部粘質土を含む砂質土。
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　　量含む砂質土。

Dー１～６

o626364.indd   43 2016/09/26   17:53:39



－ 44 －

Fig.31　1 号製鉄炉跡・D－12 号土坑
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1 号製鉄炉跡
　掘り方

1 号製鉄炉跡　A・B・D
１　暗褐色土（10YR3/3）締まり有、粘性やや弱い、炭化物中量、焼土粒を少量、黄褐色砂質土小ブロック・白色粒を微量含む砂質土。（D－12 覆土）
２　黒褐色土（10YR2/3）締まり有、粘性やや弱い、炭化物・焼土粒を多量、白色粒・黄褐色砂質土ブロックを少量含む砂質土。
３　黒褐色土（10YR3/3）締まり有、粘性やや弱い、炭化物・焼土粒を多量、白色粒・黄褐色砂質土ブロック・砂鉄を少量を含む砂質土。
　　炉本体部では砂鉄が小ブロック状に含まれている。
４　にぶい黄褐色土（10YR4/3）締まり有、粘性有、炭化物・焼土小ブロック・炉壁・鉄滓を多量に含む、黄褐色粒を少量、白色粒を微量含む砂質土。
５　黒褐色土（10YR2/2）締まり有、粘性弱い、炭化物・焼土小ブロック・鉄滓を多量に含む砂質土。
　　D－12 付近では砂鉄が多量に含まれる。
６　にぶい黄褐色土（10YR4/3）締まり弱い、粘性弱い、炭化物・焼土小ブロック・黄褐色砂質土ブロックをやや多く、黄褐色土粒を多量、白色粒を
　　少量含む砂質土。
７　暗黒褐土（10YR3/3）締まり有、粘性やや弱い、焼土粒・炉壁・鉄滓を多量、炭化物・黄褐色砂質土ブロックを少量含む砂質土。　
８　にぶい黄褐色土（10YR4/3）締まり・粘性有、炭化物・焼土粒を少量、白色粒を微量含む砂質土。
９　灰黄褐色土（10YR5/2）締まり・粘性強い、炭化物を少量、焼土粒を微量、黄褐色砂質土ブロックを微量含む砂質土。
10　褐色土（10YR4/4）締まり・粘性有、炭化物・焼土粒を微量、白色粒を少量含む砂質土。
11　黄褐色土（10YR5/6）締まり有、粘性弱い、黒色土ブロック・黄褐色砂質土ブロックを多量、白色粒を少量含む砂質土。

1号製鉄炉跡
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Fig.32　１号製鉄炉跡構成図
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FIg.33　（64）出土遺物、製鉄関連遺物①

P－21－２

P－21－１

P－21 P－24D－４ 遺構外

１号製鉄炉跡

製鉄関連遺物
D－４

遺構外

１号製鉄炉跡
炉壁
上段

炉壁
中段

炉壁
下段（送風孔付近）

Ｐ－24－１

０ ２㎝1：1

０ 10㎝1：3

１号製鉄炉跡－２（1/1） 遺構外－１
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Fig.34　製鉄関連遺物②
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Tab. ７　元総社蒼海遺跡群（64）土坑・ピット計測表
 遺構名    位　置 長軸 短軸 深さ 平面形状  遺構名    位　置 長軸 短軸 深さ 平面形状  遺構名    位　置 長軸 短軸 深さ 平面形状

Ｄ－１ X229、Y153 1.12 0.93 0.81 長方形 Ｐ－６ X229、Y152 0.27 0.25 0.12 円形 P － 26 X233、Y152 0.37 0.36 0.18 円形

Ｄ－２ X230・231、Y152 2.04 1.62 0.14 長方形 Ｐ－７ X229、Y152 0.25 0.22 0.23 円形 P － 27 X233、Y152 0.45 0.41 0.10 円形

Ｄ－３ X232、Y153 1.07 0.88 0.35 長方形 Ｐ－８ X229、Y152 0.28 0.27 0.18 円形 P － 28 X233、Y153 0.39 0.24 0.11 楕円形

Ｄ－４ X232、Y153 1.92 1.92 0.56 円形 Ｐ－９ X229、Y151 0.33 0.23 0.12 楕円形 P － 29 X233、Y152 0.45 0.35 0.10 楕円形

Ｄ－５ X231、Y151 1.13 1.03 0.14 円形 Ｐ－ 10 X230、Y152 0.64 0.48 0.16 楕円形 P － 30 X232、Y152 0.30 0.27 0.17 円形

Ｄ－６ X230・231、Y151 1.65 0.90 0.34 長方形 Ｐ－ 11 X231、Y151 0.52 0.43 0.19 楕円形 P － 31 X232、Y152 0.32 0.31 0.25 円形

Ｄ－７ X230、Y151・152 2.12 1.39 0.54 楕円形 Ｐ－ 12 X232、Y151 0.36 0.28 0.13 楕円形 P － 32 X232、Y151 0.31 0.26 0.24 円形

Ｄ－８ X234、Y151・152 0.74 0.73 0.19 円形 Ｐ－ 13 X232、Y151 0.25 0.23 0.14 円形 P － 33 X232、Y152 0.34 0.28 0.23 円形

Ｄ－９ X234、Y152 0.76 0.64 0.32 楕円形 Ｐ－ 14 X232、Y151 0.28 0.17 0.17 楕円形 P － 34 X231、Y151 0.53 0.31 0.12 楕円形

Ｄ－ 10 X234、Y152 0.66 0.65 0.26 円形 Ｐ－ 15 X232、Y151 0.43 0.23 0.16 楕円形 P － 35 X232、Y151 0.61 0.32 0.22 楕円形

Ｄ－ 11 X231、Y153 0.95 0.94 0.14 円形 Ｐ－ 16 X232、Y151 0.30 0.25 0.17 楕円形 P － 36 X232、Y151 0.51 0.38 0.09 楕円形

Ｄ－ 12 X230、Y154 0.58 0.48 0.44 円形 Ｐ－ 17 X232、Y151 0.59 0.47 0.07 不整形 P － 37 X234、Y152 0.36 0.35 0.28 円形

Ｄ－ 13 欠番 Ｐ－ 18 X232、Y151 0.36 0.27 0.19 楕円形 P － 38 X234、Y152 0.42 0.37 0.21 円形

Ｄ－ 14 X229・230、Y154 （0.94） 1.26 （0.32） 楕円形 Ｐ－ 19 X232、Y151 0.30 0.29 0.11 方形 P － 39 X234、Y151・152 0.41 0.37 0.12 円形

Ｄ－ 15 X229、Y154 （1.41） （1.04） （0.42） 楕円形 Ｐ－ 20 X232、Y152 0.32 0.19 0.24 円形 P － 40 X234、Y152 0.32 0.26 0.62 円形

Ｐ－１ X229、Y153 0.47 0.35 0.24 楕円形 Ｐ－ 21 X232、Y152 0.61 0.48 0.24 楕円形 P － 41 X234、Y152 0.57 0.42 0.47 楕円形

Ｐ－２ X229、Y153 0.32 0.28 0.18 円形 Ｐ－ 22 X232、Y151・152 0.82 0.45 0.36 楕円形 P － 42 X231、Y151 0.43 0.34 0.32 楕円形

Ｐ－３ X229、Y153 0.28 0.24 0.19 楕円形 Ｐ－ 23 X232、Y151 0.47 0.38 0.13 楕円形 P － 43 X234、Y152 0.43 0.34 0.32 楕円形

Ｐ－４ X229、Y152 0.32 0.32 0.35 円形 Ｐ－ 24 X233、Y152 0.55 0.43 0.24 長方形

Ｐ－５ X229、Y152 0.48 0.48 0.40 円形 P － 25 X233、Y151 0.40 0.36 0.17 円形

Tab. ８　元総社蒼海遺跡群（64）出土遺物観察表
D －４
No 出土位置 種別、器種 口径 底径 高さ 胎土 焼成 色調 器形、成・整形、文様等の特徴 残存状況・備考
１ 覆土 土師器

甕か 〔12.4〕 丸底 （10.3） 白・黒色粒、石英
チャート粗粒 良好 にぶい褐色

明赤褐色
体部～底部ヘラケズリ。体部上位は表面が剥離。
体部～底部ヘラナデ及びユビナデ。 体部中位～底部残存。

P － 21
No 出土位置 種別 直径 厚さ 穿孔径 材質 重量 銭種、鋳造年等 残存状況・備考
１ 覆土 銭貨 2.5 0.1 0.65 銅 3.0 ｇ 開元通宝（996 年初鋳） 完存。

２ 覆土 銭貨 2.4 0.1 0.75 銅 2.7 ｇ 元豊通宝（1078 年初鋳） 完存。
孔の整形が粗い。私鋳銭。

P － 24
No 出土位置 種別、器種 口径 底径 高さ 胎土 焼成 色調 器形、成・整形、文様等の特徴 残存状況・備考
１ 底面 須恵器

坏 11.3 4.8 4.4 白色粒 酸化焔 浅黄橙色
浅黄橙色

口縁部ヨコナデ、以下ロクロナデ、底部回転糸切り。
口縁部ヨコナデ、以下ロクロナデ。 完存。

１号製鉄炉跡
No 出土位置 種別、器種 口径 底径 高さ 胎土 焼成 色調 器形、成　　・整形、文様等の特徴 残存状況・備考

１ P １ 土師器
坏 〔12.4〕 丸底 （2.4） 白色粒、雲母 良好 褐色

褐色
口縁部ヨコナデ、以下ヘラケズリ。
口縁部ヨコナデ、以下ユビナデ。 破片。

No 出土位置 種別 直径 厚さ 穿孔径 材質 重量 成・整形、文様等の特徴 残存状況・備考

２ H-11
上層

石製品
臼玉 0.55 0.3 0.2 滑石 0.2g 表・裏・側面には整形時の摩痕が顕著。 完存。

Fig.35　製鉄関連遺物③
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遺構外
No 出土位置 種別、器種 長さ 幅 厚さ 材質 焼成 色調 重量 成・整形等の特徴 残存状況・備考
１ 確認面 鉄製品

釘 1.9 1.4 0.3 鉄 ‐ ‐ 19.9 ｇ - 完存。

Tab. ９　元総社蒼海遺跡群（64）製鉄関連遺物観察表
D －４
No 出土位置 種別 長さ 幅 厚さ 重量 特徴等
１ 覆土

中位 炉壁 13.3 11.8 3.4 170.8 ｇ 内面は紫黒色に滓化。外面下半は表面酸化。胎土にはスサを多量に含む。内面から厚さ約１cm が発泡している。
送風孔の上部か。

遺構外
No 出土位置 種別 長さ 幅 厚さ 重量 特徴等
２ 調査区

表採
炉壁

上部か 11.8 9.6 9.4 253.9 内面が被熱しており、炉壁の上部の可能性があるが他の炉壁と質感が大きく異なる。製鉄炉の炉壁であるとすれば、他と質感が異なるのは特異な残存状況の
ためか。鍛冶炉壁など製鉄炉ではない炉構築材の可能性もある。

１号製鉄炉跡
No 出土位置 種別 長さ 幅 厚さ 重量 特徴等
１ 西排滓土坑

下層
炉壁
上段 3.2 3.1 2.45 18.1 ｇ 内面は被熱しているが、滓化していない。外面はやや赤色酸化。胎土はスサを多量に含む。

２ 東排滓土坑
下層

炉壁
上段 8.2 7.3 3.1 86.3 ｇ MO －１を参照。

３ 東排滓土坑
下層

炉壁
中段 6.9 2.1 2.1 17.4 ｇ 内面は被熱により滓化・発泡。外面は還元。胎土はスサを多量に含む。

４ 東排滓土坑
下層

炉壁
中段 7.4 5.7 2.9 39.3 ｇ 内面は紫黒色に滓化。外面は還元。胎土はスサを多量に含む。内面から厚さ約１cm が滓化・発泡している。やや下段気味か。

５ 東排滓土坑
下層

炉壁
中段 9.3 6.7 2.9 62.6 ｇ 内面は紫黒色に滓化。外面下半は赤色酸化。胎土はスサを多く含む。内面から厚さ約 1.4cm が発泡している。やや下段気味。送風孔の上部か。

６ 東排滓土坑
下層

炉壁
中段 5.5 4.7 1.9 24.2 ｇ 内面は紫黒色に滓化。外面は還元。胎土はスサを多量に含む。内面から厚さ約 0.5cm は発泡している。中段やや上位か。

７ 東排滓土坑
下層

炉壁　下段
（送風孔付近） 6.7 6.3 2.7 29.9 ｇ 内面は紫黒色に滓化。垂れが生じている。外面は赤色酸化。胎土はスサを多量に含む。内面から厚さ約 0.5cm は滓化・発泡している。送風孔付近か。

８ 東排滓土坑
下層

炉壁　下段
（送風孔付近） 8.6 7.0 3.25 74.8 ｇ 内面は滓化し全面に垂れが生じている。表面は暗紫灰～暗青灰色である。炉壁の胎土には、長さ３cm 程の多量スサが混入している。

炉の内面から厚さ９mm 程度は滓化・発泡し、その外側は酸化している。送風孔周辺か。

９ 東排滓土坑
下層

炉壁　下段
（送風孔付近） 6.9 4.0 4.8 50.9 ｇ 内面は紫黒色に滓化。外面は赤色酸化。胎土はスサを多量に含む。内面から厚さ約 2.2cm は滓化している。送風孔付近か。

10 東排滓土坑
下層

炉壁　下段
（送風孔付近） 7.9 7.3 3.5 72.0 ｇ 内面はガラス化している。外面は赤色酸化。胎土はスサを多量に含む。内面から厚さ約 0.6cm がガラス化している。送風孔付近か。

11 東排滓土坑
下層

炉壁
下段 7.4 9.6 5.2 150.6 ｇ 内面は激しく滓化し、全面が凸凹のある垂れが生じている。表面は暗紫灰～暗青灰色である。炉壁の胎土にはスサが多量に混入して

いる。炉の内面から 22mm 程度は滓化・発泡し、その外面は還元している。

12 東排滓土坑
下層

炉壁
下段 10.8 7.9 4.1 176.2 ｇ 内面は紫黒色に滓化。垂れが生じている。外面は赤色酸化。胎土はスサを多量に含む。内面から厚さ約 2.5cm は滓化している。送風孔付近か。

13 東排滓土坑
下層

炉壁
下段 9.4 6.8 4.5 174.7 ｇ 内面は紫黒色に滓化。内側に被熱曲りしている。外面はやや還元しており、部分的に酸化。胎土はスサを多量に含む。

14 東排滓土坑
下層

炉壁
下段 8.1 7.3 6.2 189.6 ｇ 内面は約４cm 厚くガラス化しており、木炭痕が観察できる。外面はやや還元しており、部分的に酸化している箇所がある。胎土はスサを多量に含む。下段下

位か。

15 西排滓土坑
下層 炉内滓 5.1 4.4 2.2 22.1 ｇ 木炭痕と小鉄塊を含む炉内滓。炉壁起源の垂れが生じている。

16 西排滓土坑
下層 炉底滓 11.5 7.7 4.1 264.4 ｇ 上面上位に小鉄塊が生じた滓主体の炉底滓。木炭痕と気泡が内在する。

17 西排滓土坑
下層 炉底滓 9.8 9.1 6.8 740.8 ｇ 光沢のある灰褐色を呈する滓質が密な炉底滓。小鉄塊が内在し、炉床土が付着している。

18 西排滓土坑
下層 炉底滓 9.2 6.2 7.3 499.9 ｇ 光沢のある灰褐色を呈する滓質が密な炉底滓。小鉄塊が内在し、炉床土が付着している。

19 西排滓土坑
底面 鉄塊系遺物 2.7 2.1 2.0 17.2 ｇ 放射割れが生じた鉄塊系遺物。下面上半に滓が付着。

20 西排滓土坑
底面 鉄塊系遺物 3.9 2.9 2.3 34.1 ｇ MO －６を参照。

21 東排滓土坑
下層 流動滓 9.1 4.3 2.0 86.9 ｇ 幅約２cm を呈する小型の流動滓。滓質は密で気泡はほとんどない。

22 東排滓土坑
下層 流動滓 6.2 5.4 2.7 120.9 ｇ 厚さ約 2.5cm の流動滓片。流れ皺が生じている。気泡はほとんどなく流動性が高い。

23 西排滓土坑
底面 流動滓 8.6 7.1 3.7 206.5 ｇ 幅約８cm の小型の流動滓。滓質は密で気泡は内在する。流動性が高い。

24 東排滓土坑
下層 流動滓 10.1 8.4 3.6 292.2 ｇ 幅約 3.5cm の流動滓の先端。滓質は密で気泡がほとんどない。上面は青紫色。

25 東排滓土坑
下層 流動滓 9.1 7.7 4.9 332.0 ｇ 厚さ約 3.5cm の流動滓片。滓質は密で気泡が多く内在する。

26 H‐６
下層 流動滓 13.4 10.9 7.2 842.4 ｇ 厚さ約 6.5cm の流動滓片。滓質は密で気泡が多く内在する。炉壁片を噛み込んでいる。

27 東排滓土坑
下層 流動滓 13.3 12.4 3.5 672.8 ｇ MO －４を参照。

28 西排滓土坑
底面 流動滓 10.5 8.2 5.7 576.3 ｇ MO －５を参照。

29 西排滓土坑
底面 流動滓 8.5 6.7 5.3 142.8 ｇ 流動性の高い流動滓。気泡が多く内在し、炉壁片や砂粒を噛み込んでいる滓質は粗い。

30 西排滓土坑
底面 流動滓 7.4 7.0 5.1 188.1 ｇ 流動性の高い流動滓。気泡が多く内在し、炉壁片や砂粒を噛み込んでいる滓質は粗い。

31 西排滓土坑
底面 流動滓 8.2 7.4 6.0 375.7 ｇ やや粘性の高い流動滓。気泡がわずかに内在し、炉壁片や砂粒が付着している。滓質は密。

32 西排滓土坑
底面 単位流動滓 4.7 2.5 1.6 7.0 ｇ 上面は蒼紫色。下面には炉壁片などが付着している。流動性は高い。

33 西排滓土坑
底面 単位流動滓 6.1 1.8 1.1 13.6 ｇ 上・下面ともに青紫色。流動性が高い。

34 東排滓土坑
下層 流出孔滓 10.1 5.7 2.8 108.7 ｇ 上面平坦で青紫色。下面は断面円形で炉床土が付着している。炉底塊周辺に生じる溝状の滓か。

35 西排滓土坑
底面 流出孔滓 7.7 6.3 3.1 149.8 ｇ 上面平坦で青紫色。下面は断面円形で炉床土が付着している。炉底塊周辺に生じる溝状の滓か。

36 H‐６
下層 流出孔滓 13.9 5.9 4.3 307.3 ｇ 上面平坦で青紫色。下面は断面円形で炉床土が付着している。炉底塊周辺に生じる溝状の滓か。

－ 49 －
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Ⅵ　元総社蒼海遺跡群（64）出土製鉄関連遺物の分析調査
日鉄住金テクノロジー（株）

八幡事業所・TAC センター

大澤正己・鈴木瑞穂

　１．いきさつ

　元総社蒼海遺跡群（64）は群馬県前橋市に所在する。発掘調査に伴い、古代の製鉄炉跡が 1 基検出された。両

端に排滓土坑を持つ箱形炉と推定される。当炉での鉄生産の実態を検討する目的から、調査を実施する運びと

なった。

　２．調査方法

　２－１．供試材

　Table1 に示す。出土製鉄関連遺物計 4 点の調査を行った。

　２－２．調査項目

　（１）肉眼観察

　分析調査を実施する遺物の外観の特徴など、調査前の観察所見を記載した。

　（２）マクロ組織

　顕微鏡埋込み試料の断面全体を低倍率で撮影したものを指す。広い範囲で試料の形状や組織の分布状態などを

観察できる。

　（３）顕微鏡組織

　鉱滓の鉱物組成や金属部分の組織観察などを目的とする。金属反射顕微鏡を用い、特徴的・代表的な視野を選

択して写真撮影を行った。金属鉄の腐食（Etching）には、3% ナイタル（硝酸アルコール液）を用いた。

　（４）EPMA（Electron Probe Micro Analyzer）調査

　日本電子㈱製 JXA-8800RL（波長分散型 5 チャンネル）にて含有元素の定性・定量分析を実施した。定量分析

は試料電流 2.0 × 10 － 8 アンペア、ビーム径 3μm、補正法は ZAF に従った。反射電子像（COMP）は、調査面

の組成の違いを明度で表示するものである。また元素の分布状態を把握するため、反射電子像に加え、特性 X

線像の撮影も適宜行った。

　（５）化学組成分析

　供試材の分析は次の方法で実施した。

　全鉄分（Total Fe）、金属鉄（Metallic Fe）、酸化第一鉄（FeO）：容量法。

　炭素（C）、硫黄（S）、：燃焼容量法、燃焼赤外吸収法

二酸化硅素（SiO2）、酸化アルミニウム（Al２ O３ ）、酸化カルシウム（CaO）、酸化マグネシウム（MgO）、酸

化カリウム（K2O）、酸化ナトリウム（Na２ O）、酸化マンガン（MnO）、二酸化チタン（TiO2）、酸化クロム

（Cr2O3）、五酸化燐（P2O5）、バナジウム（V）、銅（Cu）、二酸化ジルコニウム（ZrO2）、砒素（As）：

ICP（Inductively Coupled Plasma Emission Spectrometer）法 ：誘導結合プラズマ発光分光分析。
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　３．調査結果

　MO － 1：炉壁

　（１）肉眼観察：強い熱影響を受けて、内面が黒色ガラス質化した炉壁片（86.3g）である。また内面表層に

は茶褐色の銹化鉄が点々と付着する、なかには弱い着磁性を持つ箇所もある。炉壁粘土は灰褐色の粘土質で、短

く切ったスサが多量に混和されている。

　（２）顕微鏡組織：Photo.1 ①～③に内面のガラス質滓部分を示す。表層には灰褐色多角形結晶マグネタイト

（Magnetite:FeO･Fe2O3）が晶出する。微細な不定形・粒状灰白色部は銹化鉄である。またガラス質滓中には、

熱影響を受けた砂粒（石英・長石類など）が点在する。これは炉壁粘土中に混和されたものと判断される。

　（３）化学組成分析：Table2 に示す。強熱減量（Ig loss）は 1.67% と低値であった。強い熱影響を受けて、

結晶構造水が飛散した状態である。鉄分（Fe2O3）は 7.06% と高値である。分析にあたって内面表層は除去して

いるが、全体にガラス質化が進んでいるため、滓中の鉄分の影響を受けた可能性が高いと考えられる。またアル

ミナ（Al２ O３ ）は 20.19% と高値傾向を示す。

　（４）耐火度：1120℃であった。

当炉壁は耐火性に寄与するアルミナ（Al２ O３ ）の割合は高いが、古代の製鉄炉の炉壁としては若干低めの耐火性

状といえる。上述したようにガラス滓中の鉄分の影響があり、炉壁本来の耐火性より低めの値となった可能性が

考えられる。

  　MO － 4：流動滓

　（１）肉眼観察：上面が滑らかな流動状で、操業中に炉外に排出された製錬滓の破片（672.8g）である。表面

に微細な炉壁片が固着する。短軸側の側面 2 面は破面で、大小の気孔が少量点在するが、緻密で重量感のある滓

である。

　（２）顕微鏡組織：Photo.1 ④～⑥に示す。淡茶褐色多角形結晶ウルボスピネル（Ulvöspinel：2FeO･TiO2）、

淡灰色柱状結晶ファヤライト（Fayalite：2FeO･SiO2）が晶出する。砂鉄製錬滓に最も一般的な晶癖といえる。

また滓中に点在する微細な明白色粒は金属鉄である。

　（３）化学組成分析：Table2 に示す。全鉄分（Total Fe）40.96% に対して、金属鉄（Metallic Fe）0.23%、

酸化第 1 鉄（FeO）46.82%、酸化第 2 鉄（Fe２ O３ ）6.21% の割合であった。造滓成分（SiO2 ＋ Al２ O３ ＋ CaO ＋

MgO ＋ K2O ＋ Na2O）の割合は 37.32% と高く、塩基性成分（CaO ＋ MgO）も 6.46% と高め傾向を示す。製鉄

原料の砂鉄（含チタン鉄鉱
（１）

）起源の二酸化チタン（TiO2）は 6.22%、バナジウム（V）が 0.25% であった。また

酸化マンガン（MnO）は 0.48%、銅（Cu）は＜ 0.01% と低値であった。

以上の鉱物・化学組成から、当鉄滓は砂鉄製錬滓に分類される。

　MO － 5：流動滓

　（１）肉眼観察：上面が滑らかな流動状で、操業中に炉外に排出された製錬滓の破片（576.3g）である。表面

に微細な炉壁片が固着する。短軸両端は破面であるが、片側は小破面で端部付近の破片と推定される。中小の気

孔が散在するが、緻密で重量感のある滓である。

　（２）顕微鏡組織：Photo.2 ①～③に示す。淡茶褐色多角形結晶ウルボスピネル、淡灰色柱状結晶ファヤライ

トが晶出する。砂鉄製錬滓の晶癖である。また下面表層側には、被熱砂鉄粒子が複数混在する。③の左側の灰褐

色粒はその拡大で、格子状の離溶組織を持つ含チタン鉄鉱である。

　（３）化学組成分析：Table2 に示す。全鉄分（Total Fe）45.16% に対して、金属鉄（Metallic Fe）0.60%、酸

化第 1 鉄（FeO）50.45%、酸化第 2 鉄（Fe2O3）7.65% の割合であった。造滓成分（SiO２ ＋ Al２ O３ ＋ CaO ＋ MgO
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＋ K2O ＋ Na2O）の割合は 32.10% と高めで、塩基性成分（CaO ＋ MgO）も 6.16% と高め傾向を示す。製鉄原

料の砂鉄（含チタン鉄鉱）起源の二酸化チタン（TiO2）は 6.00%、バナジウム（V）が 0.24% であった。また酸

化マンガン（MnO）は 0.46%、銅（Cu）は＜ 0.01% と低値である。

当鉄滓も流動滓（MO － 4）とよく似た鉱物・化学組成であり、砂鉄製錬滓に分類される。

　

　MO － 6：鉄塊系遺物

　（１）肉眼観察：表面が茶褐色の鉄銹化物で覆われた、小形の鉄塊系遺物（34.1g）である。表面には小さな

凹凸があり、微細な木炭破片が少量付着する。また特殊金属探知器の M（◎）で反応があり、内部には金属鉄

が残存すると推定される。

  （２）マクロ組織：Photo.2 ④に示す。素地の暗灰色部は製錬滓で、内部に不定形の微細な金属鉄、およびそ

の銹化物が多数散在する。また表面には土砂が付着しており、そのなかには微細な木炭破片や多数の砂鉄粒子が

観察される。

  （３）顕微鏡組織：Photo.2 ⑤⑥～ Photo.3 ①②に示す。Photo.2 ⑤の暗灰色部は滓部で、淡茶褐色多角形結晶

ウルボスピネルが晶出する。砂鉄製錬滓の晶癖である。また明白色部は金属鉄である。素地は白色のフェライト

（Ferrite：α鉄）で、黒色層状のパーライト（Pearlite）が少量晶出する。この部分は鉄中の炭素含有率が低く、

0.1% 未満と推定される。一方⑥は最もまとまりのよい金属鉄部の拡大である。表層部分には白色針状のフェラ

イトが析出するが、中央はほぼ全面黒色層状のパーライト（Pearlite）組織を呈する。この部分では鉄中の炭素

含有率は最大で 0.8% 程度と推定される。

　Photo.3 ①中央は微細な木炭破片である。内部には導管が分布しており、広葉樹材の黒炭と推定される。また

左下の灰褐色粒は砂鉄で、②の箇所でも多数の砂鉄粒子（含チタン鉄鉱）が観察される。

  （４）EPMA 調査：Photo.3 ③に金属鉄部の反射電子像（COMP）を示す。鉄中に点在する微小黄褐色部は、

特性X線像では硫黄（S）に強い反応がある。定量分析値は66.7%Fe－30.2%S（分析点1）、66.1%Fe－33.0%S（分

析点 2）であった。硫化鉄（FeS）に同定される。

　Photo.3 ④は滓部の反射電子像（COMP）を示す。滓中の微細な白色針状結晶と淡茶褐色多角形結晶は特性 X

線像ではチタン（Ti）に強い反応がある。白色針状結晶の定量分析値は 29.6%FeO － 38.9%TiO2 － 2.1%V2O3 －

9.8%SiO2 － 3.9%Al２ O３ － 2.2%CaO － 5.5%MgO（分析点 3）であった。白色針状結晶は非常に微細なため、測定

値は周囲のガラス質滓の影響を受けた値となっている。結晶はイルミナイト（Ilmenite：FeO･TiO2）に近い組

成の鉄チタン酸化物と推定される。また淡茶褐色多角形結晶の定量分析値は 46.6%FeO － 32.1%TiO2 － 5.1%V2O3

－ 1.1%MnO － 5.8%Al２ O３ － 8.4%MgO（分析点 4）であった。ウルボスピネル（Ulvöspinel：2FeO･TiO2）に近

い組成の化合物である。

　Photo.3 ⑤は付着砂鉄の反射電子像（COMP：Photo.3 ②右上の砂鉄粒子の拡大）である。微細な淡黄色鉱物は、

特性 X 線像では硫黄（S）に強い反応がある。定量分析値は 56.6%Fe － 3.2%Cu － 38.0%S（分析点 5）であった。

磁硫鉄鉱（Pyrrohtite:Fe1 － XS）に同定される。素地は特性X線像では鉄（Fe）、チタン（Ti）に強い反応がある。

定量分析値は 82.1%FeO － 5.7%TiO2 － 2.2%Al２ O３ － 1.4%MgO（分析点 6）であった。チタン磁鉄鉱（Titano-

magnetite）である。灰色六角形状・柱状鉱物は特性 X 線像ではカルシウム（Ca）、燐（P）に反応がある。定

量分析値は 53.8%Ca － 2.1%F － 36.7%P2O5（分析点 7）であった。燐灰石〔Apatite：Ca5F(PO4) 3〕である。

 当遺物は砂鉄製錬に伴う生成物（含鉄鉄滓）であった。金属鉄部は微細で、炭素含有率は部位によるばらつき

が大きい。低炭素域は 0.1% 未満、高炭素域は最大で 0.8% 程度と推定される。また付着物から　広葉樹材の木炭

が用いられていた。砂鉄は含チタン鉄鉱であることが確認された。
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註
（１）木下亀城・小川留太郎『岩石鉱物』保育社　1995

　チタン鉄鉱は赤鉄鉱とあらゆる割合に混じりあった固溶体をつくる。（中略）チタン鉄鉱と赤鉄鉱の固溶体には、チタン鉄鉱あるいは赤鉄鉱の結晶をなし、全

体が完全に均質なものと、チタン鉄鉱と赤鉄鉱が平行にならんで規則正しい縞状構造を示すものとがある。チタン鉄鉱は磁鉄鉱とも固溶体をつくり、これにも均

質なものと、縞状のものとがある。（中略）このようなチタン鉄鉱と赤鉄鉱、または磁鉄鉱との固溶体を含チタン鉄鉱 Titaniferous iron ore という。

（２）『西野原遺跡（5）（7）』（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　2010

（３）『峯山遺跡Ⅱ』（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　2010

－ 53 －

　４．まとめ

　元総社蒼海遺跡群（64）で検出された 1 号製鉄炉跡に伴う、出土関連遺物を調査した結果、次の点が明らかと

なった。

　〈１〉今回調査を実施した鉄滓 2 点（MO － 4、5）は、ともに砂鉄製錬滓に分類される。チタン（TiO2）含

有率は 6% 台とやや低めであるが、群馬県下の西野原遺跡
（２）

、峯山遺跡
（３）

の砂鉄・砂鉄焼結塊のチタン含有率も 6 ～

7% である。地域周辺に賦存する、火山岩起源の砂鉄（含チタン鉄鉱）を採取して、製鉄原料としていた可能性

が高いと考えられる。

　〈２〉鉄塊系遺物（MO － 6）表面には、砂鉄粒子が多数付着している。熱影響を受けた痕跡がほとんどなく、

操業中に製鉄炉の周辺に飛散したものと推測される。EMPA を用いて、付着砂鉄（チタン磁鉄鉱）の定性・定

量分析を行ったところ、粒内には微細な磁硫鉄鉱（Pyrrohtite:Fe1 － XS）、燐灰石〔Apatite：Ca5F(PO4) 3〕な

どが確認された。これらの脈石鉱物は、高温製錬に伴い主要元素の硫黄（S）、燐（P）が生成中に移行した場合、

鍛冶作業時の鍛接不良や製品の脆化などの要因となる。

　表面に付着した木炭破片から、当遺跡では燃料に広葉樹材の黒炭を用いたことも明らかとなった。

　また金属鉄部は微細で、製錬滓との分離も不十分な状態であった。炭素含有率は部位によるばらつきが大き

く、0.1% から 0.8% 程度の軟鉄～鋼と推定される。

　〈３〉炉壁（MO － 1）耐火性に寄与するアルミナ（Al２ O３ ）の割合は高いが、古代の製鉄炉の炉壁としても

若干低めの耐火性状といえる。ガラス滓中の鉄分の影響を受けた可能性が考えられる。ただし、群馬県下の箱形

炉の炉壁片の耐火度をみると、上述した西野原遺跡、峯山遺跡でもほぼ 1100℃台であった。造滓剤としての役

割を意識して、胎土が選択されていた可能性も考慮する必要がある。
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＊

　
　

　
　

＊
　

　
　

 ＊
　

　
　

 ＊
　

　
　

　
＊

　
　

　
 ＊

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
Σ

＊

符
号

遺
跡

名
遺

構
名

遺
物

名
称

推
定

年
代

全
鉄

分
（

T
ot

al Fe
）

金
属

鉄
(M

et
al

lic Fe
)

酸
化

　
第

1
鉄

（
Fe

O
）

酸
化

　
第

２
鉄

（
Fe

2O
3）

二
酸

化
珪

素
　

（
Si

O
２
）

酸
化

ｱﾙ
ﾐﾆ

ｳﾑ
　

　
　

（
A

l 2O
3）

酸
化

ｶﾙ
ｼｳ

ﾑ　
　

　
（

Ca
O

）

酸
化

ﾏｸ
ﾞﾈ

ｼｳ
ﾑ　

　
（

M
gO

）

酸
化

ｶﾘ
ｳﾑ

（
K

2O
）

酸
化

ﾅﾄ
ﾘｳ

ﾑ　
　

　
（

N
a 2

O
）

酸
化

ﾏﾝ
ｶﾞ

ﾝ　
　

　
（

M
nO

）

二
酸

化
ﾁﾀ

ﾝ　
　

　
（

T
iO

2）

酸
化

ｸﾛ
ﾑ

（
Cr

2O
3）

硫
黄

（
S）

五
酸

化
燐

（
P 2

O
5）

強
熱

減
量

（
Ig

 
lo

ss
）

炭
素

（
C）

ﾊﾞ
ﾅｼ

ﾞｳ
ﾑ

（
V

）
銅

（
Cu

）
二

酸
化

ｼﾞ
ﾙｺ

ﾆｳ
ﾑ　

（
Zr

O
2）

砒
素

（
A

s）
耐

火
度

（
℃

）
造

滓
成

分
造

滓
成

分

T
ot

al
 F

e

T
iO

2

T
ot

al
 F

e

注

Ｍ
Ｏ

-１

元
総

社
蒼

海

遺
跡

群
（

64
）

１
号

製
鉄

炉

炉
壁

（
上

段
）

７
～

８
ｃ

7.1
7

0.1
7

2.6
6

7.0
6

57
.53

20
.19

3.7
6

1.7
8

0.4
5

1.9
4

0.0
9

0.6
3

0.0
8

0.0
24

0.1
4

1.6
7

0.5
3

0.0
3

<0
.01

－
－

11
20

85
.65

11
.94

6
0.0

88

Ｍ
Ｏ

-４
流

動
滓

40
.96

0.2
3

46
.82

6.2
1

22
.05

7.8
5

3.0
1

3.4
5

0.4
8

0.4
8

0.4
8

6.2
2

0.0
5

0.0
54

0.4
0

－
＜

0.0
1

0.2
5

＜
0.0

1
0.0

1
＜

0.0
1

－
37

.32
0.9

11
0.1

52

Ｍ
Ｏ

-５
流

動
滓

45
.16

0.6
0

50
.45

7.6
5

18
.06

6.8
8

3.2
9

2.8
7

0.5
4

0.4
6

0.4
6

6.0
0

0.0
5

0.0
39

0.4
4

－
0.0

2
0.2

4
＜

0.0
1

0.0
1

＜
0.0

1
－

32
.10

0.7
11

0.1
33

   
   

  

Ta
bl
e3
　
出
土
遺
物
の
調
査
結
果
ま
と
め

符
号

　
遺

跡
名

出
土

位
置

遺
物

名
称

推
定

年
代

顕
微

鏡
組

織
化

学
組

成
（

％
）

所
見

T
ot

al
 

Fe
Fe

2O
3

塩
基

性
成

分
 T

iO
2

V
M

nO
造

滓
成

分
Cu

Ｍ
Ｏ

-１

元
総

社
蒼

海

遺
跡

群
（

64
）

１
号

製
鉄

炉

東
排

滓
土

坑
下

層

炉
壁

（
上

段
）

７
～

８
ｃ

内
面

表
層

：
ガ

ラ
ス

質
滓

、
被

熱
砂

粒
（

石
英

・
長

石
類

混
在

）
滓

部
：

Ｍ
、

銹
化

鉄
7.1

7
7.0

6
5.5

4
0.6

3
0.0

3
0.0

9
85

.65
＜

0.0
1

耐
火

度
：

11
20

℃
、

や
や

耐
火

性
の

低
い

性
状

Ｍ
Ｏ

-４
流

動
滓

滓
部

：
Ｕ

＋
Ｆ

、
微

小
金

属
鉄

粒
40

.96
6.2

1
6.4

6
6.2

2
0.2

5
0.4

8
37

.32
＜

0.0
1

製
錬

滓
（

原
料

：
砂

鉄
）

Ｍ
Ｏ

-５
１

号
製

鉄
炉

西
排

滓
土

坑
底

面

流
動

滓
滓

部
：

Ｕ
＋

Ｆ
、

被
熱

砂
鉄

（
含

チ
タ

ン
鉄

鉱
）

45
.16

7.6
5

6.1
6

6.0
0

0.2
4

0.4
6

32
.10

＜
0.0

1
製

錬
滓

（
原

料
：

砂
鉄

）

Ｍ
Ｏ

-６
鉄

塊
系

遺
物

滓
部

：
Ｕ

＋
Ｉ

、
金

属
鉄

部
：

亜
共

析
～

共
析

組
織

、
付

着
木

炭
：

広
葉

樹
材

、
砂

鉄
（

含
チ

タ
ン

鉄
鉱

）
付

着
－

－
－

－
－

－
－

－
金

属
鉄

部
：

炭
素

含
有

率
の

ば
ら

つ
き

が
大

き
い

（
C：

0.1
以

下
～

0.8
前

後
）

   
   

  M
:M

ag
ne

tit
e（

Fe
O

・
Fe

2O
3）

、
U

:U
lv

ös
pi

ne
l（

2F
eO

・
 T

iO
2 ）

、
 F

:F
ay

al
ite

（
2F

eO
・

Si
O

2）
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分
析

資
料

番
号

４
　

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 

出
土

状
況

遺
跡

名
元

総
社

蒼
海

遺
跡

群
（

64
）

遺
物

N
o.

分 析

項
目

滓
胎

土

出
土

位
置

1
号

製
鉄

炉
東

排
滓

土
坑

下
層

時期
：根

拠
出

土
遺

物
：

７
～

８
世

紀
マ

ク
ロ

試
料

記
号

検
   

鏡
：

Ｍ
Ｏ

－
４

化
　

学
：

Ｍ
Ｏ

－
４

放
射

化
：

　
　

－
法 量

長
　

径
 　

　
　

13
.3

㎝

短
　

径
　

 　
　

12
.4

㎝

厚
　

さ
　

　
　

　
3.5

㎝

重
　

量
　

 　
　

67
2.8

g

色
　

調
表

：
紫

青
灰

色
遺

存
度

破
片

検
鏡

硬
度

CM
A

○

地
：

褐
灰

～
褐

色
断

面
樹

脂
－

X
線

回
折

化
学

○

遺
物

種
類

（
名

称
）

流
動

滓
磁

着
度

１
耐

火
度

カ
ロ

リ
ー

メタ
ル度

な
し

放
射

化
X

線
透

過
観

察
所

見
　

滓
質

密
。

比
重

が
高

い
。

流
動

性
の

高
い

滓
で

、
左

断
面

上
部

に
直

径
20

m
m

程
度

の
気

泡
が

見
ら

れ
る

。
上

面
は

紫
黒

色
、

下
面

は
砂

質
土

や
細

か
い

炉
　

　
　

　
　

壁
を

起
源

と
す

る
粗

粒
子

が
付

着
し

て
い

る
。

上
下

面
が

生
き

て
お

り
、

左
右

側
面

が
破

面
。

分
析

部
分

　
長

軸
端

部
1/

3
を

直
線

状
に

切
断

し
、

分
析

に
用

い
る

。
残

材
返

却
。

備
　

　
考

　
炉

外
に

流
出

し
た

流
動

滓
で

あ
る

。
滓

質
が

密
で

あ
る

。
化

学
分

析
を

主
体

に
行

い
、

操
業

内
容

や
生

成
鉄

を
推

測
す

る
資

料
と

し
た

い
。

分
析

資
料

番
号

１
　

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 

出
土

状
況

遺
跡

名
元

総
社

蒼
海

遺
跡

群
（

64
）

遺
物

N
o.

分 析

項
目

滓
胎

土

出
土

位
置

1
号

製
鉄

炉
東

排
滓

土
坑

下
層

時期
：根

拠
出

土
遺

物
：

７
～

８
世

紀
マ

ク
ロ

試
料

記
号

検
   

鏡
：

Ｍ
Ｏ

－
１

化
　

学
：

Ｍ
Ｏ

－
１

放
射

化
：

　
　

－
法 量

長
　

径
　

　
　

　
8.2

㎝

短
　

径
　

　
　

　
7.3

㎝

厚
　

さ
　

　
　

　
3.1

㎝

重
　

量
　

　
　

　
86

.3g

色
　

調
表

：
暗

紫
灰

～
暗

青
灰

色
遺

存
度

破
片

検
鏡

硬
度

CM
A

○

地
：

褐
灰

～
褐

色
断

面
樹

脂
－

X
線

回
折

化
学

○

遺
物

種
類

（
名

称
）

炉
壁

（
上

段
）

磁
着

度
１

耐
火

度
カ

ロ
リ

ー
○

メタ
ル度

な
し

放
射

化
X

線
透

過
観

察
所

見
　

内
面

は
滓

化
し

、
表

面
は

暗
紫

灰
～

暗
青

灰
色

で
あ

る
。

炉
壁

の
胎

土
に

は
、

長
さ

３
cm

程
の

ス
サ

が
多

量
に

混
入

し
て

い
る

。
炉

面
か

ら
厚

さ
12

m
m

程
    

　
　

　
　

　
度

は
滓

化
・

発
泡

し
、

そ
の

外
側

は
還

元
し

て
い

る
。

分
析

部
分

　
直

線
状

に
切

断
。

短
軸

端
部

1/
3

を
直

線
状

に
切

断
し

、
分

析
に

用
い

る
。

残
材

返
却

。

備
　

　
考

　
上

段
の

炉
壁

と
し

て
耐

火
度

を
測

定
す

る
。

下
段

の
炉

壁
と

性
状

・
耐

火
度

に
違

い
が

あ
る

か
比

較
検

討
す

る
。
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分
析

資
料

番
号

６
　

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 

出
土

状
況

遺
跡

名
元

総
社

蒼
海

遺
跡

群
（

64
）

遺
物

N
o.

分 析

項
目

滓
胎

土

出
土

位
置

1
号

製
鉄

炉
西

排
滓

土
坑

底
面

時期
：根

拠
出

土
遺

物
：

７
～

８
世

紀
マ

ク
ロ

○

試
料

記
号

検
   

鏡
：

Ｍ
Ｏ

－
６

化
　

学
：

Ｍ
Ｏ

－
６

放
射

化
：

　
　

－
法 量

長
　

径
　

　
　

　
3.9

㎝

短
　

径
　

　
　

　
2.9

㎝

厚
　

さ
　

　
　

 2
.3

㎝

重
量

　
　

　
34

.1
g

色
　

調
表

：
黒

褐
色

遺
存

度
破

片
検

鏡
硬

度
CM

A

○ ○

地
：

暗
灰

褐
色

断
面

樹
脂

○
X

線
回

折
化

学
○

遺
物

種
類

（
名

称
）

鉄
塊

系
遺

物
磁

着
度

１
耐

火
度

カ
ロ

リ
ー

○

メタ
ル度

な
し

放
射

化
X

線
透

過
○

観
察

所
見

　
黒

褐
色

。
内

面
か

ら
錆

が
滲

み
出

て
お

り
、

全
体

に
鉄

分
が

含
有

し
て

い
る

。
外

面
観

察
で

は
滓

部
が

確
認

で
き

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
鉄

塊
系

遺
物

と
し

　
　

　
　

　
た

。
磁

着
が

や
や

強
い

。
切

断
し

て
、

金
属

鉄
の

残
存

が
あ

れ
ば

、
化

学
分

析
を

行
い

た
い

。

分
析

部
分

　
長

軸
端

部
1/

2
を

直
線

状
に

切
断

し
、

メ
タ

ル
部

を
中

心
に

分
析

を
用

い
る

。
残

材
の

切
断

面
に

樹
脂

塗
布

。
残

材
返

却
。

備
　

　
考

　
本

遺
構

出
土

鉄
塊

系
遺

物
で

最
も

金
属

鉄
が

残
存

し
て

い
る

と
推

測
さ

れ
る

資
料

で
あ

る
。

分
析

資
料

番
号

５
　

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 

出
土

状
況

遺
跡

名
元

総
社

蒼
海

遺
跡

群
（

64
）

遺
物

N
o.

分 析

項
目

滓
胎

土

出
土

位
置

1
号

製
鉄

炉
西

排
滓

土
坑

底
面

時期
：根

拠
出

土
遺

物
：

７
～

８
世

紀
マ

ク
ロ

試
料

記
号

検
   

鏡
：

Ｍ
Ｏ

－
５

化
　

学
：

Ｍ
Ｏ

－
５

放
射

化
：

　
　

－
法 量

長
　

径
　

　
　

10
.5

㎝

短
　

径
　

　
　

　
8.2

㎝

厚
　

さ
　

　
　

 5
.7

㎝

重
　

量
　

　
　

57
6.3

g

色
　

調
表

：
紫

黒
色

遺
存

度
破

片
検

鏡
硬

度
CM

A

○

地
：

明
黄

褐
色

断
面

樹
脂

－
X

線
回

折
化

学
○

遺
物

種
類

（
名

称
）

流
動

滓
磁

着
度

１
耐

火
度

カ
ロ

リ
ー

メタ
ル度

な
し

放
射

化
X

線
透

過
観

察
所

見
　

滓
質

密
。

比
重

が
高

い
。

流
動

性
の

低
い

滓
が

下
段

に
あ

り
、

流
動

性
の

高
い

滓
が

、
そ

の
滓

を
包

み
込

む
よ

う
に

覆
っ

て
い

る
。

両
側

面
上

部
に

直
径

２
　

　
　

　
　

～
６

m
m

程
度

の
気

泡
が

見
ら

れ
る

。
上

面
は

紫
黒

色
、

下
面

は
砂

質
土

や
細

か
い

炉
壁

を
起

源
と

す
粗

粒
子

が
付

着
し

て
い

る
。

上
下

面
が

生
き

て
お

り
、

　
　

　
　

　
左

右
側

面
が

破
面

。

分
析

部
分

　
長

軸
端

部
1/

3
～

1/
2

を
直

線
状

に
切

断
し

、
分

析
に

用
い

る
。

残
材

返
却

。

備
　

　
考

　
炉

外
に

流
出

し
た

流
動

滓
で

あ
る

。
滓

質
は

密
で

あ
る

。
化

学
分

析
を

主
体

に
行

い
、

操
業

内
容

や
生

成
鉄

を
推

測
す

る
資

料
と

し
た

い
。

－ 56 －

o626364.indd   56 2016/09/26   17:53:53



 MO-1　炉壁
①内面表層：ガラス質滓、
②表層滓部：マグネタイト、
不定形微細灰褐色部：銹化鉄
③灰色粒：銹化鉄、被熱砂粒
（石英・長石類）

MO-4　流動滓
④～⑥滓部：ウルボスピネル・   
ファヤライト、微小明白色粒：    
金属鉄

Photo.1　炉壁・流動滓の顕微鏡組織　

①

②

③

④

⑤

⑥

②

③

⑤

⑥
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Photo.2　流動滓・鉄塊系遺物の顕微鏡組織

MO-5　流動滓
①～③滓部：ウルボスピネル・
ファヤライト、
下層表層：被熱砂鉄
（含チタン鉄鉱）

MO-6　
鉄塊系遺物
④マクロ組織、ナイタル etch
⑤金属鉄部：亜共析組織、滓部：

ウルボスピネル、

⑥金属鉄部：亜共析組織～共析組

織

Photo.3 ①表層付着砂鉄、木炭破

片（広葉樹材）、②付着砂鉄（含

チタン鉄鉱）

①

②

③

④

⑤

⑥

②③

Photo.3 ②

Photo.3 ①

⑤

⑥
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③金属鉄部、③製錬滓、④付着砂鉄の反射電子像（COMP）および特性Ｘ線像

Photo.3　鉄塊系遺物の顕微鏡組織・EPMA 調査結果

① ②

③

⑤

S

Ti④

SiFe

Ti

SFe P

Ca
・6

・7
・8

・5

・4

・3

・1

・2

Element 1 2

O 0.968 0.765

P 0.001 0.007

S 30.168 32.977

Mn 0.013 -

Fe 66.716 66.103

As - 0.054

Sn 0.053 -

Pb 0.061 -

Ag - 0.028

Ti 0.032 0.012

Cu - 0.015

Ni 0.033 -

V 0.012 0.052

Total 98.057 100.013

Element 3 4
Na2O 0.655 -

MgO 5.492 8.441
Al2O3 3.940 5.805
SiO2 9.755 0.604
P2O5 0.099 -

S 0.022 0.012
K2O 0.438 0.041

CaO 2.183 0.292
TiO2 38.904 32.098
Cr2O3 0.136 0.542

MnO 0.846 1.138

FeO 29.620 46.603
ZrO2 0.052 0.010

SrO 0.065 -

F - 0.372

CuO 0.032 -
V2O3 2.122 5.104

Total 94.361 100.905

Element 5

O 0.238

P 0.011

S 38.006

Mn 0.049

Fe 56.648

Zn 0.176

As 0.059

Sn 0.023

Ag 0.003

Ti 0.278

Cu 3.196

Ni 0.105

V 0.028

Total 98.820

Element 6 7 8
Na2O - - 1.610

MgO 1.372 0.152 0.244
Al2O3 2.187 - 12.212
SiO2 0.119 - 77.033
P2O5 0.018 36.682 0.063

S 0.005 0.115 0.023
K2O - - 0.491

CaO - 53.806 1.987
TiO2 5.691 0.031 0.313
Cr2O3 0.005 0.055 -

MnO 0.520 0.108 0.061

FeO 82.134 1.801 2.464
ZrO2 0.049 0.069 0.023

SrO 0.053 0.075 0.527

F - 2.054 0.639

CuO 0.051 0.039 0.019
V2O3 0.524 0.004 0.023

Total 92.728 94.126 97.463

定量分析値
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　周辺の調査区では多数の住居跡が検出されているのに対し、（81）の方形周溝墓方台部は住居跡の空白域と

なっている。（100）でも同様な傾向がみられる。なお、本調査区の空白域は（83）へ続いている。（62）と（83）

の遺構確認面は総社砂層漸移層から同層上位の標高 117.60 ｍ付近で推移している。北側縁辺は標高 117.60 ｍで、

等高線を南へ追うと（83）のW－１付近で緩やかに南端に向かって調査区が落ち込む。この傾斜部の堆積は（62）

Ｗ－１の堆積状況と類似し、暗褐色の As-C と考えられる白色軽石混入土が堆積しており、（62）W －１に連続

する周溝の可能性がある。この区間約 21 ｍを方台部の推定範囲としたい。

　（81）の方形周溝墓は、方台長 13.5 ｍ、外縁長 19.6 ｍ、（100）の方形周溝墓は、方台長 15.6 ｍ、外縁長 22.5

ｍが推定されている。この２つの方形周溝墓の形状・規模をもとに、本調査区のＷ－１を方形周溝墓として推定

したものが Fig.36 である。（62）の方形周溝墓の規模は方台長 21 ｍ、外縁長 30.6 ｍと推測しておきたい。

元総社蒼海遺跡群（63）
　本調査区では、住居跡 20 軒、溝跡１条、土坑２基、ピット２基を確認している。住居跡の時期は、５世紀後

半が５軒、５世紀末から６世紀初頭が４軒、６世紀前半が７軒、６世紀後半が１軒、11 世紀が２軒、時期不明

が１軒確認されている。H －４・６・７・９・11・12・13・15・16・18・20 は 11 軒重複し、5 世後半から 6 世

Fig.36　（62）周溝の推定図 S=1/1000

方形周溝墓

（81）

（82）

（35）

（62）

（83）

（20）

（81）

（82）

（35）

（62）

（83）

（20）

推定ライン推定ライン

X
292

Y113

X
292

Y113

X
292

Y113

X
292

Y125

X
280

Y113

X
280

Y125

X
280

Y113

X
280

Y125

（83

29

（8（8

　本調査区では溝跡１条、井戸１基、土坑１基、ピット７基を確

認している。

　W －１について　　W －１は確認面において Hr-FA をブロッ

ク状に含有する暗褐色土に被覆され、底面では As-C を主体とす

る暗褐色土の堆積が確認されている。出土遺物は頸部に刻み目の

ある突帯をもつ、古式土師器の壺
（１）

が出土している。なお、覆土か

らは６世紀前半以降の遺物は出土していない。溝の形状は、底面

の凹凸が著しく、コーナー部は浅く緩やかに下り、調査区北西は

一段低いため（外側の立ち上がりは調査区外となるため確認され

ていない）、調査区南半の灰色砂質土面を前方部に想定し、東西

軸の前方後方形周溝墓に付随する周溝として調査が行なわれた
（２）

。

しかし、その後、調査された隣接調査区
（３）

では連続する周溝は検出

されていないため、W －１の性格について再検討を行なう。

　W －１は覆土や出土遺物の傾向から、古墳時代後期には埋没

したと考えられる。周辺調査区では、該当する時期の溝状遺構と

して、（81）と（100）の方形周溝墓があげられる。２つの方形

周溝墓は、方台部が正方形で一辺の長さは 10 ｍを超え、外縁は

円形に近い隅丸方形を呈し、周溝はコーナーが浅く、底面には

As-C 主体の覆土が確認されている。W －１にも類似する様相が

見られ、（81）と（100）と同様な方形周溝墓の可能性が考えら

れる。

Ⅶ　まとめ
　ここでは、調査成果を基に元総社蒼海遺跡群（62）（63）（64）の主たる遺構について検討し、まとめとしたい。

元総社蒼海遺跡群（62）（以下、「元総社蒼海遺跡群」は省略する。）
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紀後半まで繰り返し建て替えが行なわれている様子が窺える。

　南端で確認された W －１の西側は、（７）W －２で確認されている中世の大溝がある。この大溝は、古代の

大溝に平行し、東の延長線上の閑泉樋遺跡でも確認されている。字境にも重なっているのが推測できるため、土

地境と想定されている
（４）

。

元総社蒼海遺跡群（64）  

　本調査区では、住居跡１軒、竪穴状遺構２基、溝跡１条、土坑墓１基、土坑 14 基、ピット 43 基、製鉄炉跡 1

基を確認している。ここでは製鉄炉跡について、まとめと検討を行なう。

　検出された製鉄炉跡は箱形炉であり、東日本に製鉄技術が導入された時期の形状である。群馬県内の箱形炉は

これまでに、三ヶ尻西遺跡・松原田遺跡（市内）、西野原遺跡・峰山遺跡（太田市）で調査されている。そのう

ち、三ヶ尻西遺跡、西野原遺跡、峰山遺跡については、笹澤泰史によって、関連する鍛冶遺構も含め総合的に検

討
（５）

され、時期は順に７世紀中頃、７世紀後半、８世紀前半に比定されている。これらの遺跡は赤城山南麓や赤城

山南東の八王子丘陵・金山丘陵の縁辺に立地する。

　上野で箱形炉が操業された７世紀中頃～８世紀前半の総社・元総社では、宝塔山古墳（７世紀中頃）・蛇穴山

古墳（７世紀後半）の築造、山王廃寺の創建、上野国府の造営等が行なわれていた時期である。

　周辺の鉄生産関連遺構について　本調査区周辺では鉄滓が多く拾えることは昔から知られ、刊行されている報

告書の中には、遺構に伴わないものの製錬滓や羽口等が掲載されているものがあり、鉄滓の分布は広範囲に確認

できる。また、本調査区の台地の反対側にあたる（14）４区では蒼海城堀跡の上層から鉄滓が約 500kg 出土し

ている。この事例からは、近隣の鉄生産関連遺構が蒼海城の地形改変に伴い壊されている可能性も考えられる。

　鍛冶遺構は確認されているものの少ない。そのうち、（40）の鍛冶遺構は住居跡に伴うもので、出土遺物から

８世紀後半と想定され、一般集落に鍛冶遺構が普及する９世紀より若干早い時期と考えられている
（６）

。

　周辺の鉄生産関連遺構は、元総社稲葉遺跡（市内）、鳥羽遺跡（市内）、清里・陣場遺跡（市内・吉岡町）で

確認されている。元総社稲葉遺跡では 10 世紀に想定される製鉄炉跡（小型自立炉）が２基検出されている。鳥

羽遺跡では、連房式鍛冶工房が６棟検出されており、８世紀前半～中頃に該当する事例が多い。清里・陣場遺跡

では10世紀後半の住居跡から土坑状に掘り込まれた炉跡が検出され、鋳型・鉄滓・羽口が出土していることから、

鋳造が行なわれたと想定されている。

　製鉄炉跡の設置方向について　本調査区は榛名山南麓に水源をもつ牛池川の開析によって形成された台地縁辺

に位置する。台地縁辺は北側から牛池川に沿って続いてくるが、調査区の東で西に向きを変え、緩やかに湾曲し

ながら宮鍋神社の方向へ続いて行く。調査区は、この舌状に突出した台地の突端に位置し、現況では製鉄炉跡の

設置方向が等高線に対し、直行する「縦置き」とも平行する「横置き」とも捉えることが可能なため、判断が難

しい。なお、「縦置き」は８世紀前半、「横置き」は７世紀後半と考えられている。

　西排滓土坑は一部調査区外のため全容が把握されていないため、未調査部分で排滓溝の有無を確認してからの

判断が望ましい。もし、排滓溝が付随するならば、「縦置き」となる。

　形状と機能について　炉本体の形状は、平面は長方形を呈し、断面は浅い船底形の掘り込みである。西排滓土

抗は楕円形を呈し、炉本体側に傾斜を持ち、流動滓が出土した位置で底面の深さは最大となる。東排滓土抗は楕

円形を呈し、中央東寄りに大きな石が設置されている。排滓土抗の機能については、流動滓分布状況から主に西

排滓土抗へ排出され、東排滓土抗では炉本体側傾斜面下部に流動滓が確認できるため、流動滓が排出されたと考

えられるが、設置された石の側面には流動滓等の付着は認められない。そのため、東排滓土坑は補助的な排出で

留まり、設置された石を台石として「鉄塊系遺物を含有する鉄滓」の荒割り作業が主に行なわれたと考えられる。

　埋没状況について　上層では細かい鉄滓・炉壁が多く、土器は出土しているがほとんどが爪程の大きさで詳細
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註
（１）類似の土師器壺は倉賀野万福寺遺１号周溝墓出土遺物などで確認される。

（２）前橋市教育委員会　2014　『年報　平成 25 年度文化財調査報告書』

（３）前橋市教育委員会　2016　『元総社蒼海遺跡群（81）・（82）・（83）・（84）』

（４）前橋市教育委員会　2006　『元総社蒼海遺跡群（７）』

（５）笹澤　泰史　2015　「近年の群馬県における箱形炉の調査動向」『最新の古代製鉄関連遺跡調査・研究特集：鉄鋼プレゼンス研究調査委員会第 29 回フォーラム講演会論文集』

　　（社）日本鉄鋼協会学会鉄鋼プレゼンス研究調査委員会編

（６）前橋市教育委員会　2013　『元総社蒼海遺跡群（40）（46）（49）（50）』

（７）近江では 1,400 ～ 1,500℃、陸奥では 1,300 ～ 1,500℃である。

（８）笹澤　泰史　2016　「東日本の古代製鉄技術の展開　－箱形炉の導入から竪形炉の変遷－」『研究紀要』34　財団法人群馬県埋蔵文化財事業団
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不明な破片が多い。下層では鉄滓・炉壁の破片が大きくなり細分できるようになる。土器はほとんど出土しなかっ

たが、西排滓土坑内 P １から土師器坏が出土している。この坏は、湾曲した体部で口縁が内傾するため、７世

紀末～８世紀初頭に比定される。４層では炉壁がまとまって出土している点や上・下層の遺物の出土傾向から、

埋め戻しが想定され、８世紀前半に廃絶したものと考えられる。

　製鉄関連遺物について　金属学的分析を行い、箱形炉が検出されている西野原遺跡、峰山遺跡と比較した結

果、鉄滓類は類似した化学組成が示された。群馬県内で出土している炉壁の耐火度は、他の地
（７）

域と比べ、県内で

は耐火度は 1,100 ～ 1200℃と低いことが知られ、本製鉄炉跡の炉壁でも 1,120℃が示され、この範囲に収まる結

果であった。

　この特徴は、箱形炉から次期の竪形炉にも見られるため、炉材として耐火度の高い物がないという制約の中

で、炉の構築技術が発展し受け継かれているのではないかと、考えられている
（８）

。

　今回の結果は、赤城山南麓で行なわれていた鉄生産と同系統の技術で、上野国の中心地域でも鉄生産が行なわ

れていたと考えられる。

おわりに　元総社蒼海遺跡群（64）製鉄炉跡の発見は、上野国の中心地域でも製鉄技術導入期の鉄生産が行なわ

れていることが明らかになった。今後の調査による事例の増加に期待したい。
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PL.1

（62）遺構検出状況（西から）

（62）P－１～６全景（南東から）

（62）調査区全景（北西から）

（62）I－１全景（西から）

（62）調査区全景（北東から）

（62）調査区全景（北東から）

（62）調査区東部（北西から） （62）W－１遺物出土状況（南西から）
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PL.2

（63）Ｈ－１全景（西から） （63）Ｈ－１貯蔵穴全景（南から）

（63）Ｈ－２Hr-FA堆積状況（南から）

（63）Ｈ－３全景（西から）

（63）Ｈ－２全景（南から）

（63）Ｈ－３カマド全景（西から）

（63）遺構検出状況（北西から） （63）調査区全景（北西から）
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PL.3

（63）Ｈ－４全景（南から） （63）Ｈ－４カマド全景（南から）

（63）Ｈ－５全景（西から） （63）Ｈ－６全景（北東から）

（63）Ｈ－７全景（南西から）

（63）Ｈ－８全景（北西から）

（63）Ｈ－７カマド全景（南西から）

（63）Ｈ－９全景（東から）
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PL.4

（63）Ｈ－10全景（西から） （63）Ｈ－10貯蔵穴全景（北から）

（63）Ｈ－11カマド断面（東から）

（63）Ｈ－12遺物出土状況（東から）

（63）Ｈ－12全景（西から）

（63）Ｈ－13全景（北から）

（63）Ｈ－９カマド遺物出土状況（東から） （63）Ｈ－９貯蔵穴遺物出土状況（東から）
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PL.5

（63）Ｈ－13カマド全景（北から） （63）Ｈ－14全景（東から）

（63）Ｈ－15全景（西から） （63）Ｈ－15カマド灰層下断面（南西から）

（63）Ｈ－16全景（西から）

（63）Ｈ－17カマド断面（南西から）

（63）Ｈ－16カマド断面（西から）

（63）Ｈ－18・20全景（西から）
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PL.6

（63）Ｈ－19全景（北西から）

（63）作業風景

（63）W－１全景（西から）

（63）除雪作業風景

（63）D－１全景（南から）

（63）P－１全景（南から）

（63）D－２全景（東から）

（63）P－２全景（南から）
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PL.7

（64）遺構検出状況（西から） （64）1号製鉄炉跡検出状況（南から）

（64）調査区全景（上が北）

（64）1号製鉄炉跡掘り方全景（東から） （64）1号製鉄炉跡掘り方断面（南から）
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PL.8

（64）1号製鉄炉跡炉本体部掘り方断面（南から）

（64）1号製鉄炉跡炉本体部掘り方断面（東から）

（64）1号製鉄炉跡炉本体部断面（南から）

（64）1号製鉄炉跡炉本体部木炭片出土状況（南から）

（64）1号製鉄炉跡西排滓土坑上層断面（東から） （64）1号製鉄炉跡西排滓土坑下層断面（南から）

（64）1号製鉄炉跡下層遺物出土状況（東から）（64）1号製鉄炉跡上層遺物出土状況（東から）
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PL.9

（64）1号製鉄炉跡西排滓土坑流動滓出土状況（南から）

（64）T－１全景（東から）

（64）1号製鉄炉跡東排滓土坑上層断面（南東から）

（64）T－２全景（南から）

（64）1号製鉄炉跡東排滓土坑下層断面（南東から）

（64）H－１全景（西から）

1号製鉄炉跡東排滓土坑流動滓出土状況

（64）H－１カマド全景（西から）
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PL.10

（64）D－１全景（北から）

（64）D－７全景（南から）

（64）D－２全景（東から）

（64）D－８断面（東から）

（64）D－３全景（南から）

（64）D－５全景（南から）

（64）D－４全景（南東から）

（64）D－６全景（南東から）
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PL.11

（64）D－９断面（東から）

（64）DB－１全景（東から）

（64）D－10断面（東から）

（64）DB－１人骨出土状況（東から）

（64）D－11断面（東から）

（64）D－15断面（北から）

（64）D－14断面（北から）

（64）D－15炭化物検出状況（東から）
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元総社蒼海遺跡群（62）

Ｗ－１－１（1/4）

元総社蒼海遺跡群（63）
Ｗ－１－２（1/4）

Ｈ－１－１

Ｈ－１－２

Ｈ－１－３

Ｈ－１－４

Ｈ－１－５

Ｈ－１－６

Ｈ－１－９（1/4）

Ｈ－１－８

Ｈ－２－１

Ｈ－２－２

Ｈ－２－３（1/4）

Ｈ－３－１

Ｈ－３－２

Ｈ－３－３

Ｈ－４－１

Ｈ－４－２

Ｈ－４－３

Ｈ－４－４ Ｈ－４－５

Ｈ－４－６

Ｈ－１－７

遺構外－１（1/1）

PL.12
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Ｈ－５－３
Ｈ－５－１

Ｈ－５－２ Ｈ－５－４

Ｈ－５－５

Ｈ－５－６
Ｈ－５－７（1/4）

Ｈ－７－２

Ｈ－７－３

Ｈ－７－４

Ｈ－７－５

Ｈ－８－５

Ｈ－８－８（1/4）

Ｈ－８－１

Ｈ－８－２

Ｈ－８－３

Ｈ－８－４

Ｈ－８－６

Ｈ－８－11（1/4）

Ｈ－８－７（1/4）

Ｈ－７－１

PL.13
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Ｈ－８－10（1/4）

Ｈ－８－９（1/4）

Ｈ－９－１

Ｈ－９－４（1/4）

Ｈ－９－５（1/4）

Ｈ－９－６（1/4）

Ｈ－９－２

Ｈ－10－４

Ｈ－11－１

Ｈ－12－２Ｈ－12－１ Ｈ－12－３（1/4）

Ｈ－８－12（1/4）

Ｈ－10－３

Ｈ－10－２

Ｈ－10－１

Ｈ－９－３

PL.14
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Ｈ－12－４（1/4）

Ｈ－15－１

Ｈ－15－２

Ｈ－15－３（1/4）

Ｈ－16－１

Ｈ－16－２ Ｈ－16－３（1/4）

Ｈ－18－１

遺構外－１

Ｄ－１－１

遺構外－２（1/2）

元総社蒼海遺跡群（64）

D－４－１

Ｐ－24－１ 遺構外－２

Ｐ－21－１

Ｐ－21－２

１号製鉄炉跡－１

Ｈ－16－４（1/4 ）

PL.15
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１号製鉄炉跡－No.１

製鉄関連遺物　

１号製鉄炉跡－No.３

１号製鉄炉跡－No.４

１号製鉄炉跡－No.５

１号製鉄炉跡－No.6

１号製鉄炉跡－No.7

１号製鉄炉跡－No.８

１号製鉄炉跡－No.９

１号製鉄炉跡－No.10

１号製鉄炉跡－No.11

１号製鉄炉跡－No.12

１号製鉄炉跡－No.13

１号製鉄炉跡－No.14

D－４－２ 遺構外－１

PL.16
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１号製鉄炉跡－No.15

１号製鉄炉跡－No.16
１号製鉄炉跡－No.17

１号製鉄炉跡－No.18

１号製鉄炉跡－No.19（1/2）

１号製鉄炉跡－No.21

１号製鉄炉跡－No.22

１号製鉄炉跡－No.23

１号製鉄炉跡－No.24

１号製鉄炉跡－No.25

１号製鉄炉跡－No.26

１号製鉄炉跡－No.29

１号製鉄炉跡－No.30

１号製鉄炉跡－No.31

１号製鉄炉跡－No.32

１号製鉄炉跡－No.33

１号製鉄炉跡－No.34

１号製鉄炉跡－No.35

１号製鉄炉跡－No.36

PL.17
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フ　リ　ガ　ナ フ　リ　ガ　ナ コ　ー　ド 位　　　置
調査期間 調査面積 調査原因

所 収 遺 跡 名 所　在　地 市町村 遺跡番号 北　緯 東　経

元
モトソウジャオウミイセキグン

総社蒼海遺跡群
（62）

前
マエバシシソウジャマチソウジャ

橋市総社町総社
3600-1 102021 25A161 36°23’34 139°2’17

20140114

～

20140326

110㎡
前橋都市計画事業
元総社蒼海土地区

画整理事業

元
モトソウジャオウミイセキグン

総社蒼海遺跡群
（63）

前
マエバシシソウジャマチソウジャ

橋市総社町総社
3598-4 102021 25Ａ162 36°23’31 139°2’17 230㎡

前橋都市計画事業
元総社蒼海土地区

画整理事業

元
モトソウジャオウミイセキグン

総社蒼海遺跡群
（64）

前
マエバシシモトソウジャマチ

橋市元総社町
2019 102021 25Ａ163 36°23’30 139°2’7 500㎡

前橋都市計画事業
元総社蒼海土地区

画整理事業

報 告 書 抄 録

カ タ カ ナ モトソウジャオウミイセキグン（62）（63）（64）
書 名 元総社蒼海遺跡群（62）（63）（64）
副 書 名 前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
巻 次 －
シ リ ー ズ 名 －
シ リ ー ズ 番 号 －
編 著 者 名 藤坂和延・岡野　茂
編 集 機 関 技研コンサル株式会社
編集機関所在地 〒371－0031　群馬県前橋市下小出町１丁目15番地３
発 行 機 関 前橋市教育委員会
発行機関所在地 〒371－0853　群馬県前橋市総社町３丁目11番地４
発 行 年 月 日 2016年９月30日

所収遺跡名 種　別 主な時代 主な遺構 主　な　遺　物 特　記　事　項

元総社蒼海遺跡群
（62） その他 古墳時代 溝跡 土師器

方形周溝墓の可能性があ
る。

元総社蒼海遺跡群
（63）

集落
その他

古墳時代
平安時代

中世
住居跡、溝跡 土師器、須恵器

元総社蒼海遺跡群
（64）

集落
城館跡
その他

奈良時代
中世

製鉄炉跡
竪穴状遺構、土坑墓

土師器、須恵器
製鉄関連遺物 箱形炉の検出。

元 総 社 蒼 海 遺 跡 群（62）（63）（64）
前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

2016年９月23日　印刷
2016年９月30日　発行

発行　　　前橋市教育委員会事務局文化財保護課
〒371－0853　群馬県前橋市総社町３丁目11番地４

TEL　027-280-6511

編集　　　　　　　　　　技研コンサル株式会社
印刷　　　　　　　　　　朝日印刷工業株式会社
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